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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　犬洞あん


口絵・本文デザイン　百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）
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プロローグ


第一話　変態で天才の先輩とハーレム団


第二話　完璧少女と恋愛勝負


第三話　天才VS完璧系


エピローグ





　あとがき







　プロローグ







　俺の耳元で誰だれかが囁ささやく。「朝だよ、おはよう柊しゆう一いち君。そろそろ起きようじゃないか！」


　自室のベッドに深く沈しずみ込み、俺は微睡まどろんでいた。気分が半ば恍こう惚こつ状態なのは現在見ている夢の内容に起因する。


　陶とう然ぜんたる微び笑しようを浮うかべた美少女が同じベッドで添そい寝ねしてくれるという、それはさながら夢のような──いや実際夢なのだが、しかしそれでも俺の首元をくすぐる彼女の息いき遣づかいは馥ふく郁いくたる甘やかさで、衣服越ごしに淡あわく伝でん播ぱする体温も心ここ地ち好よく、触ふれた感かん触しよくは柔やわらか、いずれも幻まぼろしとは思えぬ迫はく真しん的なリアリティをもって、俺の覚かく醒せいを妨さまたげるのだ。


　もう少し浸ひたっていたい──。


　と、目を瞑つぶり、夢の世界に浸る俺の耳元で、しかし誰かの清らかな美声は執しつ拗ように囁く。


「柊一君。ねえきみ、柊一君ったら」


「……あと五分」


「五分も待てないよ、きみ。だって今日はとても素す敵てきな日なんだから」


　誰かの澄すんだ声は歌うように続ける。


「さあ、目を開けて窓の外を見てみたまえ。見えるだろう？　輝かがやく若葉、花へ向かう紋もん白しろ蝶ちよう、屋根で囀さえずる小鳥達……。日差しも気持ちが良い。ウフフッ。どれくらい気持ち良いかって、あらゆる女をトロトロの骨ほね抜ぬきにする、まるで君の愛あい撫ぶのようなのさ。あぁ、思い出すだけで躰からだが疼うずくよ。昨夜は凄すごかったね！」


「…………」


　昨夜はＴＶを見て寝ただけだ、と思いつつ、俺は意地で狸たぬき寝ね入いりを決め込む。


「さあ、もう良いだろう。起きて登校の準備をしようじゃないか。四月、栄はえある高校生活最初の日に遅ち刻こくなんかしたくないだろう？　ぐずぐずしてると柊一君。君のその初うい々ういしい健康的な躰──大人の男性になりかけの未成熟な果実から発される甘あま酸ずっぱくて香こうばしいフェロモンを胸いっぱいに吸い込ませてもらうよ？　クンクン……。或あるいは別な意味における胸いっぱいでもいい。君のその白魚の如ごとき美しい指を取り、わたしの胸のいけないふくらみに触さわらせてしまおうか。ふむ、どうだ？　そのまま若い衝しよう動どうに任せて」


「起きりゃいいんでしょ、起きりゃあ！」


　このまま寝ていたらどんな変態的な事をさせられるかだ。半分自や棄けで飛び起きると、だがしかし、そこに声の主はいない。部屋の中にいた者はあくまでも俺一人だ。


　さっきの声は幻げん聴ちよう？　もしくはあれも夢の一部だったか──。


　って、そうじゃない。代わりにベッドに見知らぬ妙みようなブツが置いてあるからだ。


「何だこれ？」


　シーツの上に横たわっているのは円柱形状の長いクッション。おお、それは所いわ謂ゆる、抱だき枕まくらというやつで、プリントされているのはアニメのキャラクター……ではない。


　等身大に引き伸のばされた写真だった。


　写っているのは黒くろ髪かみロングの可か憐れんな乙おと女め。若じやつ干かんしどけない制服姿で髪かみに細い指を絡からめている。それは先さき程ほどしきりに起きろと呼びかけていた声の主だった。


　即すなわち、これは作り手本人の写真を用いた『実写版・等身大抱き枕』！


　俺は素す早ばやく部屋の窓に目をやり──やはりロックされていない──軽く額ひたいを押さえる。


「ったく、また先せん輩ぱいの自作品かよ。悪戯いたずらにも程があるよな……」


　自分の写真で抱き枕を作り、置いていったその人は、涼すず風かぜせしる先輩という。昔から隣りん家かに住んでいる一歳年上の幼おさな馴な染じみで、俺にとって唯ゆい一いつ頭の上がらない人物だ。


　一見、透とう明めい感溢あふれる清純系美少女なのだが、性格が控ひかえめに言っても物もの凄すごく個性的で、突とつ拍ぴよう子しもない事を頻ひん繁ぱんにやらかす。閃ひらめきの才人、発明家タイプだ。よく窓から屋根伝いにこの部屋に遊びに来るから、季節外れのサンタクロースさながら、これはサプライズ目的で俺の就しゆう寝しん後ごに忍しのび込み、こっそり置いたのだろう。自分の等身大抱き枕を作るなんて常人の発想とは言い難がたいが、せしる先輩は常人ではない。そう言えば、こないだ抱き枕について何か雑談したような気もするが定さだかではなかった。


「しかし、画質凄いなこれ。写真の解像度どれくらいなんだ……」


「けっこう。快適なお目覚めのようだね、柊一君！」


「うおああっ？」


　顔を近づけると抱き枕がヴォイスを発し、俺は思わず仰のけ反る。……流石さすがは先輩の発明品。どうやら内蔵センサで人の接近を感知して音声を再生するらしい。長いつきあい上、俺はこの手の事に多少詳くわしかったりする。この程度は簡単に作ってしまう人なのだ。


　って、「え……？」


　思わず啞あ然ぜんとしたのは、眼前で抱き枕がモゾモゾと蠢うごめき出したからだ。


　な、何ですかこれ？　まさか振しん動どう機能まで内蔵していたのか？　呆あつ気けに取られているうちに抱き枕は軽けい捷しように折れ曲がり、更さらにモゾモゾ。ファスナーが下りる音がする。


　そして抱き枕から、ぺろんっと勢い良く彼女が這はい出してきたのだ。


「ハロー、柊一君！」嬉うれしげに笑えんで、「どうだいどうだい、驚おどろいてくれたかね？」


「物凄く！　て言うか、こんな事されて驚かない人いませんっ！」


「ふんふん、どうだろう。強しいて言うならわたしくらいか。けっこう！」


　いきなり先輩はベッドから飛び降りた。


「今日からわたしも高校生だからね。君と一いつ緒しよの学校に行けるのが嬉しくて、ついはしゃいでしまった。ウフフッ！　四月七日、素晴らしい日だな。全すべてが始まる記念日さ！」


「は、はあ……」


　相変わらず飛ばしてるなあ。


　とは言え、詩的と言うか演劇的な台詞せりふが、あまりうざったくないのには要因がある。


　せしる先輩は控えめに言っても夢のような美少女なのだ。


　整った面おも立だち、透明感溢れる淡あわ雪ゆきの肌はだ、濡ぬれ羽ば色いろに輝くストレートロングの黒髪は姫ひめカットで、それだけ見ると清純可憐を絵に描かいたような十六歳だが、特とく徴ちようはその瞳ひとみだ──少し吊つり目がちの猫ねこを思わせる双そう眸ぼうは、キラキラと神秘的なエメラルド色に輝く。両親共に日本人でも、黒以外の瞳を持つ者は生まれてくるらしい。所謂、突とつ然ぜん変異だ。


　また、基本的にすらりとした華きや奢しやな躰ではあるが、出るところはしっかり出ているのが挑ちよう戦せん的というか挑発的で、そこもまた先輩らしい。彼女の言葉を借りるなら、『ふんふん、顔は清せい楚そでボディは我わが儘まま。わたしは女め豹ひようさ。どうだね柊一君、そそられるだろう。さあ口に出して君が欲ほしいと言ってごらん』という事だが……いや、それは置いといて。


「とりあえずせしる先輩、あっち向いててもらえますか。着き替がえするんで」


「言葉の裏を読むと、凝ぎよう視ししててほしいという事だね？」


「……殴なぐりますよ、先輩」


「ウフフッ、冗じよう談だんだ」微笑ほほえんで。「ではわたしは下でお食事の用意をして待っているとしよう。何が食べたい？　わたしかい？　それともわたしかい？　もしくはわたしかい？」


「……トースト。普ふ通つうのやつで」


「ふんふん、せしる特製・超ちよう絶ぜつ倫りんトーストだな。解わかった！」


　爽さわやかにそう言い、軽かろやかにスキップしながら部屋の外に出て行く清楚な美少女。


　その人の名は涼風せしる。夢のような美少女で、俺より一歳年上の先輩で、見ての通りの変態で、変人で、そのうえ天才でもあるのだ。


　幼馴染の俺が言うのも何だが──この人、物凄く独創的である。
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　朝の清すが々すがしい澄んだ光の中、駅までの道を俺──日ひ野の柊しゆう一いちと、せしる先輩は二人で歩いていく。商店街のシャッターはまだ大半が閉まっているが先輩はお構いなしの躍やく動どう感だ。李すもも色の唇くちびるを陽気に綻ほころばせ、ふんふんと今にも揉もみ手せんばかりにハミングしている。


「ご機き嫌げんですね、せしる先輩」


「ほう、そう見えるかい？」


　そう見える。口こう端たんは不敵に上がっているが、吊り目がちの瞳が嬉しそうに輝いており、間ま違ちがいなく昨今見た事がない程にはしゃいでいた。


　だが気持ちは解らなくもない。それだけ先輩にとって、この一年は長かったのだ。


　空白の一年間──。


　今日までの先輩はずっとぶらぶら、近所で何をするともなく毎日遊んでばかりいた。


　普通に考えれば、一歳年上の先輩と俺が同時に高校入学するのは妙な話だろう。常人を遥はるかに凌りよう駕がする頭脳を持った先輩だから、飛び級する事はあっても逆はありえない。二年生になっているのが道理だ。そうなっていないのは、あの事件があったせい。


　あの夜の……。


　そう、さながら天変地異の如きあの異常な事件のせいで。せしる先輩はしばらく入院する羽目になり、受験どころじゃなかったのである。一時は意識不明になっていた。まあ退院してからは自宅療りよう養ようという名目で日々遊んでいたのだが、とは言え、あの夜の事をどう説明したらいいものか？　間近で見ていた俺自身、あの件は未いまだに整理できていない。


　だが先輩にとって、それはもう終わった事だから──。


　というのも、先輩はあれについて何一つ覚えていないらしい。噓うそではなく、この一年の間に各種療法を試ためして解った事だ。何度も渡と米べいし（先輩は数ヶ国語を自在に操あやつる）、ゆかりある医療機関で検査してもらった結果、どうしても取り戻もどせない記き憶おく領域があるという。


　そう、本当に先輩はあの事を綺き麗れいさっぱり忘れてしまったのだ……。


　それを無理に思い出させようとするのが、良い事なのか悪い事なのか俺には解らない。当面、マイペースで見守り続けていくしかないと思っているのだが。


　そんな事を考えているうちに駅が見えてきた。前を歩いていた先輩が振ふり返って俺を見る。陽ひだまりの猫の如く目を細め、透明感溢れる清純な笑顔で──。


「ところで柊一君」


「何ですか？」


「わたしは今日、ノーパンだよ」


「ぶっ？」


　むせた。


「せ、せしる先輩っ？　今何てっ？」


「何ってきみ、ノーパンだよって言ったんだ」凜り々りしく澄んだ双眸を俺に向け、「ほら、柊一君。口に出してノーパンって言ってみたまえ」


「ノーパン！」焦あせっていたせいで思わず言ってしまう。


「その通り。わたしは今日、ショーツをはいていないのさ。スカートの下は生まれたままの姿なのだよ……ウフフッ！　何かの拍ひよう子しにこの短い布きれがめくれてしまったら、女の子の聖域が丸見えだな？　どうするね？　お嫁よめに行けなくなってしまったら。困るなあ。しかし柊一君、ここで少し頭を働かせてみてくれ。君が今その気になれば、わたしをそんな目に遭あわせる事もできるのだ。どう思う？」


「ああああ！　どう思うも何もっ！」俺は慌あわてて周囲に目を走らせつつ、「て言うか、せしる先輩、何でまたそんな事を？」


「ウフフッ」先輩は澄すました顔で長い黒髪に指を絡めながら、「そよ風に吹ふかれるのは気持ちがいい。さながら都会を駆かけ抜ぬける春の悪戯な妖よう精せいさ。きみもそう思わないか？」


「……あー」


　何な故ぜだろう。良い台詞のはずなのに、すごく変態チックだ。


「怒おこりますよ、せしる先輩」俺はさりげなく先輩の前でそよ風を遮さえぎる。「俺はどうしてそんな事したのかって聞いてるんです」


「すまない。高校生活最初の日をよりドラマティックにしたかったんだ」


「は？　ドラマティック……？」


「つまりだね、いつかこの日を振り返る時、きみが苦く笑しようしながらこう言うのだよ。いやはや、あの時は参りましたよ。せしる先輩ってばノーパンで登校して……。わたしは肩かたを竦すくめてこう答える。でも柊一君、きみはしっかりわたしをフォローしてくれただろう？　心細さに震ふるえるわたしの手を握にぎり締しめ、優やさしく勇気づけて」


「誰だれが心細さに震えてるんですか……」


　むしろ目をキラキラさせているじゃないか。


「せしる先輩の変態っ」
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「その程度ではきかないな。もっと感情を込こめて言ってくれないか」


「変態！　変態っ！」


「ああっ、ううっ……」清楚な顔をうっとりさせて、「ひどいな柊一君。もっと……」


　さて、これ以上言っても喜ばせるだけだからよそう。何故だか知らないが先輩は俺限定で頻繁にこの手の事を仕し掛かけてくる、困った変態癖へきの持ち主なのだ。……念のために言っておくが、俺と先輩は別段そういう関係ではない。変態プレイの相方でもなければ年の差カップルでもなく、単なる幼馴染の腐くされ縁えんというだけなのでお間違えなきように。


　ともあれ、俺は強ごう引いんに先輩の手を取ると道を逸それて、近くのコンビニに向かい歩き出した。あまり品しな揃ぞろえの良い店ではないが、下着くらいは売っているだろう──。


　と、そこで不ふ穏おんな光景を目にする。


　思わず眉まゆを顰ひそめたのは、コンビニのドア正面に柄がらの悪い奴やつらがたむろしていたからだ。


　制服の前を大きく開けた不良連中。くちゃくちゃとガムを嚙かんだり煙草たばこを吸ったりしている。まいったな、こいつら見覚えがあるぞ。この界かい隈わいで昔から不良として有名な四人組だ。かくいう俺も小学生時代に激しくやりあった苦い思い出が……。


　不良がこちらを向き、俺と目が合う。


「何だてめえ。どっかで見た顔だな？　何か文句でもあんのか？」


「ねーよ」俺は言う。「悪いが、そこどいてくれ。買い物したいんだ」


　ひゅーうと口笛を吹かれ、俺は舌打ちしたくなる。


「くっ……。別にお前らに用がある訳じゃないんだ。悪い事は言わない。どけよ」


　だが俺の言葉に不良達は嘲あざけるように唇を歪ゆがめ、睨にらみを利きかせて口々に言うのだ。


　気取ってんじゃねえだとか、朝っぱらからイチャつくなだとか、まったく……。何て面めん倒どうな奴らだろう。先せん輩ぱいを後ろにかばいつつ、今日は朝から災難だと思う。


「どうしたんだね柊一君？」先輩が白鳥のように首を伸のばして前を窺うかがう。「言っておくが、わたしは今ノーパンなんだよ？」


「だあああ！　せしる先輩は口を挟はさまないで！」


　だが時既すでに遅おそし。先輩が素早く俺の手をすり抜け、無防備に前へしゃしゃり出てきた。


「うっひょお！　おい、見ろよお前ら！　物もの凄すげえいい女が出てきやがったぜ！　こんな女は今まで一度も見た事が……」


「ふんふん、また会ったな、君達！」


　瞬しゆん間かん、不良達は凍こおりついた。


「元気かい？」と清らかに微び笑しようするせしる先輩。しかし誰も答えない。


　というのも当然で、先輩の顔を見た途と端たん、彼らは舌なめずりするような表情のまま彫ちよう像ぞうの如ごとく硬こう直ちよくしてしまったからだ。だから忠告しただろ、と俺は不良達を気の毒に思いつつ息を吐はく。本当に今日は朝から災難だ──無論、彼らにとって。


　そして以後に起こった事は、どんな図太い人間でもドン引きせずにいられないだろう。不良達は四人とも塗ぬりつぶされたような虚うつろな目に変わり、背筋を伸ばしてその場に棒立ち。外見からは想像もつかない異様なボーイソプラノで口々に囀さえずり始めたのだ。


「ダ、誰カ……。お医者サマー」


「お客サマの中にお医者サマはいらっしゃいマセンかー」


「マ、マママ、モモモモモ……」


　殆ほとんど壊こわれた玩がん具ぐだ。と言うか、一人はまともな日本語すら喋しやべれておらず、多分今の俺の顔には縦線が大量に引かれていると思うが、それにしたってあんまりな光景だ。


「ふんふん、どうもまだあの時の後こう遺い症しようは健在なようだな。意外に根深いものだね。一度しっかり癒いやしてあげた方が良いかもしれない。もっとも、わたしの姿が見えなくなれば、すぐに元に戻るのだろうが。おおっと、風が……！」


　サッ。俺は両手を広げて春風を遮った。


「とりあえず先輩。俺パンツ買ってくるんで、スカート押さえて待っててください」


「ほう」せしる先輩は頰ほおをほんのり赤くして、「君が……買ってきてくれるのか？」


　やはり優しい男だな柊一君は、なんて空気を読まずに純情げに呟つぶやくのだ。


「……ったく」


　思わず舌打ちしたくなったのは微び妙みように照れ臭くさかったからだ。何でこういう時にそんな可か愛わいらしい反応をするかな。俺は壊れたオルゴールと化した不良達を一いち瞥べつして、


「俺が買ってくるしかないでしょうが。先輩の姿が見えなくなったら、こいつら元に戻る訳だし……」


　胸がふたぐので、この不良達の奇き行こうについて今は説明したくない。これもまた昔先輩がしでかした、とある事件のせいなのだが……。まあいずれは話す機会もあるだろう。


　それより──今はパンツだ。


「いいですか？　余計な事しないで、そこでじっとしててくださいよ」


　コクンと素直に頷うなずくせしる先輩。みどりの黒くろ髪かみに細い指を絡からめ、恥はずかしそうに言う。


「柊一君が、わたしのために下着を買ってきてくれる。そしてそれを素直に身に着けるわたし。こうやって徐じよ々じよに君色に染められていくのだな……。女の悦よろこび、あなた好みのわたしになりたい、か。大だい丈じよう夫ぶ。わたしは君に着けるよう命令された下着は、一生の宝物として大事にするよ。ああ、健全な男子高校生である柊一君は、わたしのような極ごく上じようの美少女を俺色に染め上げていく過程で、一体どんな倒とう錯さく的思考を繰くり広げるのか……」


　……う、うざっ。


「や。とにかくそこにいて」


　俺は先輩をその場に残してコンビニへ走り、なるべく着け心ごこ地ちがよさそうな女物のパンツを選んでレジに持っていった。店員さん、そんな目で見るのはよせと思った。
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　駅のトイレで先輩にパンツを穿はいてもらい、しばらく電車に揺ゆられて学校に着いた。


　自由な校風がウリの玖く百ゆ合り学園高等学校──校門を潜くぐると構内は鮮あざやかな桜が満開だ。辺りには俺達と同じ新入生がひしめき合っていた。


　と、不意に後ろから肩を叩たたかれた。振り返れば見知った顔がいる。


「おーす、柊一！　せしる先輩もっ」


「よう、吉よし村むらか。朝から元気だな」


　吉村は同じ中学出身の友達だ。洒しや落れた感じに整えた短たん髪ぱつが爽さわやかだが、内面もそれと同様に陽気で、俺とは気が合う。


「んで、柊一。これからどこ行きゃいいんだっけ？」


「体育館。まずは入学式だろ」


　だったよな、と言う吉村とせしる先輩の三人で、咲さき乱れる桜の下、体育館へ向かう。先輩は先導するように前を歩き、俺達の話には加わらない。考え事をしているようだ。


「いやー、それにしてもさ……」不意に吉村がきょろきょろと周囲を見回し、「この学校、やっぱ可愛い子が多いな！」


「え？」意外な一言に目を瞬しばたたく。


　が、吉村は俺の逡しゆん巡じゆんなど意にも介かいさず、相変わらずの爽やかテンションでこう続けた。


「うんうん、無理してこの高校受けてホント良かったぜ！　どこもかしこも花満開だ。いい学校には可愛い子が集まるっていうけど、新入生からしてレベル高えよっ！」


「そうなのか？　初耳なんだが」


「お前なあ……」吉村は僅わずかに目を細めて、「や。まあ、お前にはせしる先輩がいるから関係ないか。だけど実際有名なんだぜ？　俺がこの学校選んだ理由って実はそれだもん。ズバリ、可愛い女の子が多い！　見ろよ、この美少女達。バリエーションの豊かさを！」


「はは、なーに言ってるんだか」


　と、俺は苦笑して周囲を見回し──だが確かにそうかもしれないと考え直す。ふわふわしたピンク色の髪かみのゴスパンク風少女や、何故か男子の制服を着た気弱系美少女など、ぱっと見ただけでも中学にいなかった綺き麗れいどころが多々散見されたからだ。


「あ、見ろよ柊一、噂うわさをすれば最高の美少女が来たぜ。完かん璧ぺき系のお出ましだっ」


「完璧系？」


「おうさ、あれが巷ちまたで噂の完璧系美少女なんだよ、水みず谷たに詩し緒お里り様！」


　俺は吉村の指差した方向に目をやり、はっと息を呑のむ。


　──桜吹雪ふぶきの中を物もの凄すごい美少女が歩いていた。


　まるで気品が花びらのパフュームと化して彼女を包んでいるよう。琥こ珀はく色いろの木こ漏もれ日を浴びて艶つやめく深い栗くり色いろのストレートロングヘアー。その両サイドに大きな可愛いリボンを飾かざっている。凜りんとした細い眉に、すっきりと高貴に通った鼻び梁りよう。肌はだの白さはきりっと冷えたミルクのようだ。ぱっちりとした二ふた重えの勝気な瞳ひとみは長い睫まつ毛げに縁ふち取どられ、その奥ではプライドと自信の光が溢あふれんばかりに躍おどっている。こんな美少女は今まで見た事がない。


　完璧系──素す直なおにそう思えた。


　半ば放心状態で立ち止まっている俺達と裏腹に彼女はきびきび歩き続ける。やがて距きよ離りが縮まり、ちらっ……。一いつ瞬しゆん俺と目が合うと、一点の瑕か疵しもない完璧な笑顔を浮うかべた。
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　そして彼女は再び前を向き、何事もなかったようにその場を通り過ぎていったのだ。





　遠ざかる後ろ姿を見ながら、俺は吉村に訊きいた。


「……何者なんだ、今のあの子？」


「だから詩緒里様だよ。南みなみ中学の完璧系、水谷詩緒里といえば有名だったんだぜ？　見た目はあの通り最高だけど、それだけじゃねえんだ。成績優ゆう秀しゆう、品行方正、スポーツ万ばん能のう。およそ欠点ってもんが無いんだよ！」


「そりゃ凄い」


　歩みを再開し、引き続き吉村は水谷詩緒里についてあれこれと語り続ける。どれだけ彼女が優すぐれた人物か、どれだけの男子が彼女に憧あこがれているか……云うん々ぬん。


「そうか。彼女、一年生なのか……」


「おうよ、柊一。俺らと同じ学年さっ。いやー、同じクラスになれるといいよな！」


　ふと思う。ならばあの完璧系の彼女は、せしる先輩とも同学年という事になる。


　もし……。もしも天才と完璧が争ったら、どちらに軍配が上がるんだ？


　天才せしるＶＳ完璧系。美少女ぶりは完全に互ご角かくだったが、他方面ではどちらがどれだけ上なのか？　人と人を比べるなんて褒ほめられた事ではないが、抜ぬきん出た傑けつ物ぶつ同士の対決にはやはり純じゆん粋すいな興味を覚える……なんてシリアスに考え込んでいると、


「なあ柊一。あんな子を筆頭に、ハーレムとか作れたらよくねえっ？」


　ズルッ。思いもよらない事を爽やかに言われて足が滑すべった。


「おいおい吉村、ハーレムって……」苦笑いしながら突つっ込むと、


「や、だって男の夢だろ、ハーレム！」意外にも真ま面じ目めに主張される。


　冗じよう談だんかと思いきや、どうも本気だったようだ。口こう角かく泡あわを飛ばして吉村は熱く語る。


「せっかく美少女いっぱいの学園に入ったんだぜ？　男ならここでハーレム目指さないでどうすんだよっ。柊一には夢とかロマンってねえの？　俺はできる事なら百人くらいの美少女といちゃいちゃしたいよ。それが俺達、男の夢だろ！」


　……うーむ、人の夢を決め付けないでくれよ。


「だがまあ、そうだな。確かに夢って大事なもんだよな」


　多様な願望があって良いと思う。いちゃもんを付ける権利は誰だれにも無い。


「確かに突き詰つめて考えると、案外吉村の言う通りなのかもしれねーな」


「おうさ。ハーレムこそが男の究極の夢！　実は柊一もそういうの好きだろ？」


「はは。かもな」


　と、不意に、成なる程ほど、と前方で低い呟き声がする。何だ何だ？　それまで無言で前を歩いていたせしる先輩が出し抜けに振ふり返った。細い腰こしに片手をあてがい、制服を押し上げる豊かな胸をツンと反らして、みどりの黒髪にサラサラ手て櫛ぐしを入れている。


「どうしたんです先せん輩ぱい？　得意げにポーズなんか決めちゃって」


「決めたぞ、柊一君！」


「決めたって何を？」


「今からここで、それについて宣言したい」


　そして先輩は清らかなソプラノヴォイスで凜り々りしく、こう言ってのけたのだ。


「わたしは、ハーレムを作るっ！」


　──度ど肝ぎもを抜かれた。


「いいかい？　よく聞いてくれ、柊一君。実はわたしは常々考えていた。高校に入ったら失われたあの一年を取り戻もどしたい。然しかるに思い切り青春したいとね。その為ためにはやはり夢を叶かなえる事が重要であるだろう。ウフフッ！　学生生活という初うい々ういしい女に、艶めくピンク色のルージュを付け加えるのさ。うむ、夢というのは当然、ハーレムを作る事だなっ。え？　何故かってきみ、知っているだろう。わたしはありとあらゆる美しいものが好きな女だ。人を救う行こう為いや、偉い業ぎようを成し遂とげる強い信念。全すべてを癒す優やさしい気持ちや、弱者を慮おもんぱかる広い視野。そういったものを内に宿す美しい男、美しい少年、美しい女、美しい幼女達……。これら様々な愛いとおしい宝石があってこそ、人生はキラキラと煌きらびやかに光り輝かがやくのさ！　解わかるかね？　世界には我々の発見を待っているダイヤの原石が溢れ返っているという事なのだよ。それら素す晴ばらしいものを見つけ出し、己おのれの周りに侍はべらせないで、何が人生だろう！　成し遂げられなくては天才の名が泣くよ。わたしはここに誓ちかう。ハーレムを作り、これ以上ないくらい喜き悦えつにまみれた青春を送る事を。おっと！　だが心配する事はないぞ？　わたしはこれでも幼おさな馴な染じみ。きみにはそれなりの便べん宜ぎを図はかってやるつもりでいる。侍らせる中心にはいつも柊一君だけのＶＩＰ席を用意しておくから、心置きなく男の究極の夢を満まん喫きつしてくれたまえ！　ウフフフ、アハハハ、はーっはっはっはっはっはっ！」


　……どこにどんな突っ込みを入れたらいいか、流石さすがの俺も解らなかった。
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　せしる先輩のハーレム宣言の衝しよう撃げきのせいで、退たい屈くつさが三割増しだった入学式はぼけっとしている間にいつの間にか終わっており、俺と吉村は配属された一年Ｂ組に向かった。


　当の先輩はＡ組だったのでクラスが分かれてしまい、頗すこぶる残念そうな顔をされたが、


「ふんふん、引き裂さかれ、待ちわびた末の逢おう瀬せか……。それもまた風ふ情ぜいがあって良し！」


　そんな大おお仰ぎような理り屈くつで自分を納なつ得とくさせたらしく、長い黒髪を搔かき上げて去っていった。


　Ｂ組に入る。初めての教室、初めての顔ぶれ。そして黒板周辺にはちょっとした人だかりがあった。思わず吉村と顔を見合わせたのは、その中心にいたのが例の完璧系美少女こと水谷詩緒里だったからだ。どうやら同じクラスになれたらしい。ラッキーッ、と吉村は俺を肘ひじで突つつき、欣きん喜き雀じやく躍やくしている。


　俺は出席番号で割わり振られた席につくと、何と言うこともなくその様子を見ていた。いや、混こみ過ぎて近づけたものじゃないのだ。吉村は必死に人だかりの一員に加わろうとしているが、水谷詩緒里を囲んでいる連中が多過ぎて中心には辿たどり着けなさそうだ。


　皆みなが口々に彼女を褒めそやしている。


「感激です！」


「また詩緒里様と一いつ緒しよのクラスになれるなんて光栄だわっ」


「また中学の時みたいに完璧なクラスにしてくださいね」


「ひいては、この学園全体を完璧に！」


　おいおいお前ら、俺達は入学したばかりなんだぞ、と突っ込みを入れたいが、どうも吉村が語っていた以上に彼女はデキる人らしい。知らない顔ばかりだから取り巻き達は全員南中学出身なのか。慕したわれていると言うより殆ほとんど神格化されていた。


「そうね。わたしに何ができるかはまだ明確に把は握あくできていないけれど、できればＢ組が一年生の規き範はんとなるような、素敵なクラスになれると良いわね」


　わーっ、と彼女の言葉に小さな拍はく手しゆが起こる。どれだけ信しん奉ぽうを集めているのだ。


　その時タイミング良く教室の前のドアが開いて、


「そうだな、水谷。お前には期待しているんだぞ」


　担任と思われる教師が入ってきた。中間管理職っぽい地味な雰ふん囲い気きの人である。


「あら嫌いやだわ、先生までそんな事を仰おつしやって」謙けん遜そんして優美に手を振る水谷詩緒里。


「中学時代はその完璧ぶり、有名だったそうだからな。水谷には是ぜ非ひともクラス委員を務めてもらいたいもんだ……と、さあ、とりあえず席について。ＨＲを始めるぞー」


　担任がパンパン手を叩たたくと、皆がばらけて各おの々おのの席に着く。


　机に頰ほお杖づえをついて事態の推移を見守っていた俺が目を丸くしたのは、水谷詩緒里がツカツカとこちらに歩み寄ってきたからだ。席は男子と女子の列が交こう互ごに並んでいるのだが、彼女は俺の隣りん席せきで足を止めると、チラッとこちらに首を向けた。どうやら隣となりの席らしい。


　朝に会った事を覚えているかもしれないと思い、俺は手を上げて挨あい拶さつしてみた。


「よう」


　すると彼女は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように瞳を大きくし、それから目を細めて首を傾かしげた。


　どちら様でしょうか？　と言葉には出さないが、いかにもそう言いたげに口こう端たんを優美に吊つり上げて笑えみを形作る。完璧な笑顔だった。そして俺に挨拶を返す事なく着席して前を向いてしまったのは、まあＨＲが始まっているから仕方ないと言えば仕方なく、それだけ真面目な人だという事だろう。案の定、それからお定まりの自己紹しよう介かいの後でクラスの役員を決める流れになったのだが、彼女は満場一いつ致ちで委員長に選ばれていた。


「高校生活が始まったばかりという事で、正直まだ右も左も解らない状態ですけれど、中学時代は生徒会長を務めていました。クラス委員に選ばれたからには全力で励はげみたいと思っています。皆さん、何なに卒とぞ宜よろしくお願い致いたします」


　すらすらとまるで台本を読み上げている風だが、アドリブである。この人に任せておけば安あん泰たいとばかりに、担任教師も一緒になって拍手と歓かん声せいが室内にこだました。


（……何だか凄すごい人と同じクラスになっちまったな）


　結局この日は授業はなく、ロングホームルームだけで終わりとなった。噂の完璧系美少女の凄さを見せつけられただけ。そんなこんなで高校生活最初の日が終わったのだった。
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　俺とせしる先輩が生徒会室に出向いたのは入学式から三日後の放課後の事だった。


　用件は例のハーレムの件である。


　その日、帰りのＨＲが終わって教室を出ると、廊ろう下かでせしる先輩が待っていたのだ。両手を前で組み、廊下の壁かべにもたれて嬉うれしげに俺を待っている先輩を見ると、こんなに一いち途ずでしおらしいカノジョがいたら高校生活薔ば薇ら色いろだろうな、と甘い夢想に浸ひたりたくなるが、それは本気で甘過ぎる。実際に先輩の口から出てくる言葉はこのようなものだからだ。


「柊一君。ハーレムを作るからには、まずは愛の城が欲ほしいところだな！」


「愛……。の城っ？」こけそうになった。


「そう。我々の活動の本ほん拠きよ地ち。学園侵しん略りやくの足がかりだよ。ここに美少女達を集めてくんずほぐれつ、蛇へびの如ごとく竜りゆうの如く絡からみ合い、乱れる訳さ。言うなれば愛の竜りゆう宮ぐう城だね！」


「そんな凄い城なのっ？」


　とは言え、俺がすぐに冷静さを取り戻したのは想定の範はん囲い内だったからだ。


　先輩は昔からどんな怪あやしげな発明だろうが冒ぼう険けんだろうが、言い出した事は必ずやり遂げる。それだけの能力がある人だし、むしろ止めると逆効果な訳で。


　──ふんふん、抵てい抗こうされると逆に燃えるよ、さながらベッドにおける狐きつねと狸たぬきの化かし合いさ！　みたいな展開になるのは解っていたから、むしろ協力し、常識的な折り合いをつける事で被ひ害がいを最小限に食い止めようと思っていた。要は頭ごなしにやめさせるのではなく、ある程度意にそぐう形でやんわりフェードアウトさせようという作戦である。


　で、先回りして色々調べた。長い付き合いだから本意は解る。要するに先輩が言っているのは『部活』を作りたいって事なんだろう。


「一応、クラス担任に訊いておきましたよ。人数五名と顧こ問もんになってくれる教師を確保すれば、何であれ同好会が作れるらしいです。で、同好会から部活への格上げには生徒会と教師陣じんの二回の審しん査さに合格しなきゃならなくて、これには相応の実績が必要。とは言え、先輩の考えるハーレムとやらの活動内容にもよるかと思うんですが……」


「ふんふん、流石は柊一君だ。情報が整理されていて解りやすい」


　けっこう、と先輩は言った。


「それでは早さつ速そく生徒会に乗り込むとしようか、柊一君！」


　俺は足を滑らせた。


「……な、何な故ぜにっ？　人の話を聞いてなかったんですか、せしる先輩っ」


「勿もち論ろん、君の話は細さい大だい漏もらさず聞いていたさ。女を酔よわせる美声だものな。だが管理者は不要だよ。わたしが欲ほつしているのはあくまでも愛の城なんだから。幸いな事に生徒会長とは旧知の仲だ。相談に乗ってくれるかもしれないから、まずは会ってみようじゃないか」


　旧知の仲？　思わず戸と惑まどう俺だが、考えてみれば確かにあの人とは同じ中学出身だ。一昨年おととしまでせしる先輩とは同じ学年にいたのだし、ありえない話でもない。


　玖百合学園高等学校の生徒会長は二年の剛ごう田だ隆りゆう介すけさんといい、文武両道、豪ごう胆たんにして頭の切れる傑けつ物ぶつだ。先せん輩ぱい程ほどではないが割と有名人で、昔から成績は常に学年首位。それでいて荒あら事ごとにも滅めつ法ぽう強い。身長が既すでに百九十センチもあるから、当たり前かもしれないが。


　生徒会室に向かって廊下をスキップするように歩きつつ、先輩は鼻歌交じりに言う。


「さてさて、剛田君は高校でも元気にやっているのかな。彼は腕うでっ節ぷしが強いから、あまりにも自由な要求をしたら、がつんと一発、お見み舞まいされてしまうかもしれないなあ」


　飄ひよう々ひようとした口調で、とても不ふ穏おんな事を言っていた。


「先輩、念のために訊きくんですが……まさかその、あまりにも自由な要求ってのをするつもりじゃないでしょうね？」


「目に浮うかぶよ。血の気の多い剛田君が、眉み間けんにピクピク青筋立てて怒いかりまくる姿が」


「ちょっとぉー！」


「ウフフッ。身を挺ていして守ってくれてありがとう、柊一君」


「まだ何もしてません！　て言うか先輩、トラブル起こすのが前提なのっ？」


「血湧わき、肉躍おどるよ。キュンキュンするね」


　おいおい勘かん弁べんしてくれよ、と思いつつ、俺はスキップする先輩の背中を追いかける。


　と、その時だ。ふと廊下の窓外に目が吸い寄せられた。


（あ、何だ？）


　一いつ瞬しゆん、不思議な白い球体が──。グラウンド上空に広がる青空、そこにロールパンみたいな雲がぽつぽつと浮かんでいるのだが、その隙すき間まを何かが飛んだように見えたのだ。ジグザグした変な動きだ。しばらく雲の切れ間を見ていたが、その後異常は見られない。


（何だったんだ？）


　誰だれかが変な回転のかかったホームランでも打ったのか？


　それともまた……。


「おーい、柊一君！」


　気づくと前方で先輩が立ち止まった俺に両手を交差させるように振ふっていた。


「早く早くっ。わたしが荒あらくれ者の剛田君を怒おこらせてしまってもいいのかい？　逆上した彼に襲おそわれたら大変な事になるんだよ？　柊一君はわたしが制服をビリビリに破かれて、あんあん言わされて、むせび泣く羽目になっても良いっていうのかい？」


「……あーはいはい。今行きますって」





　生徒会室は校舎の二階にあった。せしる先輩はこんこんと軽くドアをノックして、


「ごめんくださーい」


　と微び妙みようにトボけた事を言う。室内でガタタンと誰かがこけるような音がした。


「ちょっと、せしる先輩。人の家にお邪じや魔まするんじゃないんだから」


「それもそうだな。一年Ａ組の涼すず風かぜせしるです。入るよ」


　そう言うと先輩はがらりとドアを開けて中に入り、俺も後を追った。が、


　そこで思わずキョトンとする。意外な人物が室内にいたからだ。


「あら、あなたは確か」


「水谷？　どうして君がここに……」


　生徒会室に目当ての生徒会長、剛田隆介はいなかった。代わりにいたのは意外な事に只ただ一人、同じクラスの完かん璧ぺき系美少女こと水谷詩緒里だった。腰こしに手を当てて澄すましている。


「こんな所で何してるんだ？」と俺が訊くと、


「わたし、生徒会に入るように誘さそわれているから」髪かみをサラリと搔かき上げて言う。


「生徒会……？」


「そうよ。もともとわたし、こういうお仕事って嫌きらいじゃないのよね。中学時代も生徒会に所属していた事だし、高校でそれをするのも悪くないわ。だからわたし、さっきまでこの学園の管理について、生徒会長さんに色々と話を訊かせてもらっていたの」


「へえ。感心だな、入学早々」


「別に？　だってせっかくの高校生活、楽しみたいじゃない？」


　賞賛されるのに慣れた者特有のオーラがある。彼女は自信たっぷりに笑んで、


「わたし、人の上に立つのが性しように合うのよ。リーダーシップを取ったり、仕事を手て際ぎわ良く処理したりね。せっかく自分に能力が備わっているんだもの。皆のために十全に活いかさないといけないわ。あと、色んな人に勝つのも好きよ。そういうのって気分が良いから」


　随ずい分ぶんと向上心の強い人らしい。ハーレムがどうこう言ってる誰かさんとは大おお違ちがいだが、ともあれ、せしる先輩はいたって普ふ段だん通り腕うで組ぐみして部屋をきょろきょろ見回している。


　俺も室内を一いち瞥べつした。


　生徒会室ははっとするほど綺き麗れいに整理整せい頓とんされていた。窓が広くとられていて明るく、中央に長机が二つ向かい合わせに置いてある。机の表面も床ゆかも丁てい寧ねいに磨みがかれ、埃ほこり一つ落ちていない。部屋の隅すみに掃そう除じ用具を入れるロッカーがあるから、まめに掃除しているんだろう。部屋の最さい奥おうには生徒会長用なのか、チェストの付いた豪ごう華かなテーブルがあり、その上に開いたままのノートＰＣが載のせられていた。──あれ？　変だな。


「ところで柊一君、あなたは生徒会室に何の用なのかしら」


　水谷詩緒里が少し高こう慢まんげに顎あごを反らして微笑ほほえむ。


「と言うか、こちらの人はどなた？」


「ああ、どう説明したらいいかな。実は俺達、部活についての相談をしに来たんだが」


　するとせしる先輩は相変わらず部屋をきょろきょろと眺ながめ回しながら、


「説明は無用さ、柊一君。わたしの事はわたしが言うよ。そこのきみ、質問があるなら遠えん慮りよせずに何でも直接訊いてくれたまえ！　わたしの名前は涼風せしるだ」


　水谷詩緒里に目もくれず、そんな事を言うのだった。


「…………」


　これには流石さすがの完璧系も意表を突つかれたらしく言葉が出ない。──空気が冷えた。


　が、幾いく度どか静かに呼吸すると心が落ち着いたのか、いつもの完璧な微笑を浮かべ、


「ねえ、涼風せしるさんと言ったかしら？　悪いんだけれど、生徒会長は急用で席を外しているの。たった今出ていったばかりなのよ。今日はもう戻もどってこないそうだから、また後日出直してきて頂けるかしら？」


「ふんふん」先輩はあくまでもそっぽを向いたまま、「その必要はないようだよ」


「あら、それはどうして？」


「それは勿論、ないからさ」


「ないって、だから何故なのかしら？」


「君にはそれが解わからないのかい？」何か、かまでもかけるような口調だ。


「ええ。ちっとも解らないわ」彼女は完璧に受け流す。──ピキッと緊きん迫ぱく感が走った。


　と、今まであらぬ方向を見ていたせしる先輩が出し抜ぬけに振り返り、そこで初めて水谷詩緒里を見た。ずかずか彼女に近づいていき、間近から食い入るように眺める。


「ほう」


「な、何かしら……？」


「ほうほう！　君はなかなかどうして」


　せしる先輩は真しん剣けんな表情だ。いつもどこか余よ裕ゆうがある彼女のこういう態度は珍めずらしい。


　一方の水谷詩緒里も無ぶ遠えん慮りよな視線を受けて困こん惑わくしている。先輩のエメラルドの瞳ひとみで見つめられると誰もがそうなるのだ。スカートの裾すそをきゅっと握にぎり、素す早ばやく唇くちびるを舐なめた。


　が、彼女もまた只ただ者ものではない。キッと目に力を入れるとそのまませしる先輩を真正面から見み据すえる。視線の衝しよ突うとつ──二人の美少女が無言で対たい峙じし、ぴりぴりした空気が漂ただよった。


　やがてせしる先輩はふっと笑うと首を緩かん慢まんに横に振って、


「いや、残念ながら杞き憂ゆうのようだったよ」


「あら、何が杞憂なのかしら、涼風さん」僅わずかに肩かたを持ち上げて言う。が、


「やはり女の魅み力りよくは、わたしの方が上だ！」


　ズルッと彼女は後ろに倒たおれそうになった。俺も思わず脱だつ力りよくした。


「確かにきみは男心をそそる躰からだをしているよ。しかしね、ここが如によ実じつに違ちがうんだ」


「はあ？　って……キャッ！」


　俺は仰ぎよう天てんした。──せしる先輩が正面から水谷詩緒里の豊かな胸をむんずと鷲わし摑づかみにしていたからだ。指が彼女のふくらみに食い込み、無茶な形にひしゃげさせている。水谷詩緒里は啞あ然ぜんとした顔のまま動けない。あまりに自由な先輩の行動に翻ほん弄ろうされているのだ。


　が、次し第だいに顔がじわじわと赤くなってきた。


「あ、あああ……あなた一体何のつもりかしらっ？」


「見ての通りさ。君は自分が何をされているか解っていないのかい？」


「胸を触さわられているわ……って、だからどうしてそんな！」


「敵を知るには、というやつさ。女の武器の確かく認にんだよ」


「武器……？　って、ひゃんっ？」


「なかなか良い反応をする」しなやかな指を大だい胆たんに動かす。こねこねこね。


「や、やめなさい！　あなた女の子なのにどうして……。ちょっと！　こういう事っていけないわよ！　神聖な学びの場で許されないわ……って、ふぁあんっ！」


　だが先輩はやめないのだった。ふんふんと実験データをとる科学者の如ごとき表情で、目を白黒させている彼女の胸をパン生き地じさながらに捏こね回す。


「はうっ……。わたし、昔は柔じゆう道どうをやっていたのよ……やぁんっ！　本気を出したらあなたみたいな華きや奢しやな人、目じゃないわ。怪け我がしたくなかったら離はなしなさ……ふひゃあ！」


「いやはや、わたしらしくなかったよな。君のような美人が柊一君と同じクラスだというから、一いつ瞬しゆん焦あせってしまったんだ。顔の可愛かわいさは互ご角かくというところだな。だが、わたしの方がそそる躰をしているようだ。細くしなやかな肢し体たいに、意外なくらい我わが儘ままに制服を押し上げる豊かな胸。きみはわたしと似たタイプだが、形、サイズ、弾だん力りよく、感度、いずれの面においても、わたしの武器の方が僅かに勝まさっているようなのだ！」


「武器って……あなた何を言っている訳？　やぁもぅ、あんあんっ？　んもぉぉぉ、ほんとに何なのよあなたは！　キーッ！　うざいうざい！　いい加減にしてっ！」


「女は躰さ。そして柊一君の心を捉とらえて離さないのは、やはり胸なのさ！」


「ア、アホかあー！」


　俺は突っ込むと同時にせしる先輩を水谷詩緒里から引き剝はがした。ふよんっと解放された胸が揺ゆれ、彼女は己おのれの肩を抱だいてぜえぜえと前ぜん傾けい姿勢になる。何なのよあの人、訳が解らないわ、と呟つぶやく瞳の中では火が燃えていた。一方のせしる先輩は不思議そうに俺を見て、


「どうしたんだね、柊一君？　そんなに怖こわい顔をして」


「怒りますよ、先輩」突とつ然ぜん何て事をしやがるのだ。「いくら何でも、やって良い事と悪い事がありますっ」


　真ま面じ目めな顔でしばらく睨にらんでいたら、向こうから折れてくれた。


「……そうだな。確かに些いささか強く揉もみしだき過ぎたらしいよ。やり過ぎた」


　床に屈かがみ、しょんぼり頭を抱かかえる先輩を傍はた目めに、俺は素早く水谷詩緒里に駆かけ寄る。


「おい、大だい丈じよう夫ぶかっ？」


「平気よ。わたし、こんなの全く気にしていないから」力のこもった笑顔で言う。「成長期なんだもの。これからまだまだ大きくなるわ」


「え？」


「形も、弾力だって自信があるわ。わたしの胸は、あんな人に絶対に負けないわよ」


　な、何ですと？　うーむ、俺は別にそういう事を心配していた訳じゃないのだが。とりあえず物もの凄すごく負けず嫌ぎらいな人らしい。


　と、彼女も俺の気まずい逡しゆん巡じゆんに気づいたようだ。はっと顔をあげると取り繕つくろった風に、


「な、何を言っているのかしら。少し勝ちに執しゆう着ちやくし過ぎね。だけどホラ、わたしって勝負するのがとても好きだし、勝つのが当たり前なのよ。柔道で言うなら今のは無効試合ね」


　ノーブルな容姿に柔道という言葉が少々ミスマッチだった。が、


「いやまあ、確かに今のは不意打ちみたいなもんだったよな」


　俺が賛同すると、彼女は瑞みず々みずしい果実の如き唇をふっと不敵に綻ほころばせた。


「とにかく。助けてくれたお礼を言わせてもらうわ。ご苦労様、日野柊一君」


　真正面から顔を合わせつつも、ついっと黒目だけ逸そらして礼を言うのだった。照れ屋なのか高たか飛び車しやなのかよく解らない人である。俺は頰ほおをぽりっと搔き、


「あー、俺の事は柊一でいい。同じクラスで席も隣となりなんだしさ。せっかくだから今後は名前で呼んでくれよ」


「解ったわ。呼ぶだけなら呼んであげる。でも、わたしの事は苗みよう字じで呼ぶのよ」


「え？」目を瞬しばたたく。


　そこは普ふ通つうわたしも名前で……と言うところじゃないのか？　それともまだ立腹が収まっていないのか。俺の戸と惑まどいを斟しん酌しやくする事なく、彼女はあくまでも態度を変えない。


「わたしの事は『さん』を付けて、苗字で呼んでちょうだい」


　と、顎を反らして念押しする。まあ完璧系の異名通り、気位の高さも最さい高こう峰ほうだと解かい釈しやくしておこう。と言う訳で、しばらく俺と『水谷さん』は他人行ぎよう儀ぎな世間話をするのだった。


「……だけどまあ、あまり腹を立てないでやってくれよな。先せん輩ぱいは昔からバレバレの噓うそをつかれるのが嫌いでさ。だからついムッとしてあんな事しちまったんだと思う。勘かん弁べん」


「バレバレの噓をつかれる？」水谷さんが長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳を広げた。


「ああ。勿もち論ろん、何か理由があるんだとは思うけど」


「ちょっと、あなた何を言って……」


　と、その時だ。俺達の話を遮さえぎるようにせしる先輩が凜りんと清らかな声をあげた。


「なあ、もういいだろう剛田君！　茶番劇はこの辺で終わりにしよう。柊一君もお見通しのようだし、これ以上はトボけてたって無む駄だだよ。それよりきみの懸けん案あん事じ項こう、わたしが解決してやってもいいぞ。わたしの用件というのはまさにその事でね。これぞ天の配はい剤ざい、願ったり叶かなったりの状じよう況きようなのさ。わたしは部室が欲しいんだ。取引といこうじゃないか！」


　水谷さんがぽかんと口を開ける。驚おどろいているのは俺も同じだ。先輩が何を言っているのか、半分以上解らない。そしてその後の展開は誰だれもが仰天するものだった。


　突然、掃除用具を入れるロッカーが内側からぎいっと開いて、


「がっはっは！　流石は涼風、何もかもお見通しだったか！」


「え……」えええええっ？


　啞然とする。中から身の丈たけ二メートル近い大男が、折り曲げられた海え老びを思わせる物凄い格好で這はい出してきたからだ。おいおい、どれだけ必死に体折り曲げてたんだ、と思わず俺はドン引きだが、サプライズな偉い丈じよう夫ふは朗々たる男らしいバリトンヴォイスで言う。


「いいだろう、涼風。その取引、応じようではないか！」


「けっこう！」


　うーむ、どういう話の流れなのか不明だが、眼前に立っているのはライオンの鬣たてがみの如き髪かみ型がたの偉丈夫──と言うか、生徒会長の剛田隆介さんだった。中学時代から更さらに背が伸のびており、あの狭せまい掃そう除じ用具入れの中に隠かくれていたとは思えない堂々たる体格と態度だ。


「ね、ねえ、柊一君」水谷さんが柳りゆう眉びを僅かに顰ひそめて、「一体どういう事なのかしら？　柊一君もお見通しって……あなたもまさかこの事を知っていたというの？」


「ああ、それは最初から解ってた。まあ、剛田さんの身長には驚いたが」


「どうして解ったのよ？」


「や、ちゃんと考えれば解ると思うんだが」


　難しい事ではない。生徒会室を観察した際、最初に思ったのだ。──変だな、と。


　はっとするほど綺き麗れいに整理整せい頓とんされた部屋だった。埃ほこり一つ落ちていないその徹てつ底てい的に清潔な状況は、責任者である剛田隆介生徒会長の過か剰じように几き帳ちよう面めんな性格を窺うかがわせる。にも拘かかわらず、会長の専用テーブルにはノートＰＣが開けっ放しで置いてあった。……そんなに几帳面な人物が、部屋を出る際ノートを開けたままにするだろうか？　心理面から見ておかしいし、セキュリティ面から見ても不自然。ここからちょっとした仮説を立てた。『実は生徒会長は何らかの理由で、まだ部屋の中にいるんじゃないか？』


　更に水谷さんは先輩に向かい、最初こんな風に言っていた。


　──生徒会長は急用で席を外しているの。たった今出ていったばかりなのよ。今日はもう戻ってこないそうだから、また後日出直してきて頂けるかしら？


　ところが、たった今出ていったばかりと言いつつ、俺達が生徒会室に向かう途と中ちゆうの廊ろう下かで彼の姿を見る事はなかった。前述の仮説を踏ふまえれば、水谷さんは噓をついている事になる。では何な故ぜ噓をついたか？　部屋のどこかに隠れている生徒会長を庇かばうためだ。


「で、この部屋で隠れられそうな場所と言えば、掃除用具入れのロッカーくらいしかないからな。最初にドアをノックした時、室内でガタタンって凄い音がしたけど、あれって隠れようとするドタバタで立てたやつだろ？　ずばりロッカーの音だ。そうじゃないか？」


「全部当たってるわ……」


　水谷さんは頷うなずいた。俺を見る目が少し変わっている。


「あなたって、意外に頭が良いのね。そんな風にはまるで見えないのに」


「何その言い方っ？」と言うか、頭は別に良くない。「まあ、せしる先輩と付き合いが長いから変なところにだけは気が付くっていうかさ。それより生徒会長、剛田さんはどうしてあんな所に隠れてたんです？」


「それは勿論、涼風にヤキを入れられるのではないかと思ったからだ！」


　涼風せしるが来るとなれば、少し頭の回る人間なら誰もがブルって当然だろうっ。危害を加えるつもりはないというから出てきたまでだ！


　と、生徒会長はヘタレな事を威い勢せい良よく言う。ああ、獅し子しの鬣の如き髪型が泣いている。


「がっはっは！　……そう責めるなよ。俺だって辛つらいんだ」


「いや、誰も責めちゃいません」何だかユニークで面おも白しろい人のようだ。


「ところでわたし、さっきも疑問だったんですけれど」


　水谷さんが長い髪をサラリと搔かき上げ、いつもの笑みを湛たたえて言う。


「どうして会長が、そんなにこの人の事を恐おそれなくちゃいけないのでしょうか？」


「それは勿論、天才だからだ」端たん的てきに言う生徒会長。「涼風せしるの天才ぶりを知る者は誰もが恐れおののくが、知らない者は全く恐れない。涼風はそういう系統の天才なのだ」


「天才って」


「理解不能の異常な天才」わざわざ言い直す生徒会長。そうでもないと思うんだがなあ。


「信じられないわ。そんなに頭が良いんですか、この人？　会長だって、成績はいつも学年トップなんでしょう？　だとしたら、そんなに違ちがいはないんじゃないかしら」


「違いはあるさ。確かに俺の成績は常に学年一位だ。だがなあ……」


　そこで生徒会長は声を潜ひそめ、心底恐ろしげな口調で続ける。


「涼風は自分の順位をテスト前に予告する。しかもそれは一度も外れた事がないのだ」


「え……？」


「全教科で零れい点てんを取って毎回ビリだとかいう、叙じよ述じゆつオチではないぞ？　信じられんが本当の事だ。今回は六位をとろう、今回は二十八位にしよう、今回は七十二位で──。そんな涼風の飄ひよう々ひようとした予告が恐ろしいくらい、ぴたりと当たる。……いいか？　テストの点数ならいざ知らず、順位というのは自分では決められんだろ。相対位置だからな。そういう一見不可能な事をサラッと苦労もなくやってしまうのが、この涼風せしるなのだ」


「いやいや、大した事ではないよ」先輩は言う。「わたしなりのほのぼの感の表現さ」


「……ほのぼの？」


「現実に僅わずかなアクセントを付け加える事で、それがグッと引き立つのだよ」


　水谷さんが微かすかに息を呑のんだのが横で見ていて解わかった。が、


「そんなの信じられないわ」水谷さんはあくまでも完かん璧ぺきな笑顔を崩くずさない。「だってありえない事ですもの。それって単に、何らかの不正を行っているのじゃないのかしら？」


「せしる先輩はそんな事しねーよ」


　俺は少し強い口調で言う。って、おい。何で俺が先輩をかばわなきゃならないのだ。


「いいから聞け、水谷。他ほかにもあるのだ、せしる伝説……」


　恐ろしいぞ、と生徒会長は呻うめくように言う。


「例えばだ。涼風の周りではよくＵＦＯが目もく撃げきされるとか、電子機器が原因不明の故障を起こすとか、黒服の男につきまとわれているとか……」


「は？」


　水谷さんは変な物でも食べたみたいに、「あの、今何ですって？　……ＵＦＯ？」


「他にも理論、論文、特許、身近なところでも色々ある。そうそう、去年は警視庁からの特とく殊しゆな要よう請せいで、二度ほど迷めい宮きゆう入り事件を解決している筈はずだ。そうだろう涼風？」


「ふむ、よく調べたじゃないか、流石さすがは剛田君だ」せしる先輩は元気良く言う。「柊一君、彼を褒ほめてあげてくれたまえ！」


「何でそこで俺に振ふるのっ？　えーと……とりあえず、ご苦労様です」


　警視庁からの極ごく秘ひ要請の件は俺もせしる先輩から聞いて知っていた。民間の事件ではなくＩＩＰＳ絡がらみで、正確には四度なのだが、そこまで教えたら怒おこられそうだ。


「がっはっは！　この剛田隆介にもそれなりの情じよう報ほう網もうがあるのでな。敵を知り、己おのれを知れば、百戦危あやうからずというものだ！」


　やれやれ、先さき程ほどまで先輩怖こわさに隠れていた人とはとても思えない。ユニークで面白い人だが、かなり残念な性格でもあるようだ。


「ふんふん、詮せん索さく好きの剛田君、いつか痛い目を見ないように気をつけてくれたまえよ。まあ、あの事件は知人の要請でね。言うなればボランティアだよ。結果的にはわたしの危き惧ぐした事にはならなくて、ちょいちょいと滞とどこおりなく解決した訳だが、担当刑けい事じさんも昇しよう進しんできたらしくて、めでたい話さ」


　先輩は変態だが、意外とお人ひと好よしな部分もあったりして、俺はそこが好きである。


　ところが生徒会長は苦い顔をして、くしゃくしゃと獅子の如ごとき髪を搔き毟むしるのだ。


「……そう。一事が万ばん事じこれなのだ。涼風にしてみれば、これは全部お遊びにすぎん」


　せしる先輩は目をぱちぱち瞬くと心外そうな顔をして、


「いや、別に遊びではないよ？　わたしだって人間だもの。ほのぼのしたいんだ」


「ほのぼの？　ったく、何を似合わん事を。そもそも涼風がここにいる事自体がおかし過ぎるのだ。日本のこんな、何て事のない普通の学園に……。仮にも元ＩＩＰＳだろう」


「ん？　今も一応ＩＩＰＳだが。休職扱あつかいにしてもらっているのだよ」


　ＩＩＰＳとはＮＹにある世界最高峰の民間シンクタンクである。


　International Institute for Peace Studies, IIPS.


　正式名めい称しようは《国際平和研究機関》だが、字義通りの活動をしている訳ではない。実際何かと不ふ穏おんな噂うわさが絶えず、あちら側の世界では俗ぞくに《超研究機関》と呼ばれている。九歳の時に先せん輩ぱいはそこにスカウトされたのだ。


　昔の先輩は今と違って反はん抗こう期というか、色んな意味で凄く尖とがっていた。リーマン予想の証明や、ＮＳ方程式のエレガントな解法を発見したのもその頃ころだ。尤もつとも、金にも名めい誉よにもあまり興味がない人だから、発表はしなかったみたいだが。……勿もつ体たい無ないよなあ。


「涼風の本業は『科学者』でな」


　と、生徒会長は言う。


「それも、世界最高の十二人の天才──エイリアンブレインに認にん定ていされた一人なのだ。科学に関する事以外は、如い何かに人にん間げん離ばなれした天才的仕し業わざでも、全すべてお遊びでやっているに過ぎん。それでこれなのだから、張り合う側としては堪たまらんよ。……いいか水谷、生徒会長として忠告する。涼風とは絶対にやり合うな！　俺だって辛いんだ！」





　　　　◆　◇　◆





　十分後。俺と先輩はグラウンド西せい端たんにある文化部の部室棟とうに向かい、歩いていた。


「何だか凄くユニークな人でしたね、あの剛田隆介生徒会長……。俺、直接喋しやべったのは今日が初めてですけど、驚おどろきましたよ。豪ごう快かいであり、ヘタレでもあり」新ジャンルだ。


「いや、彼は昔からあんな感じさ」


　……昔からあんな面白い人だったのか。


「煎せんじ詰つめれば、剛田君はとてもラブリーな人なんだよ」


「え、ラブリー？」


　可愛かわいらしいって事？　ミスマッチな言葉が飛び出してきたぞ、と俺は思う。


「高い能力を持っているが故ゆえに普ふ段だんは自信満々なのだが、性格がそれに依い存ぞんし過ぎているため、自分より優すぐれた知性の前だと、途と端たんに強気と弱気のバランスが崩れてしまうのさ。だがまあ悪い男ではないよ。そこがラブリーな短所というもので、だからこそ剛田君は色々と努力しているのさ。彼だって辛いんだ、癒いやしてあげようよ」


　件くだんの懸けん案あん事じ項こうは、是ぜ非ひとも我々が解決してやろう！


　と、うきうき口調で言う先輩。……面めん倒どうな事にならなきゃいいんだが。


　俺と先輩の目標は旧奇き術じゆつ部の部室だった。先程ちょっとした取引をしたのである。





　剛田会長曰いわく、


「コホン……。実は困っている事があってだな。涼風、お前がどこまでお見通しかは知らんが、部室棟の空き部屋の一つが悪用されているのだ」


「けっこう。そんな事だと思っていたよ」せしる先輩は涼すずしげな顔だ。「続けて」


「部員不足で随ずい分ぶん前に廃はい部ぶになった奇術部の部室を、二年の悪い連中が溜たまり場にしているのだ。これが厄やつ介かいなやつらでな。全てを把は握あくしている訳ではないが、ろくでもない事をしているらしい。嫌いやがる女子を部室に無理やり連れ込んだりとか……」


「やめさせましょう」俺は横から口を出した。「生徒会長が直じき々じきに言えば、そいつらも言う事をきく筈だ」


「そう簡単にはいかん」


「どうして？」


「その連中、意外と立ち回りが上う手まくてな。俺が現場を押さえても尻尾しつぽを出さんのだ。おまけに被ひ害がい者しやに訊きいても、自分は何もされていないと言い張る。おそらくは脅おどされているんだろうが、現状は目安箱にやつらの悪行が匿とく名めいで報告されるのみで、生徒会としても本ほん腰ごし入れて手が出せんのだよ。そして、ここからが一番重要な点なんだが……」


　生徒会長はごくんと唾つばを呑むと深刻な顔をして、かなり長い時間勿もつ体たいをつけてから、


「そいつの親の七光りが怖こわい」と重じゆう厚こうな声で言った。


　……溜めに溜めてそんな冗じよう談だん飛ばさなくても、と思いきや、意外にもそうではなく。


「言っておくが冗談ではない！　連中のリーダーは代議士の息子むすこなのだ！　衆議院議員だぞっ？　学園に多額の寄付をしているから教師も少々の事は見て見ぬふりでな。どうにかしたいのだが、俺としても目を付けられたくはないし……。クッ！　頭を悩なやませている」


　見ていて切ない。強い者や権けん威いが相手だと、途端にヘタレになる生徒会長だった。


「という訳だ、涼風に日野柊一。お前達がこの件を解決してくれるなら、ありがたく頼たのみたい。代わりと言っては何だが、欲ほしいと言っている部室をやろう。やつらを追い出したら、旧奇術部の部室を自由に使ってくれてかまわん！　うむ、毒を以もつて毒を制する。連中に占せん拠きよされているよりは、お前達に占拠された方がまだましだ！」


　ひどい言い草である。更さらに、「おっと！　それと、この取引の事は他言無用で頼む！」


　お前達との癒ゆ着ちやくが取り沙ざ汰たされてはスキャンダルになるからな、とヘタレな事を堂々と言ってのける生徒会長。ここまで徹てつ底ていされると、ある意味爽そう快かい。……保身の鬼おにだ。生徒会室を異様なくらい綺き麗れいに磨みがき上げていたのは内面の非クリーンぶりの表れだと理解した。


「言うな。俺だって辛いんだ！」


「何も言ってませんよ」俺は苦笑いして言う。「煎じ詰めれば、生徒会長の座を追われたくないって事なんでしょう？」


「今言ったあー！」


　が、何はともあれ、彼なりに良い事をしたいと思っている事は確かだし、例によって先輩はふんふんと二つ返事で引き受けるのである。


「政治家の息子か。お利口さんなら家来にしてやってもいいね！」


　とまあ、そんなこんなで俺達は件の部室棟へ向かっていたのだった。


　ちなみに先輩が、隠かくれていた生徒会長を呼び出す際に言った台詞せりふの謎なぞ解とき。これは忘れないうちに付記しておこう。


　──きみの懸案事項、わたしが解決してやってもいいぞ。わたしの用件というのはまさにその事だったんだ──。


　あの時はどうやって生徒会長の悩みを知ったのか、俺にも全然解らなかった。何か特殊なテクノロジーでも使ったんだろうと思っていたが、訊いたら何の事はない──。


　先輩は窓ガラスを観察していたのだった。


　つまりは生徒会長がノートＰＣで作成中だった現状の懸案事項を処理するためのワークフロー。その画面が窓ガラスに薄うすく映っており、逆向きのそれを解読したのである。先輩は鏡文字や鏡図形の読み取りもそこそこ得意なのだ。








　さて、部室棟に到とう着ちやくした。玄げん関かん口ぐちに簡単な案内図が張ってある。この学園は文化系クラブの活動が盛さかんらしく、写真部、英研部、将しよう棋ぎ部ほか盛り沢だく山さんだ。


「北側の奥に幾いくつか空き部屋がありますね。溜まり場ってのは、そこのどれかか」


「おや、柊一君。鉄道研究部なんてのもあるよ。面おも白しろそうじゃないか。例の件の前にＳＬ機関車を走らせに行ってみようか！」


　……危機感というものがまるでないせしる先輩だった。はあっと俺が溜め息を吐つくと、


「おいおい、呆あきれないでくれ、柊一君。今のは冗談だ」


「え！　冗談だったんですか？」


　そっちの方にむしろ驚いた。本気で鉄道模型で遊びたいのかと。


「まあいいや。とりあえず先輩はここで待っててください。俺が先に様子を見てきます」


「何？　そんなのは無用だよ、柊一君。のんびり二人で行こうじゃないか。女は躰からだ一つあればどこにだって行けるのさ」


「……いや、危ない事になったら俺が嫌なんで」


「エ？」


「どんな状じよう況きようなのか、軽く偵てい察さつしてくるだけですよ。何と言うか……先輩を荒あら事ごとに巻き込むのは嫌なんです」


　というのも、やり過ぎて、相手を再起不能にしてしまう可能性があるからだ。


　だが何な故ぜだろう？　先輩は急に俯うつむき、黒くろ髪かみに指を絡からめ、ほんのり顔を赤くするのだ。


「まったく……。きみはそうやって、不意打ちみたいに女の子扱いするんだからな」


　こういうのにわたしは弱いんだ、と先輩は伏ふし目がちに言う。じゃあ待ってる、と。


　何だか知らないがチャンスらしい。壁かべに寄りかかり、照れ臭くさそうに待ち人モードになった先輩の傍そばを離はなれると、俺は足音を立てないように部室棟の廊ろう下かを進んでいったのだ。





　生徒会長の話によれば連中のリーダーは大おお久く保ぼ義よし邦くに。父親は悪徳代議士として俺でも知っているくらい有名な人物だった。息子がどんな性格かは知らないが、慎しん重ちようにいくに越こした事はない。まずは敵情視察して情報を摑つかみ、その上で先輩と相談して作戦を考える。


　という予定だったのだが──。


　進んでいくと空き部屋の一つから不穏な声が聞こえてきた。


「嫌です、やめて！　やめてくださいっ……！」


「ハハハハ！　逃にがさないぜ、みつけちゃん」


「こっち来いよホラ。もっと仲良くしようじゃねーの！」


「お、お願いですっ。どうか、もう許してください！」


　部室名を見ると、ご丁てい寧ねいに『立ち入り禁止』と手書きの札が入れてある。そうか、目当ての場所はここか。俺は素早くドアに近づき、室内の様子に耳をそばだてる。


　先さき程ほどの音から察する限り、女の子が助けを求めていたようだ……。が、肝かん心じんな事を忘れるな。俺はあくまでも偵察に来ただけ。これでも性格は冷静だ。要領良く解決する。俺は一時の感情に惑まどわされて本来の目的を見失ったりしない──。


「イヤ、イヤ！　助けてぇ……誰だれか助けてぇぇっ！」


「うおおっ！」


　気が付けばドアを開け放ち、俺は猛もう然ぜんと部屋に飛び込んでいた。


「やめろよお前ら。その子、嫌がってんだろ！」


　……って、俺は何をやっているのだ。


　我に返った時には遅おそかった。視察に来ただけの筈はずが、一ひと悶もん着ちやく避さけられない雰ふん囲い気きだ。


「ああ？　何だよおめー？」


　やれやれ、仕方ない──腹を括くくって。


「俺は一年Ｂ組の日野柊一だ。て言うか、お前らこそ何だよ、よってたかってさ」


　旧奇術部の部室では、男子が三人がかりで、一人の美少女を虐いじめていたのだった。


　しっとり濡ぬれた感じの髪かみを肩かたまで伸のばした気弱そうな乙おと女めだ。花の髪かみ留どめをしている。手も足も折れそうな程に細く、全体的に色素が薄い。憂うれいを秘ひめた瞳ひとみには水の膜まくが張っており、傷つき具合がひしひしと伝わってきた。可哀かわい想そうに、怖かったんだろうな……。男達は彼女を羽は交がい締じめにし、弄もてあそぶかの如ごとく躰をぺたぺた触さわりまくっていたのだった。


　男三名の内訳は、力士の如く恰かつ幅ぷくの良い大男と、ひょろっとしたノッポと、おいおいと言いたくなる程に小こ柄がらな男。大・長・小とお互たがいを引き立てあう体格だ。奇き妙みような事に、彼らは美少女に無理やり男子用の制服を着せたらしい。理由は不明だ。新あら手ての嫌がらせなのか、何か倒とう錯さく的なプレイなのか、その辺は判然としないが──。


　俺はノッポに訊いた。


「で、代議士の息子ってのはお前か？」


「ちげぇよ」ぞんざいに首を振ふられた。


「じゃあお前か？」


　力士みたいな男に訊く。


「違ちがいます」丁寧に首を振られた。


「じゃあ……。って、お前かよ！」


　本当においおいと言いたくなる。一番小柄なちびっ子がこいつらのリーダー、大久保義邦だったらしい。


　だが、意外にもそいつの態度はでかかったのだ。妙みような数じゆ珠ずを巻いた手首を翻ひるがえして、


「おう、日野とか言ったな！　何だか知らねえが、とっとと出て行け。オレらは合意の上でお触りプレイしてるだけなんだよ。みつけちゃんが触ってほしそうにしてるから仕方なく構ってやってんだ。フハハ！　誰かに訊かれたらそんな風に答えろ。解わかったな？」


　そして、やつは厚めの唇くちびるの端はしを上げ、決め台詞のように付け加えた。


「いいか、オレが代議士の息子、大久保義邦だ！」


「……で？」


　だから何なの、と俺は素そ朴ぼくに言った。


「何だと！」


「あのなあ……その手の脅しが効くのは保身にかまけた一部のお偉えらい生徒だけなんだよ。親が代議士だから何？　俺には関係ないね。いいからその子を離せって」


　普ふ通つうに正論をぶつけると、大久保は信じられないという愕がく然ぜんとした顔だ。やれやれ、そんなに驚おどろくなよ。美少女は逆に熱い瞳で俺をぽうっと見つめている。


「お前ぇ……。解っているのか？　オレの親は代議士だぞ。衆議院議員なんだぞ！」


「しつこいよ」


　無む駄だな突つっ込こみはさせないでほしい。大久保、色んな意味で小さい男である。


「代議士代議士って、そんなのお前の力でも何でもないじゃん。自分の持ち物で勝負しろよ。普通に暴力で来られた方がまだ気分良いぜ」


　いや、実際三人がかりで襲おそってこられたら甚はなはだしく困るのだが──まあ、それでも簡単には負けない。とある事件があったせいで、俺は一時期真しん剣けんに体を鍛きたえたからだ。


「フン。ならば良かろう……」


　大久保はぺろるりと高速で舌なめずりして、


「全員でぶっ潰つぶせぇぇぇ！」怒ど号ごうを響ひびかせた。


　あ、余計な事を言うんじゃなかったか──。合図と共に半泣きの美少女を放ほうり出し、力士とノッポと大久保が、俺に向かって一いつ斉せいに突とつ撃げきしてくる。大久保はともかく俺より体格の良い二人は厄やつ介かいそうだ。だがこんな連中に負けるのは御ご免めん被こうむりたい。俺は腰こしを低くし、拳こぶしを握にぎって迎げい撃げき態勢を取る。仕方ない、こうなったら久々に暴れるしかないか──。


「ちょっと待ちたまえ！」


　せしる先せん輩ぱいが姿を現したのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。


「何だい何だい、大きな声がするから来てみれば……穏おだやかじゃないね！　右を見ても左を見ても世の中には余よ裕ゆうが欠けているよ。これでは鉄道模型で遊んでいる暇ひまもない！」


　遊ばなくていいです。


　ともあれ、口調とは裏腹にせしる先輩の動きは敏びん捷しようだった。艶つややかな長い黒髪をマントのようになびかせ、ツカツカと足早に俺の元へ歩み寄ってくる。


　と、先輩は俺の真正面まで来ると足を止め、クルッと顔だけを連中に向けた。体の正面はあくまでも俺に向けたままだから、連中から見れば見返り美人のような格好になる。


「な、何だあ……？　また突然、とんでもねえ美少女が出てきやがったな……？」


　流石さすがの大久保も驚きよう愕がくし、他の二人もぴたりとその場に静止している。


　だが、俺はそれ以上に度ど肝ぎもを抜ぬかれていた──。


　世間は天才という存在を妙に恐おそれる。が、俺は別にそうじゃなかったりするのだ。先輩の専門領域である科学にさして興味がないという事もあるが、要は性格的な問題。俺は俺だし、先輩は先輩だとシンプルに考えているからだ。つまり俺はマイペースなのである。


　だが、流石にこういう時は痛感する──ああ、先輩の脳は、俺達とは全く違う異い端たんの天才的思考回路を備えているのだな、と。


「大久保君といったな。きみ、気をつける事だよ。女難の相が出ている！」


「何だとぉ？」


「ストレスの原因を取り除き、免めん疫えき力を高めておいた方がいい！」


　やつらに背中を向けてそんな高説を垂れながら、何と先輩はスカートの腰の部分に手を当てて、器用に指で摘つまみ、チラッチラッと俺にだけ見えるように捲まくっているのだった。


　……一体どんな神経をしていればこんな事が……。


　俺にだけ見えるようにパンツをチラ見せ。


　巧こう妙みようなのは仁に王おう立ちして両手を腰に当てたポーズだから、後ろからは勇ましく見える事だ。連中には間ま違ちがいなくそう見えている。首だけで振り向き、大久保に向けている先輩の表情は凜り々りしい事この上ないに違いない。でも俺にだけはチラリズムを……。


　修しゆ羅ら場ばと並行して行われる、せしる先輩の変態的セルフスカート捲めくり。色んな意味でドキドキが止まらない。俺は連中の方を向いている先輩の耳元に向かい、


（変態っ、せしる先輩の変態っ！　何でまたそんな事してるんですかっ！）


（ウフフッ、恥はずかしくて泣きそうだよ……。いや、君があまりにも緊きん迫ぱくした険しい顔をしているものだから、ほのぼのさせてあげたかったのさ）


（ほのぼの!?）


　この状況に何てミスマッチな！


　すると先輩はサッと俺に首を向ける。凜りんとした表情を緩ゆるめ、恥ずかしげに赤らめて、


（弱い者を守るために熱くなる柊一君。すごく格好良くて……胸がキュンとしたのだよ。だが、わたしは柊一君に乱暴なんかしてほしくない。クールなのに優やさしいのが君の良いところだもの。殴なぐったり蹴けったりとか、野や蛮ばんな真ま似ねはやめてもらいたいね）
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（……せしる先輩）


（こういうのを見れば、君の中の荒あら々あらしい気持ちも少しは鎮しずまる筈だ）


　と、そこで俺はようやく事の次し第だいを理解し、白目を剝むきそうになる。何とこれは頭を冷やせという彼女なりの気き遣づかいだったらしい……多分。攻こう撃げき的な気分をエッチな感情で中和させようという、せしる先輩ならではの化学物質的思考だ。


　いや、と言うか、どう考えてもそれは変態のする事なのだが、こういう緊きん迫ぱく状じよう況きようで稀まれに表れる先輩の器うつわの大きい優しさでもある。その気遣いが嬉うれしくて、俺は胸が熱いんだか、心臓が跳はね回っているのだか……ああ、駄だ目めだ。説明しがたい変な気分だ。クソッ、改めて見ると先輩の太ふと股ももって生っ白いよなあ。肉付きのエロい脚きやく線せんしてるんだよなあ。


　と、こんな風に人は道を踏ふみ外していくのだろう。


　大久保が声を張り上げた。


「おい！　無視すんじゃねえよ、黒くろ髪かみロング！」


　すると先輩は凜とした表情に変わり、再び首だけやつらに向けるのだ。


「無視などしていないさ！　きみ達をどう処理したものか、少々考えていたのだよ！」


「処理だとぉ？」


「大体きみの事は分ぶん析せきできたからね！　後はどう片付けるか、方法を選ぶだけなのさ」


　この冷静な受け答えの裏でどんな事をしているか、彼は夢にも思わないのだろう……。


「何だよ！　オレの事が分析できたってどういう事だっ？　お前に何が解る？」


「ふんふん、色々解るさ」


　せしる先輩は矢や継つぎ早に言った。


「きみは春休みにギリシャに旅行に行っただろう？　父親とはうまくいっているが、母親とはうまくいっていない。一人っ子だな。スナック菓が子しが好物。派手に振ふる舞まっているが、実際は自分に自信が持てず、憂ゆう鬱うつな気分になる事もしばしばだ。金かね遣づかいはひどく荒あらい。好きな色はイエローだ。特定の女性に対して些いささか複雑な感情を抱いだいている。昨日の夜はあまり眠ねむれていないだろう。自分の進路について漠ばくたる不安があるようだ」


　大久保はあんぐり口を開けて数秒硬こう直ちよくしていたが、やがて血の気の引いた顔で、


「……な、なんだぁ、お前？」


　声を震ふるわせながら言う。


「どういうやつだ……？」


「残念だね大久保君。わたしには、些か特別な資質があるのさ」


「マ、マジか……？　超ちよう能のう力りよく者しやだって言うのか？」


　やれやれ、誰もそんな事を言ってないだろう。だが、そう思い込みたくなる程ほどに先輩の指し摘てきはことごとく的中し、結果として大久保は動どう揺ようしまくっているという事だ。


「さて大久保君。わたしの目を見るんだ。目だよ。そして何でもいい。頭の中に一つ、好きな花を思い浮うかべてくれたまえ」


「花？」


　せしる先輩のエメラルドの瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやき出した。


「わたしは花が好きなのさ。まあ美しいものは何でも好きだが。それはさておき、思い浮かべたかい？　しっかりイメージした？　では今からわたしがその花の名前を当ててみせよう。それがわたしときみの間を繫つなぐ仮想的連れん絡らく経路の扉とびらを開く認にん証しよう鍵かぎだ。当てた瞬間、きみの心は完全に開かれ、全すべてのパルスが筒つつ抜ぬけになる。思考とは電気信号だ。きみの発する信号も有する情報も、全てがわたしの意識の中に吸い込まれる。準備はいいかい？」


「な、ななな、な……っ？」大久保はこれ以上ない程に狼ろう狽ばいしていた。


「ふんふん、駄目だよ。一いつ瞬しゆんでも思い浮かべてしまったものは消えない。カプセル化してもそれは簡単に引き出せるのさ」


　む？　揺ゆさぶりの範はん囲いを超こえてきた気がするぞ、と俺は思う。瞳の色があれだから今は大だい丈じよう夫ぶだが、このままいくとまずいかもしれない。──またあの時のように。


　こちら側にだけエロいセルフスカート捲りをしながら、相手にハードな心理攻撃を仕し掛かけている先輩。天才の所業というほかないが、その耳元に向かい俺は叫さけぶ。


（ちょっと先輩っ。やり過ぎないで！）


（何だね柊一君？　欲よく情じようしたのか？）


（……殴りますよ？）


（すまない。だがどういう事だね。きみはこの大久保君の事をかばうのかい？）


（そうじゃない、俺は先輩の事が……。いや、またあの時みたいな事になったら！）


　先輩は変態で天才な美少女だが、基本的には穏やかな性格だ。本当は心が優しい。


　が、滅めつ多たな事では怒おこらない代わりに、本気で腹を立てると何をするか予想不能なのだ。


　思い出す。


　あれは俺が小学生だった頃ころの話。俺は地元の不良にからまれて派手な喧けん嘩かをした。先輩は当時から変な子として有名だったから、いつも一いつ緒しよにいる俺も頭がおかしいんだとそいつらは馬ば鹿かにしたのである。まあ若気の至りというか、当時は俺もガキだったから、先輩の事を馬鹿にすんなよ、と殴る蹴るの大喧嘩になった。そこに先輩が通りかかったのだ。


「何をしている」


　本気で怒るとどういう原理か、先輩の瞳はエメラルドから苛か烈れつなルビーの色に変わる。無造作に不良に近づいていき、耳元で何かを囁ささやいた。その瞬間、彼らはどっと地面にへたり込み、首をガクガクさせながら虚うつろな声で口々に言い始めたのだ。


　──誰だれカー、誰カー。


　──お客サマの中にお医者サマはいらっしゃいマセンかー。


　いや、あれは本当にあんまりな光景だった……。


　当時の先輩曰いわく、『とある体性表象物質を微び量りように投射してみたのだよ』という事らしい。パルスランゲージを用いた、理解不能の未知なる技術だ。……そう、今いま更さらではあるが、先日の朝に遭そう遇ぐうした不良達の事である。未いまだに後こう遺い症しようから立ち直れていない彼らの様子を思い出すに、大久保にそれを見み舞まうのはどうなんだ？


　いや、それより何より肝かん心じんなのは先輩のプラスにならないからだ。この連中のためにそこまでの力を振ふるう必要はない。別に先輩の行く末を心配してる訳じゃないが、常人に計れない強い力は、必ずどこか予期しない場所に歪ひずみを及およぼす。


　そもそも俺が体を鍛きたえたのだってそれが理由なのだ。先輩の手を煩わずらわせぬよう、荒あら事ごとは全部俺が引き受けて処理しようと思い、今だって密ひそかにトレーニングしている。


　だって幼おさな馴な染じみの腐くされ縁えんだから──。


「せしる先輩っ！」


「心配無用さ、柊一君」先輩は俺に顔を向け、耳打ちするように囁く。「彼らはもう逃にげていく。いいかい？　心の中で三つ数えたまえ」


　すると三秒後、先輩の予告通りになったのだ。


「お、覚えてろぉぉぉっ！」


　奇きも衒てらいもない捨て台詞ぜりふを残し、大久保達は脱だつ兎との如ごとく逃げていった……。





　　　　◆　◇　◆





　大久保達が去って安あん堵どしたのだろう。助けた美少女が半泣きで俺の胸にぽふんと飛び込んできたのは予想外のハプニングだった──俺も男だからこの手の役得は嬉しい──と、思いきや本当のハプニングはその後に待っていた。


「何いっ？」


　俺は目を引ん剝むいた。


「いや、悪い……。今の、もう一度言ってくんねーかな」


「あ、はい。ボク、浅あさ笠かさみつけっていいます。一年Ｃ組です。趣しゆ味みはお菓か子しを作ったり、お料理を作ったり。お裁さい縫ほうとかも得意です。よく女子に間違われますけど、男子です」


　……男子。


　聞き間違いではなかった。この美少女顔の可か憐れんな人物、浅笠みつけちゃんは、大久保達に男子の制服の着用を無理強じいさせられた訳じゃない。最初から男子だったのである。


　よく見ると確かに胸は平へい坦たんで、腰こしも別段くびれておらず──まずいな、どうしようか。みつけちゃんの俺を見る目に妙みような熱がこもっているのが、嬉しいやら嬉しくないやら。


　ともあれ部室の中央に全員ぺたんと座り込む。助けてもらった感謝の言葉を一ひと頻しきり述べた後、みつけちゃんはこんな風に言った。


「お二人とも、最高に格好良かったですっ。ボク、凄すごくびっくりしました！　あの、柊一さんと涼風さんは、もしかして……超能力を使えるんですか？」


　誰にも言いませんから教えてください、と声を潜ひそめて懇こん願がんするみつけちゃんに、先せん輩ぱいは人差し指を立てて振る。ちっちっ。


「あれは別に超能力ではないよ。単なる話術というものでね。まあ、悪い女に近づいた時にさりげなく香かおる惑まどわしのオードトワレさ」


「え？　えっと……」瞳をパチパチ瞬しばたたくみつけちゃん。「でも、大久保さんの色んな事を言い当ててましたよね？　あれ、殆ほとんど当たっていたと思います。ギリシャに旅行に行ったとか、スナック菓子が好きとか……。どうして解わかったんですか？」


「観察し、推測しただけだよ」


「えっと、観察？」


「ふんふん、彼は黄色のコンボロイを手首に付けていたからね」


「黄色のコンボロイ？」俺は横から言う。「何ですそれ？」


「まあ、ちょっとした玩がん具ぐだよ。遊び道具さ」


　先輩は絹糸のような黒髪をサラサラと弄もてあそぶように搔かき上げて形の良い耳にかける。


「あの大久保君、数珠じゆずみたいなアクセサリーを手に巻いていただろう？　彼はお洒しや落れのつもりで付けていたようだが、あれはコンボロイといって、ギリシャの土産みやげ物でよく売っている玩具なのさ。土産物を買うのは旅行をしたという事だ。そしてこの手のささやかな玩具をいつまでも後生大事にするタイプではないだろうから、旅行したのはつい最近と読んだ。今は四月だから、まあ春休みだろうね。スナック菓子の件は新しん鮮せんなニキビが頰ほおで自己主張していたからだよ。この年とし頃ごろの男子でスナックが大だい嫌きらいという者もあまりいない筈はずだし、あとは目の下に僅わずかな隈くまが出来ていたから、昨夜は夜よ更ふかしをしたに違ちがいない」


「なーるほど……。理り屈くつですね」


　俺はぽりっと頰を搔く。何て事はない、あれは先輩お得意の口八丁だったのだ。


　先輩は言う──バランスだよ、と。


「こういうのは色んな事をバランスよく混ぜて言うのがコツさ。一つは観察に基もとづく推理と、二つめは誰にでも当てはまる曖あい昧まいな事……フォアラー効果と言うんだが、そういった心理の術。三つめはその人物のしている行動をもとに鎌かまを掛かけるんだ。ちょいちょいと撒まき餌えを投げてやるのだよ。その人物が何な故ぜそのような行動をするのか？　本人も気づかない内面が、そこには如によ実じつに表れる。動機こそが人の全てを表す真実の鏡さ」


「す、凄い……！」


　浅笠みつけは純情可憐な乙おと女めのように、胸の前で両手をひしと組み合わせて言う。


「何だかよく解らないですけど、とにかく凄いですっ。感激しちゃいました！」


「けっこう。それではみつけちゃん、お次はきみの番だよ。あの連中との間に一体何があったんだい？」


「あ、はい。実は……」


　訥とつ々とつと、伏ふし目がちに語り出すみつけちゃん。とても庇ひ護ご欲よくを誘さそう子だ。


　話によれば、明確な心当たりはないらしい。とにかく入学式の日に突とつ然ぜん声をかけられ、ここに強制的に引っ張ってこられたのだという。自分は男子ですから変な事しないでください！　みつけちゃんは必死に抵てい抗こうしたが、それが逆に彼らの嗜し虐ぎやく心しんを煽あおった。へへ、男子ならもっと男子らしくなるよう鍛えてやるぜえ、と訳の解らない理由で毎日ここに連れてこられ、稽けい古こという名目の下もとにぺたぺたと躰を触さわられるようになったのだ。


「……ったく。学園セクシャルハラスメント禁止令を出してもらわないとな」


　その程度のセクハラで済んでいて良かった、なんて言うつもりは毛頭ない。確かに浅笠みつけは途と轍てつもなく可愛かわいいからお触りしたくなる心情は解るが、やられた側にしてみれば堪たまらない筈だ。だが男子が男子にセクハラするなんて日本は進み過ぎている、とも思う。


　みつけちゃんは花の髪かみ留どめ──よく見るとチューリップだ──を弄もてあそびながら、何だか切ない声で言った。


「ボク、悲しいです……。どうして男の人ってこんな意地悪な事するんでしょう。子供の頃からよくこういう事されるんです。ボクの容姿が女の子っぽいのがいけないんでしょうか？　でも、それってボクのせいじゃないのに。生まれつきの事なのに……」


　解ってるじゃん、お前が女の子っぽいのが全ての原因だよ──と言おうとした俺だが、何故だろう。口をついて出てきた言葉はそれとは百八十度違っていた。


「みつけちゃんは悪くねーよ」


「エッ？」


「躰とか容姿ってのは本人の力が及ばない部分だろ。そういうのに付け入るのはフェアじゃない。悪いのはやつらの方だ。それに男子の全員が連中みたいに性格歪ゆがんでる訳じゃないよ。俺はきみの事をそのままで良いって素す直なおに認められる」


「柊一さん……」


「本気でそう思ってるよ」


「柊一さん……っ！」


　って、何をやってるんだ俺達？　普ふ通つうに正論を述べただけなのに、みつけちゃんの俺を見る目は完全に恋こいする乙女のそれ。ぽうっと顔を赤く火ほ照てらせ、俺の膝ひざにそっと手を載のせてくる。しっとりとした感かん触しよく。俺まで妙な気分になってきて自分でもまずいと思う。
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「う、うーむ……待て待てっ。そうだ、良い事思いついたぞ！」


　膝をばたつかせながら、苦し紛まぎれに俺は閃ひらめいた。


「なあ、みつけちゃん。試ためしに髪かみ型がたでも変えてみたらどうだ？　そのヘアスタイルが中性的だから、必要以上に女の子っぽく見えるってのはあると思うんだ。もっとこう、野球少年みたいにさ。短たん髪ぱつにしてみたら？　そうしたら連中も興味なくすかもよ？」


「あ、ごめんなさい。髪は切りたくないんです……」みつけちゃんは俯うつむいて言う。


「何故？」


「髪は女の命だからさ！」と横から口を出す先輩。余計な事を言わないでくださいっ。


「勿もち論ろんそれもありますけど」


「や、そこは否定しようか、みつけちゃん……」


「ボク、コスプレするのが趣味なので」


「……はい？」コスプレ？


　大いに面食らう俺に、みつけちゃんは若干照れ臭くさそうに語った。


「ボク、子供の頃からアニメが大好きで……。今ハマってる美少女メイドアニメのコスプレをするのが、最近の休日の一番の楽しみなんです。あ、このキャラなんですけどっ」


　そう言って、みつけちゃんは財さい布ふから写真を一枚取り出し、嬉き々きとして俺に見せる。みつけちゃんによく似たメイドが写真の中できゅぽーんとポーズを取っていた。と言うか、本人のコスプレだった。……確かに野球少年の髪型ではこのキャラになれない。


「ネッ、素敵でしょう？　こないだのイベントで撮とったやつなんですよ。あ、服も自分で作ったんです。このひらひらスカートは特に自信作でっ」


　えへへっ。ボク、本当は女の子になりたいんですよねっ、とみつけちゃんは弾はじけんばかりのピカピカ笑え顔がおで本音を語る。……うーむ、この人も実は少し変わった子だったんだな、と俺は思いつつ、しかし好きな趣味に打ち込んで楽しむのは悪い事ではないし、むしろ良い事だろう。五分刈がりにして楽しみを奪うばう訳にはいかないが……どうしたものか？


　腕うで組ぐみして考えていると、唐とう突とつに先輩が頓とん狂きような事を言い出した。


「よろしい。それではみつけちゃん、取引といこうか！」


「取引？」


　キョトンとした顔のみつけちゃん。意味が解らないという雰ふん囲い気きだ。


「わたしがきみの願いを叶かなえてあげると言っているのさ。あの連中が二度とセクハラしないようにしてあげよう。しかも、きみが最も望むべき形でね！」


「ほ、ほんとですかっ？　だとしたら、とっても嬉うれしいですけど……」


「その代わり、みつけちゃん。きみはわたしの家来になるんだよ？」


「へっ？　け、家来……っ？」


「うむ。つまりハーレムの一員になるんだ」大きく両手を広げて言う。「我々はこの場所にハーレムを作ろうと考えているんだよ。まあ俗ぞくに言う、ハーレム部というやつだね！」


「俗に言わないっす」と突つっ込こむ俺。


「じゃあハーレム団」


「え？　それ何が『じゃあ』何ですか」


「細かい事はいいじゃないか、柊一君。大事なのは言葉よりも言葉で示される本質さ」


　良い台詞せりふで誤ご魔ま化かされた。そりゃまあ確かにそうではあるのだが。


「ハーレム団の活動目的はダイヤの原石を拾い、美しく磨みがき上げ、わたしの周りに侍はべらせる事だよ。ふんふん、言うなれば人の魂たましいを救う営いとなみだね」


「は、はあ……。えっと、そう、だったんですか？」そうじゃないぞ、みつけちゃん。


「美しい者というのはね、すべからく主人のわたしに傅かしずき、誠心誠意を込めて仕える義務があるのだよ！」


　みつけちゃんはすっかり先せん輩ぱいの根こん拠きよのない自信に圧おされ、黒目がちの瞳ひとみを白黒させている。多分こういうお人ひと好よしな性格が悪い男に付け込まれる要因なのだろう。が、


「わ、解わかりましたっ！　何だかお世話になっちゃいましたし、あの人達から助けてほしいです。何よりボク、あなた達とお友達になりたい……！　そうすれば自分に自信が持てる気がするんです。柊一さんのお傍そばにいたいですし、涼風さんには素直に憧あこがれますっ。まだ色々解ってませんけど、一生懸けん命めい頑がん張ばりますから、どうかよろしくお願いしますっ！」


　けっこう、と先輩は腕組みして尊大に頷うなずいた。


「どうだね柊一君、部室の確保と同時に、早さつ速そくメンバーが一人増えたようだよ？　現状三名。美少女一名に美少年一名に美男子が一名だ。幸さい先さきが良いじゃないか。この調子で更さらに団員を増やしていこう。目指す団員はとりあえず十人……いや、奮発して百人だな！」


「百人！　絶対部室に入り切らないっ？」


「なあに。その時が来たら、また他の部室を確保すればいいのさ。胸がキュンキュン高鳴るねえ、はーっはっはっはっはっはっはっ！」


　部室中央で仁に王おう立ちして高笑いする先輩に、真ま面じ目めに突っ込みを入れたら負けである。


　ともあれ、こうして俺達ハーレム団の初仕事が始まったのだ。





　　　　３




　翌日の俺は朝からその事で頭がいっぱいだった。


（段取り的にはまず、あれを昼休みのうちに調達してきて……と）


　授業時間。先生の話を適度に聞き流しつつ、ノートの端はしに必要なブツを書き付ける。


　隣りん席せきの水谷さんが時々もの問いたげにこちらを見ていたのには気づいていたが──微び妙みようにメラメラしたものが伝わってくるのだ。だが何について、或あるいは誰だれに対してメラメラしているのか？　遺い憾かんながら俺は計画のシミュレートをするのに忙いそがしく、結局その日は聞けずじまいだった。まあ昨日彼女がされた事を考えれば答えは自おのずと明らかな気もするが。


　そして放課後──。ハーレム団の部室のドアが威い勢せい良よくノックされて。


「来たか」俺がアイコンタクトすると、せしる先輩はこくんと頷く。約束の時間より十分程ほど早いが、俺と先輩は用意したブツを握にぎり締しめて素早くドアへと走ったのだ。





　昨日散々打ち合わせした大久保達をどうにかする作戦。先輩によればこうだった。


「ふんふん、まあこういう時にベストな策というのはね、本人が本人の力を活いかし、敵のボスを屈くつ服ぷくさせるのが一番良い！」


「えええ？　いやまあ、そりゃそうでしょうけど」


　理想論、というか極論だ。世の中の誰もが先輩みたいに天てん衣い無む縫ほうな訳じゃない。


「いやいや、柊一君。それが賢かしこい者が陥おちいりがちな思い込みなんだよ。本気で理知の力を振ふり絞しぼれば、どんな者にだってできない事はない。エリスのＡＢＣ理論で言うところのＢの偏へん向こうというものでね。そこの解かい釈しやくを変える事で弱点はたちまち必殺技わざに変わるのさ」


　必ず殺すと書いて必殺技。……よく解らないが物ぶつ騒そうな事になってきたな、と思いつつ、作戦会議を続ける俺達。すったもんだの末みつけちゃんは決けつ闘とう状をしたため、大久保の靴くつ箱に入れる。先輩の助言を受けて一対一での果し合いを申し込んだのだ。そして翌日、戦いの時が来て──。





　俺と先輩はドアを一息に開け放つと、訪問者に向けて例のブツの紐ひもを引いたのだった。


「逃にげずによく来たな、大久保っ！」と俺。


「きみらの溜たまり場は我々が占せん拠きよした！　ここが噂うわさのハーレム団、愛の城さ！」と先輩。


　ぱぁん！　ぱぁん！　と、これに大した意味はない。せしる先輩考案の単なる茶目っ気だ。俺が用意したクラッカーから紙かみ吹雪ふぶきとテープが飛び出し、大久保の頭に絡からみついた。


　……と思いきや。


「にゅ？」


　ぽけっとした顔でドアの傍そばに立っていたのは意外にも大久保ではなかったのだ。


「あー、どこのどちら様……」俺は汗あせを拭ぬぐいつつ、「って、きみは確か同じクラスの」


　まだ話した事はなかったが、派手な頭に見覚えがある。名前は何と言ったか。とにかく教室の右みぎ端はし、一番前の席に座っているクラスメイトの女の子だ。


　クラッカーのテープを指でくるくる巻き取りながら、彼女は元気良くこう言った。


「うんとねーっ。わたし、かへらへ……って、痛！」


「どうしたっ？」


「舌嚙かんにゃ……って、痛っ！」


「また嚙んだ！」


　物もの凄すごく舌の回りが悪い女の子が、大一番の前に突然やってきたのである。








　かへらへ。その頓とん馬まな嚙み方で、入学式の自己紹しよう介かいで訊きいた名前を思い出した。


　本名、愛あい須す＝カフェ・ラ・テ＝美み香か子こは日にち伊いクォーターの美少女だ。イタリアの名家の血を引いているらしい。大の猫ねこ舌じたで熱いお茶が飲めないのが悩なやみ。……まあそんな事はどうでもいいが何しに来たんだ、と俺が訊たずねると、彼女はパフェでも味見するように小さな舌をぴろっと出す。そして俺の制服の袖そでをくいくいと引っ張り、こんな風に言うのだ。


「ここって、けーおん部なんだよねー？」


「違ちがう！」


　何度かそのやりとりを繰くり返した。


　些いささか頭がふわふわした子らしく、いくら言っても解ってくれない。


「いぇいいぇい！　ここは、けーおん部だーっ」


「だから違う！　俺達はハーレム団なんだよっ」


　と、自分で言っておきながら、その響ひびきには思わず赤面だ。……ハーレム団って、おい。


「けーおん部、けーおん部ーっ！」


「人の話をまるで聞いてねえっ？」


「わたし、ギターとボーカルやにゅ……って痛っ！」


「その滑かつ舌ぜつの悪さじゃボーカルは無理！」


　どうも彼女、軽音楽部と間違えて扉とびらを叩たたいたらしい。どうすれば間違えるのか理解に苦しむが、ともあれ可愛かわいい子ではある。小こ柄がらな躰からだに活気溢あふれる瞳、鮮せん烈れつなピンク色に染めた髪かみはラフな風合のマッシュウルフだ。右目にカフェオレカップの絵が描えがかれた眼帯をしており、制服は同じ一年生とは思えない弾はじけた着き崩くずしぶり。ブレスレットや指輪といったアクセサリーをじゃらじゃら付けて、何だか知らないがパンキッシュ……。ゴスパンク風とでも言えばいいのか。


　ところが攻こう撃げき的なファッションスタイルに似合わず、性格は全然尖とがっていないのだ。


「なあ、お前。もう一度自分の名前をフルネームで言ってみろよ」と俺が言うと、


「いいよーっ。あいす、かへらへ、みきゃきょ」


「言えてない！」


「あいす、かへらへ、みきゃきょきょ！」


「きょ、一つ多かった！」


「あいす、かへらへ、むきゃきゃきょ！」


「猿さるみたいになっとる！」


「もきゃーっ！」


「……お前、よくそれで高校に入れたな」


　と、思わず心配になるくらい滑かつ舌ぜつが悪いのだった。ついでにこの人、多分ベッドの事をベットと言うタイプであろう。だが、せしる先輩は相変わらず泰たい然ぜん自じ若じやくとしたもので、


「ウフフッ、まあいいじゃないか柊一君。せっかくだから、このかへらへ君も家来にしてあげようよ。ほら、かへらへ君、きび団子を食べたまえ」


　鞄かばんからお菓か子しを取り出す先輩。別に団子ではなく普ふ通つうのチョコ菓が子しである。


「ぱくっ！」先輩の手から直接食べて、「はむっはむっはむっはむっ……！」


「きみはなかなかお行ぎよう儀ぎの良い子だね、かへらへ君。頭がふわふわした美少女は大いにわたしの好むところだよ。けっこう。これを食べたからには、もうハーレム団の一員だ！」


「やったーっ、けいおん部に入れたーっ！」


　話が全く嚙み合ってないのに、二人とも機き嫌げん良さそうなのはどういう事なんだ……。
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「まあ、いずれはライブ等もやるつもりさ。わたしはベースを弾ひくよ。ジャコ・パストリアスが好きだからね。とは言え、かへらへ君。ボーカルをやりたいなら、きみはもう少し舌の滑すべりを良くした方がいい。わたしが発声練習の仕方を教えてやろう。いいかね？」


　そして先輩とかへらへは部室の壁かべに向かい、


　アメンボ赤いな、あいうえおーっ。


　と、何度も声に出して言う。……決戦前なのに緊きん張ちよう感に欠ける事この上なかった。





　それからしばらくして、やっと本命の大久保と、腰こし巾ぎん着ちやくのノッポと力士が訪おとずれた。


「よう、一年ども。約束通り来てやったぜ！」


「ったく大久保。お前、来るのが遅おそいんだよ」俺はつい文句を垂れる。せっかくのクラッカーを別人に使ってしまったじゃないか。そのうえ──。


「アメンボ赤いな、あいうえにょー」


　奥の壁に向かって発声練習しているかへらへを見て、流石さすがの大久保達も啞あ然ぜんとする。


「……な、何だありゃ？」


「だからお前らが来るのが遅いのが悪いんだ。こっちだって色々あったんだよ」


「五分遅おくれただけだぜ、オレたち？」


「黙だまれ。時間丁度に来い。……とにかく大久保、勝負の前にこれを嵌はめてもらおうか」


　俺は用意しておいた大きめのボクシンググローブを大久保の手に付けさせる。そういうルールで果たし状を出したのだ。──場所はここ。対戦相手はみつけちゃんと大久保。一ラウンド二分制で、相手をＫＯするまで手出し無用のボクシングルールだ。敗者は勝者の命令を何でもきく事。つまり、みつけちゃんが勝てば立場は一気に真逆へと変わる。


　特にリング等は作っていないが、発ほつ足そくしたばかりのハーレム団の部室なら問題ない。机も椅い子すも本当に何もないから、がらんと妙みようにだだっ広いのだ。小柄な二人がやり合う分には丁度いい広さだろう。


　大久保は両手に嵌めたグローブをばふばふと打ち合わせながら、


「フン、日野。お前途と中ちゆうで出しゃばってくるんじゃねえぞ？　みつけちゃんとオレの一対一の勝負っていうから来たんだ。お前が加勢したらこっちは三人がかりでいくからな？」


「解わかってるよ」冷ややかに言う。


「へへ、ならいい。お前らの見てる前で堂々とみつけちゃんを可愛がってやる！　ていうか、肝かん心じんのみつけちゃんはどこだよ？　さっきから姿が見当たらねえが……」


「そう逸はやるな。おい、入ってきていいぜ、みつけちゃん！　勝負の時だっ」


　俺が声をかけると廊ろう下かを走る音がする。サプライズ目的で室外で待機させていたのだ。


「なっ？」


「ええっ！」


　ぎょっとした顔の大久保達、ゴクンと大きく喉のどを鳴らすその気持ちは解らなくもない。俺も最初に見た時は、もやもやっと何とも言えない妙な気分になったからだ。


「大久保さん、勝負です！　覚かく悟ごしてくださいっ」


　ドアから姿を現したのは、決然とした眼まな差ざしの麗うるわしき侍じ女じよ──ではなく、みつけちゃんだった。首元にリボンの付いたフリルだらけのメイド服を纏まとっている。どこもかしこもヒラヒラ、花のようにひろがる可愛いスカートが庇ひ護ご欲よくを誘さそうが、似合い過ぎて怖こわくなる程ほどだ。そんなどこからどう見ても美少女メイドなみつけちゃんの両手には、不似合いな特大のボクシンググローブが嵌められている。


　そう、これこそまさに勝負服だ。昨日せしる先輩に自信を与あたえられたおかげ──。





「いいかいみつけ君、きみの可愛さは個性なのだよ。むしろそれを活いかさないとね」


「可愛さを、活かす？」


「うむ。まずは『可愛いは正義』と壁に向かって十回言うことだ。そうすれば意味が解るだろう。やってみたまえ」


　可愛いは正義、可愛いは正義、可愛いは正義……。そんな珍ちん妙みような一幕を経てみつけちゃんは悟さとったのだ。


　そう、可愛さ転じて武器と為なす！





「聞いてください、大久保さん。ボクは可愛いものが好きです。そしてボクはとっても可愛いですっ！」


　あ、とうとう自分で言った、と俺は思う。


「この件について異論はありませんよね？」


「あ、いや……。う、うああ……」


　しどろもどろで赤面している大久保から片時も目を離はなす事なく、今、ハーレム団の部室の戸口で堂々と前口上を言ってのけるコスプレメイドみつけ。立派になったものだ。


「ボクは生まれつき女の子っぽい……。だけど、女の子が常に無む抵てい抗こうだと思ったら大おお間ま違ちがいです。綺き麗れいな薔ば薇らに棘とげがあるように、ボクにだって尊厳があります。虐いじめられたら悔くやしいんですっ。今後はやられたら精せい一いつ杯ぱいやり返しますからね。大久保さん……覚悟です！」


　ぱたたたたた、と勇ましくグローブを構えて走ってくるみつけちゃん。一方の大久保は完全にやられていた。みつけちゃんの魅み力りよくにだ。顔を赤くしてガクガク小刻みに震ふるえながら、可愛い、可愛すぎるぅ……と壊こわれた音楽プレイヤーの如ごとく危険にひとりごちている。


　勝負にグローブを使う事にしたのは、摑つかみ摑まれたりといった組み技わざを防ぎ、距きよ離りを取り易やすくするのが目的だ。みつけちゃんの身軽さとスピードを活かすためである。


　が、これは既すでに勝負あったようなもの。取り巻きが手を出さなければ、大久保自身は実はみつけちゃんより遥はるかに小柄なのだ。しかして、ぱたたたたたたっ──。


「エーイッ！」


「ぶぼわぱっ？」


　──アメンボ赤いな、あいうえにょー。


　噴ふき出す鼻血。大久保はみつけちゃんの可愛さに見み惚とれて最後まで動けなかった。体ごと突つっ込こんできたメイドパンチを鼻はな面づらに受け、盛せい大だいに吹ふっ飛とんで床ゆかにひっくり返った。





　　　　◆　◇　◆





　部室の床に大の字になり、随ずい分ぶん長い間大久保は寝ねていたが、額ひたいに当てられた濡ぬれタオルをみつけちゃんが新しい物に取り替かえようとしていた時、ふっと目を開けた。


「う、ううむ……。オレは一体……」


「気がつきましたか？」みつけちゃんは心配そうに彼の顔を覗のぞき込み、「ごめんなさい。少し強くパンチし過ぎちゃったみたいです……」


　それで大久保は自分に何が起きたのか思い出したらしい。のろのろと身を起こし、ふてくされたような顔で濡れタオルを握にぎり締しめる。一いち撃げきＫＯされ、しかも相手に介かい抱ほうしてもらっていたという現実を受け入れるのに難なん儀ぎしているようだ。が、自じ業ごう自得である。本当はみつけちゃんが勝った時点で俺はこいつを叩き起こそうと思ったのだ。あの時──


「じゃあ俺、ちょっと水を……」


「あ、柊一さん。いいんです。ボクが代わりに行ってきますからっ」


　バケツで水をぶっかけるつもりだった俺と違い、みつけちゃんは心が優やさしい。濡れタオルを調達してきて彼のケアを始めたのだ。ナイチンゲールみつけと呼んであげたい。


　さておき、ノッポと力士も統とう率そつ者たる大久保がようやく目覚め、ホッと安あん堵どの表情である。後は仕上げをするのみだ。


「さあ、大久保君。事態はあらかた片付いたよ。後はきみを癒いやしてあげるだけさ」


　軽かろやかな足取りで近づいてきた先せん輩ぱいが、流れる黒くろ髪かみにサラサラと指を絡からめて言った。


「どうしてみつけちゃんにこんな事をしていたのか、話してみたまえ」


「オレは……」俯うつむき、言い渋しぶる大久保。「いや！　オレは別にっ」


「きみねえ。今いま更さら虚きよ勢せいを張ったって仕方がないだろう。打ち明けてしまえば楽になるから無理しないで言うといい。時期的にそろそろあれが育っている頃ころだ。──ところできみの頭の中に咲さいたのはチューリップの花だよ」


　先輩はたまに凄すごい事をする。


　パチン。軽く指を鳴らした瞬しゆん間かん、苦く渋じゆうに満みちていた彼の表情が、ふっと灯あかりを落としたように消えたのだ。


「オレ、中学時代、好きな女がいたんだ──」


　そして大久保は不気味なくらい素す直なおに語り出した。


「すげえ可愛かわいい女だったんだけど、全然オレの事を相手にしてくれなくてさ。ほら、オレって微び妙みように身長低いじゃん？　いくら親が代議士でもタッパは金じゃ買えねえからよ。全然モテねえんだ。すっげえ悔しくて……」


　で、入学式の時、その女にそっくりな新入生を見つけたもんだから、ちょっかいを出さずにいられなかったんだ、と、大久保は何かに憑つかれたように切々と内面を吐と露ろする。


「すまねえな。みつけちゃんには何の関係もなかったのにセクハラしちまって。オレ、別に憎にくたらしいから虐めてた訳じゃねえんだよ。オレだって男だもん。好きな女の体にどうしても触さわってみたかったんだ。みつけちゃんが本当は男だって言うから、ギリギリ許されるかなと思って……。オレの性しよう根ねが腐くさってたんだ。勘かん弁べんしてくれっ！」


　腐ってる男子。差し詰ずめ腐男子だな、という突っ込みは無しにしておこう。


　彼の謝罪に対しての反応は様々だった。


「ふんふん、そういう事か。珍妙に拗ねじくれた代だい替たい行こう為いだな。好きな女子をつい虐めてしまう小学生の心理に近い」


「あなたは苦しんでいたんですね……。解りました。ボク、あなたの事を許します」


「アメンボ赤いな、あえういにょー」


　本当に優しい子なんだな、みつけちゃんは。身長は低い方がキュートですよ、とフォローまで入れている。一方、かへらへの滑かつ舌ぜつはどんどん酷ひどくなっているけれど、そこは華か麗れいにスルーさせてもらうとして。


　俺はせしる先輩が昨日言っていた事を思い出した。


　──さあ頭の中に一つ、好きな花を思い浮うかべてくれたまえ。当てた瞬間、きみの心は完全に開かれ、全すべてが筒つつ抜ぬけになる──。


　あれはどうも只ただの口八丁じゃなかったらしい。脳神経パルスの操作技術だったのか？　それとも暗示か催さい眠みん術じゆつか？　後から訊きいたところによれば、みつけちゃんの頭の髪かみ留どめがチューリップの花を模した物だったからだという。どこまで心理効果を計算していたのか知らないが、やはり底知れない人だ。


「まあ、モテるモテないに身長等は関係ないものだよ、大久保君。女性はもっと別なところを見ているものさ。きみも柊一君を見ていれば、真の美とは何なのかが解る筈はずだ」


「ボクもそう思います。普ふ段だんはクールなのに、いざという時は熱いハートで困難に立ち向かう……。柊一さんの素敵さは精神の美しさなんです」


「アメンビョ……痛っ？」


　意味不明な事を言っている人々。……あまり突っ込みに困る事を言わないでほしい。


　ともあれ、全てを語り終えた大久保は、憑き物が落ちたようにすっきりした顔になり、先輩が用意した誓せい約やく書──『私、大久保義邦は浅笠みつけの忠実なるしもべとなる事を誓ちかいます』という内容が小難しく書かれている──に、自ら望んで血判を押したのだった。


　これにて一件落着！


　と、時代劇なら誰だれかが言う場面だろう。せしる先輩は嬉うれしげに俺に微笑ほほえんで、


「どうだね、柊一君。ハーレム団発ほつ足そく後、僅わずか一日でこんなにも家来が増えたよ！」


「確かに一気に増えましたね。いいんだろうか……」


　俺とせしる先輩とかへらへと浅笠みつけ。その部下の大久保達も合わせれば、頭数だけはまずまずの変人集団の出来上がりだ。七人いればバンドくらい楽に組めるが──って、俺までかへらへに影えい響きようされてどうする。


「けっこう。前ぜん途と洋々、順風満まん帆ぱん。我々ハーレム団の未来は明るいね！　とは言え、柊一君。安心したまえ。あくまでもわたしの正妻はきみ一人だから」


「全然安心するところじゃないっ？　て言うか、夫じゃないんですね俺？」


「おいおい、そんなの些さ細さいな事じゃないか柊一君。要するにきみはディナーで言うところのメインディッシュという事だよ。焦じらしに焦らし、堪たまらなくなった状態で出てくる火ほ照てりきった雄おすの子羊さ。ウフフッ。つまみ食いをする事があってもそこは不動の主菜だから重々心に留めておいてくれたまえ。きみたちも良いね？」


　唐とう突とつに話を振ふられたその場の者達はキョトン。しばらく啞あ然ぜんとしていたが、やがて互たがいの顔を見合わせるとその場に膝ひざをつき、何か吹っ切れたように威い勢せい良よく、


「ははーっ！」


「良きに計らえ」


　何なんだこのノリの良さは……。


　こうべを垂れ、先輩に忠誠を誓う俺以外のハーレム団員達。何故か知らないが生き生きしている。やはり凡ぼん人じんは力ある者──天才に惹ひかれ、従わずにいられないのか。


　しかしながらこの面子メンツ、果たして変事の際に俺一人でストップをかけられるんだろうか？　微妙に暗雲が垂れ込めている気がしなくもなかった。




　第二話　完璧少女と恋愛勝負
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　四月十四日、高校生活が始まって二週目の月曜日。物思いに沈しずんでいると、ふと隣りん席せきの水みず谷たに詩し緒お里りこと水谷さんに声をかけられているのに気がついた。


「ちょっと、柊しゆう一いち君」微び笑しようを浮かべて隣となりの席からこちらを見ている。「聞いているの？」


　いや、聞いていない。と言うのもハーレム団の件で頭を悩なやませていたからだ。


　──先週の金曜、みつけちゃんと大おお久く保ぼの勝負がつき、気き兼がねなく部室を使えるようになったので、俺達は校内の四方八方から調度品を集めて回った。机、椅い子す、ラック、ホワイトボード、その他色々。がらんとしていた空き部屋にそれらを設置して一応部室らしい体てい裁さいは整ったのだが、そこで素そ朴ぼくな疑問がふっと頭をもたげた。


「ところでせしる先輩。ハーレム団の活動って、具体的には何をするんです？」


「ふんふん、流石さすがは柊一君、思考が実じつ践せん的だ。前にも言ったと思うが、ハーレム団の目的は美しい者を探し出し、わたしの周りに侍はべらせる事だよ。その過程で悩みやトラブルを抱かかえた者を癒してあげるのだ。当面の目標は百人の団員を集める事。現状はわたし、柊一君、みつけちゃん、かへらへ君の四名だから──あの大久保君達三名はもう少し修しゆ行ぎようしてからでないと団員には昇しよう格かくさせられないな──残りは九十六名だね！　これが我々という物語の美しき目的さ。来週から気合を入れて活動しよう。ウフフッ。放課後は学園中を練り歩き、美少女と美少年と美幼女を探すんだ！」


「高校に美幼女はいません！」


　……俺の学園生活はどうなってしまうんだ。


　と、あれこれ思考を巡めぐらせていたのである。


　軽く首を振って我に返ると、いつの間にか朝のＨＲは終わっていたようで──ここはガヤガヤといつもの如ごとくさんざめく一年Ｂ組の教室だ。今は一時間目が始まる前の僅かな隙すき間ま時間で、そんな時に水谷さんが隣の席から話しかけてきた訳だった。


「悪い。ちょっと考え事してた。で、何の用だ？」


　俺の言葉に気分を害した様子もなく、水谷さんはいつもの完璧な笑顔を浮かべている。


「そうね、もう一度言うわ。ねえ柊一君、あなたって変態さんなのかしら？」


　ガクンと椅子落ちしそうになった。


「何でだよ！」


「だってあなた、微妙に噂うわさになっているわよ？　Ａ組の涼すず風かぜせしるさん達と何だか変態チックな事をしているって」


「……ああ、その事ね」俺は頭をボリボリ搔かく。「確かに色々とやってはいるが、別に変態じみた事はしてねーよ。部室に物を運んだだけだし。そもそも俺はせしる先輩が馬ば鹿かな事やらかさないように見張ってるだけなんだからさ」


「あらそうなの？」


「そうだよ。幼おさな馴な染じみの腐れ縁えんだから、これはまあ仕方ないよな」


「ふうん」


　いかにも興味のなさそうな返事をして水谷さんは長い髪にサラリと手て櫛ぐしを入れ、清せい冽れつな甘い香かおりが仄ほのかに漂ただよう。


「ねえ。ところで、その涼風せしるさんの事なのだけれど」


　完璧な微笑を保ったまま、彼女は長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳ひとみをスウッと細めて、


「あの人は、一体その……何なのかしら？」


　若じやつ干かん言いにくそうにしているのは生徒会室でのトラウマになりかねない破は廉れん恥ちな悶もん着ちやくを思い出しているからか？　俺はぽりっと頰ほおを搔き、とりあえず事実を言う。


「だから今言っただろ。せしる先輩は只の幼馴染だ。まあ一いち浪ろうしてるから、先輩と言いつつ、今は同じ学年だが」


「あら、そういう事だったのね。……って、天才なのに受験失敗しちゃったの？」


「色々あって、試験受けられなかったんだよ」


「色々って？」


「まあ色々。でも今は大だい丈じよう夫ぶだ。何も問題ないから一転してやりたい放題さ。昔は部活なんて起たち上げるようなキャラじゃなかったんだがなあ……」


　あらそうなんだ、と意味ありげに両手の指を組み合わせて唇くちびるに当てる水谷さん。何か企たくらみ事をしているようにも見える。


「とりあえず、あなた達は新しい部を作りたいのよね？」


「まあ、嚙かみ砕くだいて言えばそういう事になるかな。生徒会長に頼たのまれていた例の件も解決したし、部室の体裁も整ったしで、今日から早さつ速そく活動を……」


　そこで不意にせしる先輩の言葉を思い出した。


　──放課後は学園中を練り歩いて、美少女と美少年と美幼女を探すんだ！


「何？　どうかしたの柊一君？　急にげっそりした顔しちゃって」


「……気にしないでくれ。放課後の事を考えてたら、何かこう、微妙にいたたまれない気分になってさ」


「あら」目を大きくして、「ハードな部活なのね？」


　完璧系美少女は好こう奇き心しんが旺おう盛せいらしい。隣の席から僅かにこちらに身を乗り出して、


「ねえ柊一君。あなた達、どんな部を作ったのよ？」


「いや、正確には部じゃないんだがな……」


　どう説明するか。まさかハーレム団なんて滑こつ稽けいな事を堂々と言う訳にはいかない。


「生徒会と掛かけ持ちして入っちゃおうかしら。ねえ、どんな部なのよ？　言っておくけれど、わたしスポーツなら何でも得意なのよ。あなたとも一度お手合わせしてみたいわ」


　リップでぷるんと艶つやめく唇に人差し指をあてがい、挑ちよう戦せん的な笑顔で俺を見る。


　やれやれ、こんな様子ではますます言いにくい。参ったな、と思っていると不意に闖ちん入にゆう者が現れた。下方からいつの間にか潜せん行こうしてきて俺と彼女の間にびょこんっ！


　雨上がりの筍たけのこの如く飛び出したのは誰あろう、かへらへだった。


「にひひー」


「愛あい須すさん？」水谷さんが目を瞬しばたたく。


　そう言えば、かへらへとは同じクラスだった。例の如く服装は派手でパンキッシュ。ものもらいでも出来ているのか、今日も右目にカフェオレカップの眼帯をしている。


「ハーレム！」


　と、かへらへは物もの凄すごく無む邪じや気きな笑顔でそう言った。


「わたしと柊一君はねー、ハーレム団の一員なんだよーっ！」


　あちゃあ、と俺は額を押さえて呻うめく。昨日はあれ程ほど『けいおん部』に拘こだわっていたのに、今ここでそれを言うのか、かへらへよ。途と轍てつもなく空気の読めない女の子だ。


「ハーレムって、ちょっと……」眉まゆがぴくっ。水谷さんの笑顔が怖こわくなっている。「何なのかしら、愛須さん。そのハーレム団っていうのは？」


「可愛い女の子をいっぱい集めてねー、酒池肉林しちゃうんだよーっ！」


「酒池、肉林……っ？」


「違ちがう違う。そんなんじゃねーから！」流石に俺も慌あわてた。「て言うか、かへらへ！　お前、何をミョーな事言ってんだよ」


「みょーじゃないよ、ひゅーだよ！」


「ヒュー？　意味解わかんねえ……」


「ひゅーひゅーだよ！」


　かへらへはその場をちょこまかと酒に酔よったウサギの如く跳はね回りながら、


「ひゅーひゅーだよっ、柊一君。ひゅーひゅー！ひゅーひゅー！」


「うぜえ！」


　何なんだこいつは……。かへらへに構っていると俺のペースは乱されっぱなしだ。そんな俺達を見ながら水谷さんは力のこもった笑え顔がおで言う。


「ちょっと柊一君、ハーレムってどういう事なのかしら？」


「確かにハーレムはハーレムなんだがな。別にいやらしい事をしている訳では……」


「まったく、何て事でしょう。酒池肉林！　不純異性交遊！　あの涼風せしるさん達、事もあろうに学校で、口にも出せないようないかがわしい行こう為いに耽ふけっているんだわ」


　笑顔のまま自分の世界に入り込み、彼女はブツブツ呟つぶやき続ける。……そうよ、あの人はわたしの胸を思い切り揉もみしだいた人ですもの。きっと異常性せい欲よく者ね。放課後は変態的な事ばかりしているのよ……ああ、こんな淫みだらな行為を絶対に認めちゃいけないわ！


　やれやれ、少しオーバーな人らしいな、と俺は額の汗あせを拭ぬぐって言う。


「なあ、水谷さん。自分の世界に浸ひたってないで俺の話を聞けよ」


「あなたは黙だまってて。どうしたらいいか今考えているのよ……。心配しないで。柊一君の事を今ここで、とやかくするつもりはないから。こういうのは根元を潰つぶさないと」


　根元というのはせしる先せん輩ぱいを意味するのか？　とにかく完璧系の水谷さんに公こう序じよ良りよう俗ぞくに反していそうなハーレムという単語はタブーだったらしく、聞く耳持たずだ。


　と、そうこうしているうちに教師がやってきて、本日も一時間目が始まった。横目で見ると彼女は指先で机を叩たたき、何か考え事をしている様子。呟き声が聞こえてきた。


「どうかしら……。鶴つる？　本当にあれが最適と言えるのかしら……ブツブツ」


（鶴？）


　何の事だ？　或あるいは俺の聞き間違いか？　その意味は放課後になってから解る。





　　　　２




「あ、柊一さん、こんにちはっ！」


「よう、みつけちゃん……って、ええええ？」


　その日の放課後、ハーレム団の部室のドアを開けた俺が絶句したのは、待ち構えていたみつけちゃんがアイドル顔負けの超ちよう絶ぜつファンシーな格好をしていたからだった。


　ぴしゃっ。


　痛え。……自分の頰を張ってみたが夢ではなかった。みつけちゃんは全身夢の如きフリルに包まれ、さながら白いチューリップの妖よう精せい。濃のう厚こうなアイドル風ファッションと言えばいいか、ふわっふわの三段ミニスカートを穿はき、細い足にはストライプ柄がらのニーソックスが見事に映えている。本気で可愛かわいいかった。


　こいつめ、このままどこかにさらってしまおうか──。


「って、違う違う。なあ、みつけちゃん。今日は何だってそんな格好してるんだ？」


「嫌いやです、柊一さんってば。先週言ってたじゃないですか。今日は皆みんなでハーレム団の勧かん誘ゆう活動をするんですよ？」


　それか、と俺は青ざめながら思った。


「これは涼風先輩が調達してきてくれた勧誘のための晴れ姿なんです。えへっ。一度こういうの着て、外を歩いてみたかったんだ……。似合ってますか？」


「すっげー似合ってる。それは間違いないんだが」俺は額ひたいの汗を拭って思う。ああ、この子は本当の自分というものに目覚めてしまったんだな。


　そこに先輩がお供のかへらへを従えて近づいてきた。手に特大の紙かみ袋ぶくろを持っている。


「ウフフッ、柊一君！　みつけちゃんに見み惚とれている場合じゃないよ。これからきみはわたしの艶あで姿すがたに釘くぎ付づけになるんだからね。覚かく悟ごはいいかい？」


「艶姿？　……そういうせしる先輩はまだ着き替がえてないんですね」


　先輩は制服姿だった。一方、お供のかへらへは既すでにコスプレを終えている。まあ彼女は普ふ段だんから眼帯をしていたりと、ぶっ飛んだ服装なのだが、今はそれに加えて黒と赤を基調にしたクール系のミニスカートを着用。ゴスパンクだ。手にはギターを持っている。


「ライブだーっ。路上ライブだーっ！」


　と、無造作にネックを鷲わし摑づかみ、振ふり回している様を見て、俺はつい苦い顔になる。


「ったく、楽器はもっと大事にしろよ。て言うか、アンプにも繫つながないでどうやってライブの音を出す気だ？」


「……あんぷ？」


「知らねーのかよ！」


　こいつは本当になんちゃって軽音部だな、と俺はぐしゃぐしゃ頭を搔きながら、


「いいか？　お前の持ってるそれは、どう見てもアコギじゃない。エレキギターのあの、ぎゅいいんって音を出すにはアンプが要いるんだ。楽器屋に行って店の人に訊きいてみろ。多分、安いやつを教えてくれるから」


「クールに見えても相変わらず親切だね、柊一君。けっこう。その調子でこちらも見てもらおうか」


　せしる先輩が持っていた紙袋をひょいと差し出してきたので、俺は中を覗のぞき込んだ。


「……何です、これ？」


「わたし用の衣い装しようだよ。どれを着たらいいか、きみに選んでもらおうと思ってね！」


　紙袋に入っていたのは様々な貸衣装だった。


「きみが着ろと言った服を着てあげるよ、柊一君。まあ遠えん慮りよしないで好きな物を選んでくれたまえ、ウフフッ！　これでもわたしはできた女だ。いつも良くしてくれるきみに、たまにはこうやって視覚的インセンティブをあげるのさ」


　ちなみにわたしは黒のワンピースがとても良く似合うよ、と、これ見よがしに呟く先輩を尻しり目めに俺は紙袋をまさぐる。成なる程ほど、仰おつしやる通りだ。いかにも先輩の趣しゆ味みに合いそうな黒のワンピースや、黒のビスチェドレスが多く目につく。が、他ほかにもガガ様を思わせる奇き抜ばつな服や、黄金の全身タイツ等が入っていたりして……。ったく、大道芸人じゃないんだから。


「む？」


　不意に俺の手が止まったのは袋の一番底にドキッとするような物を見つけたからだ。摘つまんで静かに袋から取り出してみると──。しかして、それはバニーガールの衣装だった。


　しかも妙みように布地が少ない。


　何か、エロかった。


　これを着た先輩の姿が見たい気がする。すらりとした魅み惑わくの肢し体たいにレオタードは絶対映えると思うし……って、何を考えているんだ俺らしくない、と先輩をチラッと見ると、


「いや、それはちょっと……うむむ」


　意外にも彼女は顔を赤くして、困ったように目を逸そらすのだった。


　何な故ぜだ？　俺は思考を巡めぐらす。この袋に入っていた以上は着用を想定している筈はず。いやよいやよの演技をする事で俺の気分を盛り上げようというのか？　違う。先輩の表情はあくまでも本気だ。だがその理由が解らない。先輩は自ら認める変態美少女なのだが──。


「ねえ、柊一君」せしる先輩は顔を上げて、「わたしはきみに対してなら、どんな恥はずかしい事でも平気でする女だ。何故かって？　それはわたしが変態だからだよ。ウフフッ！　そこに理り屈くつは要らないのさ。だがねえ……ここで留意してもらいたいのは、あくまでもわたしは『きみだけの変態』だという事だ」


「……どういう事です？」


「柊一君専用の変態だという事さ」


　物凄くストレートに言い換かえられた。


「つまり、きみ以外の相手に過か剰じように肌はだを見せるのは、本当はあまり好きではないのだよ。そういう意味ではわたしは普ふ通つうの女の子なのだな。無論、きみが着ろと命じるなら素す直なおに着るのだが」


「あ、ああ……」そういう事だったのか。


「わたしは自分の躰からだは大切にしているんだよ。女を磨みがきに磨いている！　いつの日か、愛する者に最高の体験をさせてあげたいからね。毎日お風ふ呂ろで丹たん念ねんに洗い、マッサージをしているのだ。それなのに欲よく情じようした男子達に襲おそい掛かかってこられたらどうしよう？　わたしの今までの努力が、これまでの精せい一いつ杯ぱいの気持ちが全すべて水の泡あわに、ああ！」


　ああ！　ああ！　と、大おお仰ぎような素そ振ぶりで『エア悶もだえ』を目の前で展開するせしる先輩。


　……うぜえ。だが何か妙な気分になってきた。


「とりあえずすみませんっ！　そんな電波な真ま似ねしないでください、先輩っ！」


　慌てて謝り、俺はバニー服を袋の底に押し込む。……クソッ。やれやれ、俺は何を調子に乗っていたのか。確かにせしる先輩は変態ではあるが、その変態行為には明確な適用範はん囲いがあったのだ。それなのに俺は彼女の気持ちを傷つけるような事を──。


　と、悔かい恨こんの念に浸っていると、


「よーし！　では早さつ速そくバニー服を着るとするかー！」


　あっけらかんと言われて俺は滑すべって転んだ。


「ててて……腰こし打った。て言うか、先輩！　今言ってた事は何だったんですか！」


「ん？　わたしの正直な気持ちだが」


「何それ！」


　意味解んねえっ。


「それはだね、正直なのが良いのは真実ではあるが、いつも同じプレイでは飽あきるという事さ。つまり柊一君。今みたいな事を知ってもらい、きみに切ない表情をしてもらった上で、あえてわたしが他の男に乙おと女めの柔やわ肌はだを見られる事には意味があるんだよ。それは普段よりも興奮を高めるんだ。ふんふん、本当は見られたくないのに柊一君の為ため、あえて恥ずかしい格好をするわたし。それを理解し、辛つらい思いに苛さいなまれながらも、わたしの艶姿から目を離はなせない柊一君。そんな柊一君にますます興奮してしまう背徳なわたし。こんなのダメだと解わかっているのに……。とまあ、どうだね。さながら終わりのない官能の迷めい宮きゆうさ」


「……あ、あのー」


　ついていけねえ。やはり変態は変態でした。


「と言う訳で、みつけちゃん、かへらへ君！　柊一君に目め隠かくしをして押さえつけていてくれたまえ！　わたしはこれからバニーガールになる！」


「ははーっ！」


　と、みつけちゃんとかへらへは声を揃そろえて言い、俺に駆かけ寄ってきた。あっという間に目隠しされて腰にしがみつかれる。もう動けない。まあ動く気もないが。背後から衣きぬ擦ずれの音が聞こえているから、今まさに先輩が着替えをしているのだろう。この部屋の中で、先輩が生着替えか……。クソッ、視覚が遮しや断だんされていると聴ちよう覚かくがその分鋭えい敏びんになり、倒とう錯さく的な気分が高まってくる。って、こんな風に人は危険な世界に目覚めてしまうのか。


「たのもーっ！」


「む？」


　ドアの外から威い勢せいの良い声が聞こえてきたのは、丁度先せん輩ぱいの生着替えが終わり、俺の目隠しが解かれた時だった。








「本当、困ったものね。まさか学園でここまで破は廉れん恥ちな真似をしているだなんて……」


「誤解だ。まだ何もしちゃいない」と俺が言うと、


「柊一君は黙っていて。これからするんでしょう、酒池肉林のコスチュームプレイ」


「しねーよ！」


　まあコスプレはしているが。


「いいのよ、誤ご魔ま化かさなくて。わたしは別にあなたを責めている訳じゃないから。全ての元げん凶きようはこの涼風せしるさんだって、わたし、ちゃんと解っているわ」


　と、完全に決め付けているのは、先日胸を揉もまれた体験が余程ショックだったからだろう。或あるいはその意い趣しゆ返がえしの意味もあるのか、水谷詩緒里は好戦的な笑え顔がおで腕うで組ぐみする。


　彼女の正面で清らかに笑んでいるのはせしる先輩だ。淡あわ雪ゆきを思わせる真っ白な肌を惜おしみなく晒さらした黒くろ髪かみロングのバニー美少女。すらりと細くしなやかで、ピンヒールが良く似合う。その肌の生白さに微かすかな欲よく望ぼうを覚えなくもないが……いや、そんな場合ではない。





　先程ドアを開けた瞬しゆん間かん、ＦＢＩ捜そう査さ官かんばりの俊しゆん敏びんさで飛び込んできた水谷さんは最初からやる気に満ちていた。完かん璧ぺきな笑顔に見えても片方の眉まゆが微び弱じやくにぴくついているのだ。


　何があったのか訊くと、生徒会長と一ひと頻しきり揉めてきたという。水谷さんの目もく論ろ見みでは当初は一いつ緒しよにハーレム団を潰つぶしに来るつもりだったとか。こんな破廉恥な不純異性交遊集団、問答無用で解体に賛成するだろう──と、思いきや、生徒会長は、がっはっは、と雄お々おしく笑い、その後威い厳げんたっぷりにこう言ってのけたという。


「嫌だ！　俺は涼風と事を構えたくないっ。やるなら水谷、お前一人でやってくれ！」


「……会長っ？」


「ヘタレで何が悪い。笑いたくば笑え。俺だって辛いんだ！」


　生徒会の他のメンバーも現状、会長の面子メンツを立てるため正式な助力を申し出る訳にいかないらしい。だったら──という理由で、水谷さんは勇ゆう敢かんにもたった一人、ハーレム団の本ほん拠きよ地ちに乗り込んできたのだった。





「ふんふん、なかなか勇気のある女だな、水谷詩緒里君！　きみのような人は嫌きらいではないよ。尤もつとも、少々美人過ぎるのが個人的には微び妙みように引っかからなくもないが」


　せしる先輩と水谷さんは視線を激しく衝しよう突とつさせ、どちらも一歩も引く気はなさそうだ。


「あなたがまともな人じゃない事は知っているわ、涼風さん。こんな活動やめなさいと言っても、素直に聞く気はないのでしょう？」


「その通りだ。わたしはわたしの思うところに従う。という事を既にきみも知っている筈だが、それなのにあえて飛び込んできた。ならば、何か作戦があるのだろう？　或いはハーレム団に入りたいなんて言うんじゃなかろうね？　ふんふん、まあ頭を下げて頼たのむなら入れてやらない事もないが」


「……そんな訳ないでしょう！」


　どういう神経してるのよ、と厚かましい申し出をジト目で突つっ撥ぱねる水谷さんだった。


「あなた、わたしと勝負しなさい」


　と、水谷さんは言い、せしる先輩は意表を突かれたようにエメラルドの瞳ひとみを丸くした。


「負けた方が勝った方の要求を呑のむの。ふふ、涼風さん。あなたはこういう趣しゆ向こうがとてもお好きなんでしょう？　奇き遇ぐうな事にわたしも同じなのよ。勝つのが大好き。正々堂々と勝負して、相手を完かん膚ぷなきまでに屈くつ服ぷくさせるのは最高に気持ち良い事だわ。わたしが勝ったら即そつ刻こくハーレム団は解散なさい。その代わり、負けたらあなたの言う事を何でもきくわ」


　どう、面おも白しろくない？　と水谷さんはどこまでも挑ちよう発はつ的に微笑ほほえむ。


「勝負か……」


　にやりとほくそ笑む黒髪のバニーガール。あからさまに興味を刺し激げきされている。


「けっこう。どういう勝負をするのだね？」


　ふふ、うまく挑発に乗ってきたわね、と水谷さんはぱっちりした大きな瞳を生気でキラキラ輝かがやかせる。その僅わずかに持ち上がった肩かたを俺は慌あわてて摑つかんだ。


「よせよ、何するつもりか知らないが無む謀ぼうだぞっ。せしる先輩と勝負して勝てる筈ねーんだよ。先輩はやる気になれば何でもできる。ハーレム団は俺がそのうち何とかするから、ここは一いつ旦たん矛ほこを収めて……」


「まあ、柊一君！　それは聞き捨てならないわね」


　優美に片眉を持ち上げる。拗すねたように薔ば薇ら色いろのぷるんとした唇くちびるを尖とがらせて、


「あなたは、このわたしが負けるとでも言うのかしら？」


「いや、俺はそういう事を言いたいんじゃなくてだな」


「平気よ。あなたはそこで見ていて。わたしの華か麗れいな勝ち姿を」


　わたしはどうしても勝負がしたいのよ、と彼女はきっぱりと断言する。


「先日は心構えができていなかったけれど、きちんとやれば負けはしないわ。柊一君には目に焼き付けていてほしいのよ。何だか知らないけれど、あなたがちょっと神格化しちゃっている涼風さんを、わたしが完璧の名の下もとに徹てつ底てい的に叩たたき潰す様をね！」


「いや……。だから先輩を甘く見てると」


「ふふ、心配はご無用よ。わたしちゃんと調べたんだから」


　あの人はエイリアンブレインの一人なのでしょう、と水谷さんは言い、唐とう突とつにスカートのポケットから折り畳たたんだＡ４の用紙を取り出した。


「今日一日かけて調べたわ。わたしはその上で勝負を申し込んでいるのよ。レポートにまとめた物を今から読み上げるから、少しの間黙だまって聞いていてちょうだい！」


　呆あつ気けに取られる俺達の前で、国語の時間よろしく生き真ま面じ目めな朗読が始まった。





　エイリアンブレイン──それは現在世界に十二人存在する高度神経系特質者の事だ。


　先天的な神経系特質は贈おくり物のメタファーで語られる事が多く、それを所持する天才を一いつ般ぱん的に《ギフテッド》と呼ぶが、《エイリアンブレイン》は贈り物を与あたえる側である。


　クレアティオ・エクス・ニヒロ（Creatio ex nihilo）──無から有を賜たまう。


　つまりエイリアンブレインは地球上に存在しない物を創り出す者として認にん知ちされているのだ。中ちゆう枢すう神経系の異様な発達がそれを可能にする。彼らはある種の体性表象物質──フェロモン、体熱、生体電気、脈動、音の混合体──パルスランゲージと呼ばれる独自の言語を使用できるのだが、これは人類の既き存そん言語では思考できない対象を取り扱あつかう事が可能らしい。彼らが属する機関ＩＩＰＳの生み出す高次テクノロジーもそこに起因するのだ。





「涼風さん。……あなたがＵＦＯみたいな物を作ったという噂うわさは本当なのかしら？」


「ふんふん、どうだろう」


「あら、誤魔化すの？　わたしはこんなに真しん剣けんにあなたの事を調べたのに」


　せしる先輩は少し苦い顔をした。


「まあ、確かにそういった事に取り組んだ時期もあったよ。だがそれは一時の興味、いわば反はん抗こう期のようなものでね。本質的にわたしはほのぼのするのが好きなんだ。とは言え、そうだね。公表されている限りでは……反重力クラフトの基本仕様はわたしが書いたよ」


「……ふ、ふうん。インプラントにも造ぞう詣けいが深いそうだけれど？」


「いや、あれに関してはそれ程ほどでもない。その手の小さな物はベスラム博士が専門だ」


「ベスラム？」


「人格移植を研究している《悪友エイリアンフレズ》だよ。インプラントで脳に特異なストレージ領域を形成し、異なる人格を宿す。わたしにご執しゆう心しんのしつこい人物でね。性格は非常によろしくない。その性せい癖へきもまともとは言い難がたい。だが頭脳は途と轍てつもなく優すぐれている」


「それって……あなたよりも？」


「どうかな。とにかくベスラム博士には二度と関かかわりたくないね。語る事はないよ」


　何となく、曰いわくありげな口ぶりだった。


　水谷さんは無言で眉まゆ根ねを寄せ、再びレポートの読み上げを続ける。





　彼らが所属するＩＩＰＳの主しゆ軸じくとなる活動は一説には兵器開発だとされている。《国際平和研究機関》とは名ばかりで、研究費は主に軍ぐん需じゆ企き業ぎようへの技術提供で獲かく得とくされているというのだ。真しん偽ぎは不明だが、その事で彼らが危険をこうむる可能性は皆かい無むである。何な故ぜならＩＩＰＳの提供する技術は彼らの許きよ諾だくがなければ使用する事ができないからだ。独自のバイオメトリクス──特とく殊しゆ虹こう彩さい認証と呼ばれる最強のセキュリティが施ほどこされている。


　そう、エイリアンブレイン達は体性表象物質により、虹彩アイリスのパターンを変える事ができるのだ。全すべては目の力で発動し、その時、彼らの双そう眸ぼうは特別なルビーの色に染まる。





「目には力が表れるからね。まあ、ベスラム博士がコンタクトレンズ型のインプラントでエイリアン虹彩アイリスを再現しようと試みていたが、完成にはまだまだかかるだろう」


　水谷さんはどう返答すべきか迷ったようだが、結局こほんと咳せき払ばらいして流した。


「このレポートのどこまでが信用できるかは解わからないわ。全てが本当かもしれないし、一部が真実かもしれないし、或いは全部間ま違ちがっているかもしれないけれど……」


「いや、よく調べたと思うよ」ぽんぽんと拍はく手しゆするせしる先輩。


　そう、大体合っている、と俺も本気で感心した。


　流石さすがは完璧系だけあって驚おどろきのレポート作成能力だ。まあ、我わが儘ままボディのバニーガールに向かい、国語の朗読ばりの生真面目さでそれを読み上げていた様は傍はたから見ていて少し変だったが。……いや、少しじゃない。相当変だったが。


　とは言え、せしる先輩が一年を棒に振ふるに至った去年のあの事件についてまでは調べられなかったようで、それは多分……良い事なんだろう。


　さて、と先輩はエメラルドの瞳をきらりと煌きらめかせて言った。


「そこまで調べた上でわたしに勝負を挑いどむんだね？　けっこう。きみはとても勇気がある人だ、水谷詩緒里君。敬意の念を込こめて、今後はしおしおと呼んでもいいかい？」


「やめてくれる？」


　とても嫌いやそうな顔をした。


「それ、凄すごくカッコ悪いから」


「ん？　残念だな。では、しおりんというのはどうだね？」


　そんなほのぼのした提案を鮮あざやかにスルーして完璧系女子は尖った顎あごを傲ごう然ぜんと反らす。


「そうやって余よ裕ゆうぶっていられるのも今のうちよ、涼風さん。わたしはどんなに賢かしこい相手でも関係なく勝てる方法を思いついたんだから。あなた惨ざん敗ぱいするわよ。多分泣くわよ？」


　本当はわたしが得意な武道で勝負するのが一番良いのだけれど、と水谷さんは言う。それは流石に可哀かわい想そうだものね。わたしは涼風さんに怪け我がをさせたい訳じゃないから、と。


「へえ……」俺は思わず水谷さんの顔を見直した。意外にフェアな人だ。些いささか高姿勢ではあるが、彼女のその部分は素す直なおに良いと思った。


「ちょっと待っていなさい」


　水谷さんは部室のドアを開けると素早く外に出ていき、それが閉まらないうちに大きな箱を抱かかえて戻もどってくる。部屋の外に置いていたらしい。何に使う箱なんだ？


「勝負の方法は、折おり鶴づるよ！」


「え？」








　折鶴とは読んで字の通り、折り紙を用いて鶴を折る事である。一見難しそうだが慣れると簡単で、だが綺き麗れいに作ろうと思うとそれなりに難しい。手先の器用さ、丁てい寧ねいさ、要領の良さ等が必要で、水谷さんによればそれは女の子らしさを測る絶好の物差しでもある。


　──鶴？　本当にあれが最適と言えるのかしら……ブツブツ。


　と、彼女が隣りん席せきでひとりごちていたのはこの事だったのか、と今いま頃ごろ得心する俺だった。


「成なる程ほどね。確かにこれは予想外の勝負方法だったよ。頭脳でもなく、身しん体たい能力でもなく、女の子らしさで勝負とは……考えたね！　いいだろう、しおりん君。その勝負、女として真っ向から受けて立とうじゃないか」


「ふふ、あなたに本当の女の凄みというものを教えてあげるわ！　て言うか、しおりんって呼ばないでくれる？　恥はずかしいわ」


　折鶴──一見可愛かわいい構図なのに、先輩も水谷さんも明らかに気合を入れ過ぎだった。


　現在二人は部室中央のテーブルに差し向かいで座っている。それぞれに大量の折り紙、そして大きな箱が二つずつ渡わたされていた。数える時に面めん倒どう臭くさくないよう、ぴったり五十個入る箱という事だ。この箱に折った鶴を片かたっ端ぱしから入れていき、勝負はシンプルに数比べ。制限時間三十分の間にどれだけ多くの鶴を折れるかを競きそう。


「数比べだからって雑に折ったりはしないでちょうだいね、涼風さん。心を込めて綺麗に折って。目が肥えている人達が見ても、丁寧に作ってるなって感心してもらえるように」


「ふんふん、わたしはそういう所で手を抜ぬいたりしないさ。信用してくれたまえ」


「だと良いのだけれど……」


「心配するなよ、水谷さん。せしる先せん輩ぱいはその手の卑ひ怯きような真ま似ねはしない。それよりいいか？　そろそろ勝負を始めるが……」


　ちなみに何故か俺が審しん判ぱんを担当する事になった。ストップウォッチ片手に開始と終しゆう了りようの合図をするだけだが、面めん倒どう事が発生した際は速すみやかに収めるつもりだ。


「涼風さんも水谷さんもファイトでーすっ。頑がん張ばってくださいねっ！」


「二人とも、ひゅーひゅーだよ！　柊一君もひゅーひゅーっ！」


「俺にはひゅーひゅーしなくていいっ」


　みつけちゃんとかへらへがテーブル近くで楽しげに応おう援えん、もとい茶々を入れている。


　かくして、「折鶴……スタートッ！」


　俺の合図と共に勝負が始まったのだ。


「えい、えい、んっ……と。よーし、まずは一羽出来たわ！」


「速っ？」


　あっという間に水谷さんの箱に綺麗な折鶴が一つ投入される。所要時間は四十五秒だ。


「まだまだウォーミングアップよ。今からどんどん調子を上げていくわ！」


　女の子らしい繊せん細さいな指ゆび遣づかいが更さらに加速していく。一方のせしる先輩に目をやると──。


　どういうつもりだ？　先輩はバニーガール姿のまま腕うで組ぐみし、折り紙に手をつけていないのだった。ただじっと食い入るような目で水谷さんが鶴を折る様を見ている。


「何やってんですか、せしる先輩？」


「わたしの事は心配無用さ、柊一君。勝負の時間は三十分あるんだろう？」


「そうですけど……。もう一分半経過しましたよ？」


「けっこう。わたしの体内時計とぴったり合っている」


　何か作戦があるのか？　せしる先輩はそのまま微び動どうだにせず彼女を見ている。


　あっという間に五分が経過した。水谷さんの箱には八羽の鶴、せしる先輩の箱は空っぽのままだ。水谷さんは時折チラッと先輩を不ふ審しんげに見ては首を傾かしげて、


「ちょっと涼風さん、どういうつもり？　あなた勝負を放ほう棄きしちゃったのかしら」


「放棄はしないさ。勝負に勝つのはわたしだよ。作戦があるんだ」


「……また、はったりを言って」


「ところできみ、梅の花と桃ももの花では、どちらが好きだい？」出し抜けに言った。


　水谷さんと同様、俺も思わずキョトンとする。


「何なの突とつ然ぜん……」水谷さんは眉み間けんに皺しわを寄せて、「わたしを混乱させようという訳？」


「いやいや、別に大した意味はないんだよ。何となく訊きいてみたくなってね。わたしは花が好きなんだ。特に春の物は良いよね。梅も桃も、どちらも春の代表的な花だろう？」


「……まあ、どちらも嫌きらいじゃないけれど」


　水谷さんは仕方なさそうに言う。


「そうね。花の形からすれば桃の方が好きかしら？　梅の花はちょっぴり派手さが足りない感じがするもの。花芽が一つしかないから仕方ないのだけれど、それに比べると桃は二つあって、ボリューミィよね。花びらもふわっとした感じがするし、二つ並んでいると華はなやかさが全然違ちがうわ。桃の花の方が、わたしは好きよ」


「けっこう」


　成程、これが狙ねらいか。女の子らしい花の話題でせしる先輩は水谷さんの追つい及きゆうを見事はぐらかしてしまった。二人はしばらく沈ちん黙もくし、その間鶴を折る音だけが部室に響ひびく。


　現在十分経過──水谷さんは十六羽、依い然ぜんとして先輩は零れい羽のままである。


（……それにしてもせしる先輩、何を考えてるんだ？）


　何故か胸が疼うずく。いや、どちらかと言えば俺は水谷さんを応援すべき立場なのだ。大義名分は彼女にあると思うし、そもそもハーレム団なんて珍ちん妙みような活動、俺は最初から乗り気ではない。恙つつがなくフェードアウトさせようと思い、仕方なく協力を買って出ただけで。


　だが。


（このまませしる先輩が負けるなんて）


　……何か嫌だ。どうしてかは知らない。ハーレム団は潰つぶれてほしいが、先輩には敗れてほしくない。って、何だよそれ。モヤモヤしながら先輩の横顔を睨にらんでいると──


　不意にせしる先輩が俺に首を向けて言ったのだ。


「さてさて、柊一君。準備は大体できたよ」


「え、準備？」俺は戸と惑まどいつつ、「何の準備？」


　そりゃ鶴を折る準備に決まってるじゃないかね、とせしる先輩は言う。


「勿もち論ろん、知識としては過不足なく知っているが、わたしは実際に折り紙で遊んだ事はないからね。しおりん君の作業を見て、要領の良い鶴の折り方を覚えていたのさ」


「なっ？　先輩、折鶴の作り方を知らなかったんですかっ？」


「うむ。まあきみも知っての通り、幼少期のわたしは些か反はん抗こう的だったからね。イオンクラフトを作ったりはしたが、折り紙では遊ばなかった」


「それなのに、どうして折り紙で勝負を受けたんですっ？」


「愚ぐ問もんだよ柊一君。相手の得意分野で勝たずして、勝負に何の意味があるだろう。それは女が泣くというものだよ！」


「……ったく、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」と言いながらも、そこで顔が綻ほころぶのが自分でも不思議だ。だが妙みように高こう揚ようする。先輩はこれから逆転する気まんまんなのだ。


　と、不意にぽいぽいっ！　何故か先輩は無造作にピンヒールを脱ぬぎ捨てた。


「さあて、今から最高速度で追い上げるか。見て、覚えて、頭の中で相当な数を作ったから、もう作り方は完かん璧ぺきにマスターしたよ。今のわたしは折鶴のプロだね」


「……は、はったりだわ！」水谷さんの顔色は目に見えて青ざめていた。「お得意の作戦なんでしょう。心理作戦ってやつよね？　ふん、無理よ。いくら頭の中でイメージトレーニングしたって、折り紙は折り紙なんだから」


「ふんふん、怯おびえがひしひしと伝わってくる。それでは行くよ、しおりん君！」


「その呼び方やめて」


　にやりと笑み、せしる先輩は椅い子すに深く腰こし掛かけると、ふんぞり返った。おいおい、何だ何だ？　テーブルに長い両足をのせ、そのまま右手と左手もテーブル上に置く。


「絶景だろう、柊一君。これから何をすると思う？」


「……さあ」
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　て言うか、エロいんですが。体勢が煽せん情じよう的だぞ。ポーズが大だい胆たんなのに、揃そろえた指や足の綺麗な閉じ方は女の子らしくて上品だったりするから余計にそう感じる。俺はつい顔を赤くし、するとそれを見た先輩も顔を赤らめた。俺の表情に反応したのだ。つまり俺が彼女を恥ずかしくさせた。だが上気しながらも冷静さは失わず、恥じらいながらも大胆に、変態天才美少女せしる先輩はウフフッと不敵に笑うのだ。


「け、けっこう。わたしの艶あで姿すがたを是ぜ非ひともその目に焼き付けておいてくれたまえ！」


「え、え……。うわああっ？」


　俺が仰ぎよう天てんしたのは先輩が思いもよらないような手法で鶴を作り始めたからだ。


　右手で鶴Ａを折る。左手で鶴Ｂを折る。そして両足を器用に使って鶴Ｃを折る。


　つまり、三つの鶴を並行して作り始めた！


「何よそれええっ？」流石さすがの完璧系美少女も目が点だ。「どういう曲芸なの、それえ！」


「ほのぼのするねえ、しおりん君。折り紙で形を作り、そこに表れた対象を愛めでるというのは想像力の豊かさだよ。日本伝統の遊びというのは本当に心和なごむものさ」


　なんて余裕ぶった事を言いながら、せしる先輩の作業がまた丁寧で流りゆう麗れいなのだ。体勢は無茶苦茶ながらもタッチは繊細そのもの。優美な鶴を折りあげて、あっという間にはらりと三羽を箱に入れる。──変態バニーガールの天才的折鶴だった。


　先輩は持ち前の集中力を発揮し、文字通りの三倍速でグングン追い上げる。二十分経過の時点で水谷さんは三十七羽、先輩は四十八羽。既すでに形勢はすっかり逆転だ。水谷さんも必死の形相で頑がん張ばり、スピードアップしているのだが、先輩は言わば三人がかりだ。その差はみるみる開くばかり。そして、


「三十分ジャスト！　タイムアップだ、そこまでっ！」


　総合結果──水谷さんは四十九羽、先輩は九十九羽。


　殆ほとんど二倍近い差をつけて、せしる先輩の圧勝だった。





「……こんなのってないわ！」


　ばしんっ！　水谷さんはテーブルに両手の平をつき、細い肩かたを小刻みに震ふるわせている。単身乗り込んできて見事に返り討うちにあったのだから当然だ。しかも相手は折おり鶴づる経験がなかったという驚きよう愕がくの要因も加わって、彼女のプライドを粉々に打ち砕くだいたのだった。


「ふんふん、まあそんなに悔くやしがる事はないさ。良い事じゃないか」


「悔しがってなんかいないわ！　て言うか、何が良いのよっ？」


「わたしはきみの事を良い人だと思う。とまあ、そういう事だよ。女としての魅み力りよくに溢あふれ過ぎていて、柊一君に近づかれると若じやつ干かんの危機感を覚えるが……いや、それはさておき、お年寄りに親切にするという、その行こう為いには素す直なおに共感を覚えるのさ。尊敬に値あたいする」


　水谷さんはビクッとして背筋を伸のばした。


「ち、ちょっと……。あなた、何を言って……」


「我々が手伝ってあげるよ」


　ウフフッ、と清らかに笑んで先輩は言う。


「南みなみ町中央老人福ふく祉し施し設せつ。そこに千せん羽ば鶴づるを寄付したいんだろう？　中学時代からボランティア活動をしていたのかな？　きみは勝ちたがりで、理り屈くつに拘こだわるタイプで、物を無む駄だにするのを勿もつ体たいないと感じる人だよね？　何にしても良い事だと思うよ。ハーレム団としては協力するのにやぶさかではない。全員で鶴を折るとするさ。いいよね、柊一君？」


　……いや、いいよね、と同意を求められても困るのだが。何を言ってるのか完全に意味不明だ。それはこの場の皆みなが同じらしく、全員目を丸くしてポカンとしている。


　が、やがて水谷さんの華きや奢しやな躰からだがガタガタと震え出した。怯えたように後ずさって、


「どうして解わかったの……。ハッ！」


　慌あわてて口を押さえる。その反応がせしる先輩の言葉が的中した事を物語っていた。


「な、何なのよ……。あなたは人の心を読めるというの？」


　形の良い唇くちびるをキリッと引き結び、強こわ張ばったぎこちない顔で言う。


「確かに調べた限りではそういう噂うわさもあったわ……。特とく殊しゆな電場の技術で人の思考パルスを感知するって。でも、まさか本当だったとは」


「おいおい、しおりん君？　きみは何を言って」


　先せん輩ぱいは当とう惑わくげに引き止めようとしたが後の祭りだ。水谷さんは目を閉じて叫さけぶように、


「か、勝手に人の心を読まないでちょうだいっ。あと、しおりんって呼ばないで！」


　大声で言い捨てて、部室の外に走っていってしまったのだった。





　後に残された俺達はしばらく呆あつ気けに取られていた。


　が、せしる先輩がしょんぼりしたように頰ほおを搔かいているのを見て──またやってしまったようだ、という心の声が聞こえた気がする──俺は首を振ふって正気を取り戻もどす。


　多分、今のはいつもの誤解だ。先輩は思考が速いから、よく過程をすっ飛ばして唐とう突とつに結論を言う。すると当然周囲からはぎょっとされるが別に狙った訳じゃない。微び妙みように天然なだけで他人の心なんか読める筈はずないのだ。悪気はなかった事を水谷さんに説明しよう。


　だが、追いかける前に。


「せしる先輩、今のって何で解ったんです？」


　先輩はキョトンとした顔で、「む？」等と不思議そうに呟つぶやいている。


「いや……。老人福祉施設に千羽鶴を寄付するってやつ。どうして解ったんですか？」


「え、柊一君。まさかきみは解らなかったのかい？」


　逆に目を丸くして訊き返された。……たまに殴なぐりたくなるなこの人。俺が眉間をピクピクさせていると、すまないと慌てて彼女は説明を始めた。


「まあ、勝負というのは当然それが得意だからする訳だ。高校一年の女子が折鶴に熟練しているのはどういう条件下だろう？　それを頭の片かた隅すみに置き、まずは現状を観察する。眼前にあるのは彼女が持参した、折鶴を入れるための大きな箱だ。『数える時に面めん倒どう臭くさくないよう、ぴったり五十羽入る箱』だと彼女は言っていた。そこで少し引っかかる。五十という数に何か意味があるように思えたのだ。折鶴と、五十という数字の組み合わせ……。なあ、知っているかい、柊一君？」


　五十羽で一つのセットというのがスタンダードな作り方なんだよ、と先輩は言った。それを二十セット集めて糸で繫つないだ物が千羽鶴なんだ、と。


「それで千羽鶴の作成経験があるという仮説を立てた訳だが、次は目的を推察する。一いつ般ぱん的なところでは、入院患かん者じやに贈おくるため……。だがそれはない。千羽鶴は自分で折る事に意味があり、気持ちがこもっているからこそ尊ばれるんだ。だとすれば何か？」


　ここで別な方向から思考してみる、と先輩は言う。受け取る相手という視座からのアプローチだ、と。


「そう、重要なのは勝負のためだけに作るのではなく、贈り物にもしたいという事だ。物を粗そ末まつにするのが嫌きらいな彼女。ふんふん、プレゼントだというのは確定だから、それを前提条件に考えるのは間ま違ちがっていない。何な故ぜなら彼女は最初こんな風に言っていた。『雑に折ったりはしないでちょうだいね』と」


　──心を込こめて綺き麗れいに折って。目が肥えている人達が見ても、丁てい寧ねいに作ってるなって感心してもらえるように……。


「その発言を基もとにわたしは考えた。折鶴に関して『目が肥えている人』。それが贈り物の受け取り手だ。どんな人だろう？　その辺にいる普ふ通つうの若者ではない筈だ。また、『人達』と複数形で言ったから、そういう条件下の人々が集まるという事だ。お年寄りが多数集まる場所？　それはどこだろう。普通に思い浮うかぶのは、例えば老人福祉施設……」


　以後はしおりん君の性格をもとに背景を推察する、と先輩は言う。


「彼女は中学時代、生徒会に属していたらしい。つまり人徳的に優すぐれた人物だ。学校で奨しよう励れいされる人徳的行為……ボランティア活動をしていた可能性はないだろうか？　まあ南中学でそれが盛さかんだったのは有名な話だからね。そうでなくても高校入学以前に、千羽鶴を老人福祉施設に寄付した経験があるなら、折鶴に熟練している事は頷うなずける。試ためしに彼女の生活範はん囲い、南中学近辺のそういった場所を思い浮かべてみる。一番大きいのは南町中央老人福祉施設『梅ゆす桃らうめの園』と呼ばれる所だ。わたしは花が好きだからこの場所は知っているんだよ。庭に立派な梅と桃ももが植えてあるのさ。だから試しに彼女にこう訊きいてみた」


　──ところできみ、梅の花と桃の花では、どちらが好きだい？


「そしたらビンゴだ。梅と桃と桜は花の形が似ていて、興味のない者には見分けにくい。彼女はこんな風に言っていた。『桃は花芽が二つあって梅よりもボリューミィ。二つ並んでいると華はなやかさが全然違ちがうわ』と……。そう、そんな比ひ較かくはなかなかできる事ではないんだよ。桃と梅が二つ並んで咲さいている場所は、あの近辺では他ほかに存在しないのさ。だから南町中央老人福祉施設だと推察したんだ」


　仮説を立てて検証する。思考の方法論としてはいたって正当だよ、と先輩は締しめ括くくる。


　相変わらず理路整然としていた。


　いや、理路整然としているが、この途と中ちゆう経過を省略して結果だけ言うのはどうなんだ？　これだけ長いと省きたくなる気持ちは解るが──。


「って、解っちゃ駄だ目めだろ。流石に省き過ぎだよ！」


　水谷さんが心を読まれたと思い込んでしまうのも当然だった。


「ふんふん、しかしだね柊一君。悪気はなかったが、彼女を見ていると何故かこう、ムラムラッと攻こう撃げき的な気分が湧わいてくる事もまた事実で」


　女の本能が働くのだろうか、とブツブツ言っている先輩。まあ放ほうっておこう。


「とにかく俺、彼女を捜さがしてきますっ！」


「む。……まあ好きにしたまえ」


　俺は部室を飛び出し、水谷さんを追った。





　　　　◆　◇　◆





　しばらく部室棟とう周辺を徘はい徊かいしたが見つからないので校舎に戻る。グラウンドの上に広がる空は既に綺麗なオレンジ色だ。


「ったく……。あいつ、どこ行ったんだ？」


　校舎の至る所を捜し歩いた。折鶴勝負で結構な時間を費やしたため、校舎に残っている生徒は殆どおらず、がらがらだ。普ふ段だん注意して見る事のない廊ろう下かの掲けい示じ物ぶつ等に目をやったりしながら──大体が進路情報──ふと、窓の外に変な物を見た。


「あ……？」


　またあれだ。


　いつか見た謎なぞの白い球体。この窓からは北校舎と南校舎を繫ぐ渡わたり廊下が見えるのだが、その上を何かが飛んだのだ。光こう沢たくの無い奇き妙みようなそれが、稲いな妻ずまの如ごとくジグザグに降下し、北校舎の陰かげに隠かくれた。それ程ほど大きくはなかったが、明らかに鳥や野球のボールとは違う。


（何だってんだ？）


　高校入学以来、これを時々目にするのだ。今まで見る事のなかったタイプを。


「行ってみるか……」


　行ってみよう。俺は北校舎に向かって無人の廊下を駆かける。が、


　──そこで俺は思いもよらない異常な物を目にするのだ。





「何だとっ？」


　頭が一いつ瞬しゆん白くなった。咄とつ嗟さの判断で素早く北校舎の廊下の角に隠れる。自分の目が信じられなかった。心臓が異様に速いビートを刻んでいる。


（な、何なんだありゃあああっ？）


　廊下を跳はね回っているやつがいたのだ。


「んっ……んっ……んっ……んっ！」


　と言うか、水谷詩緒里だった。
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　誰だれもいない北校舎一階の廊下で、彼女はぴょんぴょんぴょんぴょん、何故かウサギ跳とびをしていたのだ。


（おいおいおいおい、何だってんだよ……？　クソッ！　まさか先輩に負けたショックで頭がどうにかなっちまったのかっ？）


　俺の頭も大混乱だ。ここからでは後ろ姿しか見えないが、水谷さんは飴あめ色いろに煌きらめく長ちよう髪はつを上下に揺ゆらしつつ、どこまでも廊下の奥へ突つき進んでいく。……ウサギ跳びしながら。


　殿とのご乱心、という言葉が頭をよぎり、俺は小刻みに震える手で額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。


　が、どうもそういう訳ではないらしい。彼女の跳ちよう躍やくは力強くしっかりしている。屈かがんで手を後ろで組み、小ぶりなお尻しりをツンと突き出して、休む事なく連続跳躍。つまり生気に溢れていた。運動が得意らしく、そのジャンプは高い。おかげでパンツが見えている。


（空色……。いや、白と水色の縞しまパン）


　なんて言ってる場合じゃない。息を殺して足早に後を追った。水谷さんが前方の廊下の角をぴょんと曲がったからだ。二階に行くのか？　廊下を走って角を曲がったところで、


「ぶっ！」


　とうとう俺は吹ふき出した。


「んっ……んっ……んっ……んっ！」


　器用な事に、彼女がぴょんぴょんと階段をウサギ跳びで上っていたからだ。


「待てよ、水谷さん！」堪たまらず声をかける。「それは流石さすがに危ねーから！　よせっ！」


　もうじき最上段に至ろうとしているウサギ的な彼女。その高さから転げ落ちたら、かすり傷では済まないし、死んでも死にきれない死に方だ。


「なっ？　な、何でぇ柊一君っ！　どうしてここに……キャッ！」


　振り向いたために体勢が崩くずれ、最上段にかかる筈だった彼女の足は届かなかった。結果として段の角の部分を蹴ける羽目になる。


「キャアアアアアアアアアーッ！」


　大きく背面に倒たおれるように宙に投げ出される水谷さん。俺の全身は一瞬で冷え、アドレナリンで高速の思考が駆け巡めぐる。まずい。高い。この落ち方はやばい。下手したら脳のう挫ざ傷しようものだ。巻き込まれるのは冷静なやつのする事じゃない。俺は何事も要領良く──。


「うおおおおっ！」


　気づけば後先考えず、水谷さんを受け止めようと飛び出していた。


　俺がクッションになれば彼女は傷つかない！


　って、要領の良いやり方が聞いて呆あきれるが、人間常に理想通り行動できれば苦労はしない。今の俺にはそれしか思いつかなかったのだから、これはもう致いたし方ないだろう。


「……アファァンッ！」


「……げっふぉ！」


　蛙かえるの潰つぶれたような声を出したのは俺の方だ。……まあ、それは聞かなかった事にして頂いて、とにかく俺は水谷さんを守った。怪け我が一つないのは一目瞭りよう然ぜん。彼女は俺の体の上に乗っかっているからだ。


　今、仰あお向むけになった俺の下腹部には水谷さんが深々と腰こしを下ろしてぱちぱちと目を瞬しばたたいている。花のような甘い香かおりと体温と重み。床ゆかに打ちつけた後頭部の痛みがもう少し引けば、ぷりっとしたお尻と太ふと股ももの柔やわらかさを味わう余よ裕ゆうができるのか。彼女は無事で、もう安心してもいい筈なのに、心臓が未いまだにペースを落とさない理由が自分でも解わからない。


「あ、あああ、あのあの、柊一君っ？」


　水谷さんは目を白黒させて、


「あなた、どうしてここにーっ？」


　何故だっけ？　床に強きよう烈れつに打ち付けたせいで、まだ頭がグラグラしている。


「て言うか、柊一君！　腰は支えてくれなくても良いわっ！」


「安定させるためだ。体の上で弾はずんで、投げ出されたりしたら怪我するだろ」


「もう大だい丈じよう夫ぶだからっ！」


　そりゃそうだ。


　細い腰から俺が手を離はなすと、水谷さんはびゅおん！　物もの凄すごい勢いで俺から飛び退のいた。俺の方はまだ起き上がれず、大の字のままである。受け止めた彼女の体重が予想以上だったからだ。脳挫傷になったのは俺の方かもな、と床の冷たい感かん触しよくを切なく感じていると、


「へ、平気……？」


　水谷さんが俺の顔をおそるおそる覗のぞき込んできた。唇くちびるから僅わずかに覗く歯が白い。そっと手を伸のばして彼女は俺の頰ほおに触ふれる。これくらいは全然平気だと虚きよ勢せいを張っておいた。


「……怖こわかったわ。わたし、まだ心臓がドキドキしてる」


　俺の頰に指先で触れたまま彼女は言う。


「と言うか、柊一君？　あ、あなたどうしてこんな所にいるのよ……」


「どうしてもこうしてもねーよ。捜さがしてたんだ。それよりお前、何だってあんな事してたんだ？　ぶったまげたってレベルじゃねえぞ。正直おつむがいかれたのかと」


「……まあ！」水谷さんは頰をぷうと膨ふくらませた。


「いや、だって無人の校舎でウサギ跳びだぞ？　普ふ通つう驚おどろくだろ」


「そ、そうよね……。ウサギ跳びって変よね。わたしって、おかしいわよね……」


　ああ、滅め茶ちや苦く茶ちやおかしい！　と叫さけんでもよかったが、彼女が俯うつむいて微び妙みように沈しずんでいるようだったから忌き憚たんのない意見は自重しておいた。静かにそのまま大の字になっている。


「……で、でもあれだわ」


　やがて水谷さんは覚かく悟ごを決めたように、怯おびえの残る強こわ張ばった顔を上げると、


「何はともあれ、まずはお礼を言わないといけないわ。あなた、身を挺ていしてわたしを助けてくれたもんだもの……。ありがとう、柊一君。あなたのおかげで助かったわ」


　不安そうに眉まゆ尻じりを下げたまま、丁てい寧ねいに綺き麗れいなお辞じ儀ぎをしてみせた。


「起きられる？」


「ああ、大丈夫」そろそろ力が戻もどってきた感があった。「一応鍛きたえてるしな」


「あなた意外に逞たくましい躰しているものね」


　と、起き上がろうとした瞬しゆん間かん、ガクンと派手によろめく。……おいおい、タイミング悪過ぎるだろ。仕方なく俺は水谷さんの手を借り、よろよろと身を起こしたのだ。





　一階の廊下の壁かべにもたれかかり二人で静かに話す。


「あんまり悔くやしくて」


　ウサギ跳びしていた理由を訊たずねると、彼女はシンプルにそう言った。


「つい……ね」


　落ち着いた口調と台詞せりふが、先程の行こう為いと非常にミスマッチだ……。が、普段の水谷さんの態度を考えればこれがデフォルト。それだけ深い衝しよう撃げきを受けたという事なんだろう。可か哀わい想そうに。優やさしく慰なぐさめてあげたいが……いや、やはりどうしても訊きかずにはいられない。


「お前、悔しい時はしょっちゅうウサギ跳びしてるのか？」


「……そんな訳ないでしょう！　もぅ……。柊一君ったら意外にＳなのねっ」


　そういうの、嫌きらいじゃないけれどっ。


　と、小声で言うと彼女は顔を赤らめて艶つややかな唇をキュッと尖とがらせるのだった。


「色んな要因が重なった結果よ。負けて悔しかったり、びっくりしたり、立場がなくて惨みじめだったり……。わたし、昔は柔じゆう道どうをやっていたから、気持ちがグチャグチャになった時は思い切り体を動かす事にしているの。心底打ちひしがれた時は、ウサギ跳びとか腹筋をしまくって己おのれを戒いましめるのよ。そうしていると、また反骨の気持ちが湧いてくるから」


　体を酷こく使しする事でファイトを搔かき立てるらしい。柔道、ド根こん性じよう、それでウサギ跳びなのか？　とにかく闘とう争そう心が強いのは確かだ。彼女はふうっと深く息を吐はいて、


「特に効いたのは涼風さんのあの発言ね……。あれのせいでわたし、カーッと恥はずかしくなっちゃって。心を読まれるなんて初めての経験だもの。今まで取り繕つくろってきた事が全部ばれて、筒つつ抜ぬけになっちゃうなんて……。それで自分でも不思議なくらい頭に血が上ってしまったの。悔しいわ。すごく恥ずかしい。やり込めようとした相手に、わたしの秘密を逆に全部知られてしまうだなんて」


「おい？」


　やはり勘かん違ちがいしている。俺は早さつ速そくそれについて説明しようとしたのだが、彼女は自じ虐ぎやく的な気分に陥おちいっているようで全然耳を貸さず、低い声でブツブツ呟つぶやき続ける。


「わたし、もうおしまいよ。絶対学校じゅうに言いふらされちゃう……。明日から皆みんなに笑われて生きていくんだわ。完かん璧ぺきでも何でもないのに、そう振ふる舞まっていた卑いやしい女だって」


「え」完璧じゃない？


　俺は思わずキョトンとし、それを見た彼女は自分を笑うような惨めな顔をした。


「良いわ。どうせすぐに知られてしまうんだもの。あなたには一番最初にわたしから秘密を教えてあげる。……あのね、わたしは本当は完璧な女の子なんかじゃないのよ」


「どういう事なんだ？」


「完璧を取り繕っているけれど、わたしはいたって普ふ通つうの女の子なのよ。沢たく山さん努力して、毎日とっても真ま面じ目めに勉強しているだけ。涼風さんみたいな人とは全然違うわ。わたしは完璧系を装よそおっているだけの、至らない人間なのよ……」


　言うなれば極度の見み栄えっ張ぱりなの、と水谷さんは言う。


「わたしにはね、二つ年の離れた出来の良い妹がいるんだけれど……。ううん、それは別にいいわ。子供の頃ころのわたしは誰と比べても、とにかく平へい凡ぼんな女の子で、自分に自信が持てなかったの。だから何とか自分だけの特技みたいな物を身に付けたくて、色々な事に手を出したわ。随ずい分ぶん本も読んだりして。所いわ謂ゆる、自己啓けい発はつ本というやつね。で、その中の一冊にこんな事が書かれていたのよ。『人類の進歩は争いによってもたらされた』。……どういう事かっていうとね？　人は競争する事で己の能力を高めるという事なのよ」


「ははあ」


　それはあながち間違いではない。が、


「それってお前が、何歳の時の話だ？」


「小学校低学年の頃ね。三年生くらいかしら」


「おい」


　それはおませさん過ぎるだろう。充じゆう分ぶん平へい凡ぼんじゃない気がするが、しかしその年ねん齢れいの女子は男子よりも精神年齢が高めだというから、引き続き黙だまって話を聞くとするか。


「それでわたし、何かと勝負に拘こだわるようになったのよ。何だかんだで、やっぱり勝つと気持ち良いじゃない？　テストで一番取ったり、マラソンで一着になったり。そのために凄すごく努力をしたわ。良い事だって積極的にしたわよ？　生徒会にも入ったし、中学時代は色んな奉ほう仕し活動をしたし。お年寄りの慰い問もんに合唱のコンサートを企き画かくしたり、千せん羽ば鶴づるを作ったりとか。ええ、喜んで頂けると自分も気持ち良いものね。気づけばそういうのが病やみ付きになっていて、いつの間にかわたし、完璧系なんて呼ばれるようになっていたの」


「成なる程ほどな」


　それで彼女の様々な振ふる舞いにある程度納なつ得とくがいった。要は猫ねこをかぶっていた訳だ。


「でも……」水谷さんは俯き、苦い顔で言う。「わたしって、カッコ悪いわよね？」


「え？」


「だって、本当に才能がある人は、わたしみたいな事しないもの……。最初から力がある人はもっと飄ひよう々ひようとしてる。努力はおろか、競争すらしようとしないわ」


　少なくとも涼風さんみたいな天才はね……と、彼女は自分を貶おとしめるように言う。


　どう反応すべきか俺は迷った。話の展開が想定外だし、そもそも人と人を比べる事に意味がない。何か有意義な助言をするべきなんだろう。理論的で、プログラマブルに実行可能な……。だが彼女の横顔を一いち瞥べつすると、伏ふせた瞳ひとみから今にも涙なみだが零こぼれてしまいそうで、何故かドキッとして、いじらしくて、堪たまらなくなって──。


　気づけば俺は正直な気持ちを、あるがままに言っていた。


「格好悪くなんかないだろ」


「え？」


「お前は充分凄すごいさ。真面目に努力しているからこそ、それに価値があるんだろ」


「柊一君？」


「だってそうじゃねーか」


　俺は鼻を鳴らして言う。


「最初から何でもできる天才とか才覚者って、要は運が良いだけだ。生まれた場所とか時代みたいなさ。言うなれば神様のサイコロで良い目を出した結果に過ぎないだろ」


「それは……そうかもしれないけれど」


「俺は地道に努力してるやつの方が好きだよ。そっちの方が遥はるかに素す敵てきだと思う」


「……エッ？」


　何な故ぜだか知らないが、水谷さんの顔が一気にカアアアッと赤くなっていった。


「お、おい何だ？　突とつ然ぜん顔赤くして……。まさか怒おこったのか？　噓うそじゃねーよ。努力するやつが一番格好良いのさ。お前は偉えらい。他の誰だれがどう言おうと、俺は本気でそう思う」


　だが彼女は妙みような態度を変えなかった。好き、素敵、と念仏みたいにひたすら小声で呟いている。そして更さらに火ほ照てり具合を増す顔で、俺を食い入るように見つめてくるのだ。


「し、柊一君……。あなたって」


「な、何だよっ」


「あなたって、その……っ」


　クソッ。そんなに顔を近づけて見られると変な気分になるじゃないか。


　辺りは水を打ったように静かで、放課後の校舎はオレンジ色の夕ゆう陽ひに染まっている。無人の廊ろう下かに座り込み、俺達は吐と息いきがかかる程の間近で見つめ合う。


　彼女の瞳はキラキラ輝かがやいていた。濡ぬれたように潤うるんでいるのに、その瞳から発される熱量は尋じん常じような物ではない。俺の躰まで熱くなり、息が苦しくなる程だ。彼女の張はり詰つめた表情は時折クシャッと崩くずれそうになるけれど、その度たびにピンク色の唇を素早く舐なめ、キュッと綺麗に引き結んでいた。


　そして、どの程度の時間が経過したのか。突然の異音──。うわっ、何がどうしたっ？　と言うか、下校を促うながすチャイムが校舎に鳴り響ひびいたのだった。


「……ふーっ、何だよ。もうこんな時間か」


「ほ、ほんとね。びっくりしたわ」


「早く出ないと門を閉められる。出られなくなるぞ」


　それから二人、顔を見合わせて小さく笑い、さっさと帰ろうと立ち上がったのだった。


　不意に彼女が言う。


「今日は沢山話を聞いてくれてありがとうね。わたし、とってもすっきりしちゃったわ」


「そうか。良かったな」


「ねえ柊一君」


「何だ？」


「柊一君って、オトナっぽいのね」


「は？」意外な言葉に思わず戸と惑まどう。「今何て？」


「あなた面おも白しろいわ。頭良いのに優しくて、クールなのに熱い。バランスが取れてる。ちゃんと女の子の話も聞いてくれるし、凄くオトナな感じがするわ」


「……何言ってんだお前？」


　変な時に変なおちょくりを言うやつだなと思う。リアクションに困るじゃないか。


「俺は単にマイペースなだけだよ」当とう惑わくしつつ、首を傾かしげて本心を言うと、


「ふふっ。良い感じ」と嬉うれしげに笑う。……何なんだ。女心というのは解わからない。


「まあ、とりあえず何も心配ねーよ。お前は明日からも普通にしてればいいさ。変化は起こらない。そもそもせしる先せん輩ぱいは他人の心を読めたりなんかしないんだから」


「……え？」不意に水谷さんの動きがぴたりと止まった。


「あれは只ただの誤解なんだよ。せしる先輩はお前の事情なんて何一つ知らないのさ」


「ち、ちょっとぉっ！　それどういう事なのっ？」


「て言うか、お前が俺の話を訊かないからじゃん」


　そこで俺はようやく先輩から訊いた話を説明させてもらえた。──例の発言は幾いくつかの言動を基にした推察にすぎないという事。あくまでも論理的思考の結果なのだと。


「そ、それって……。つまり、全すべてはわたしの早とちりだったという事かしら？」


「だな。せしる先輩、誤解されてしょんぼりしてたぜ。明日にでも謝っとけよ」


　ええ、と水谷さんはコクンと素直に頷うなずいてから、


「って、そんな事はどうでもいいのよぉーっ！」がばっと物もの凄すごい勢いで顔を上げた。「要するにわたしは早とちりして、あなたに秘密を洗いざらい喋しやべってしまったという事っ？」


「まあそうも解かい釈しやくできるが……。別に俺が促した訳じゃないからな」


　頼たのみもしないのにお前が自ら望んで喋ったんだろう、水谷さんよ。


　と、身も蓋ふたもない事は流石さすがに言えずに俺は鼻の先をかりっと引っ搔く。


「心配するな。俺は誰にも言わねーよ」


「そ、そんな事言われたって……！」


　泣きそうに顔をしかめる水谷さん。何かで突つき刺さされたように切なく細い眉まゆを寄せ、いつもの澄すました完璧系の余よ裕ゆうは見る影かげもない。両手で頭を抱かかえて激しく悶もだえている。


「あぁぁ……。もぉ、何なのよ、わたしって……！」そしてギロッと俺を見た。「あ、あなた覚えてなさいよ……。覚えてなさいよ、覚えてなさいよ……っ！」


「おい、落ち着け。四回も同じ事を言わなくていい」


「三回しか言ってないわ！」


　意外と冷静だった。


「こんなので勝ったと思わないでちょうだい！　覚えてなさいよっ！」


　結局四回言って、彼女は脱だつ兎との如ごとく廊下を走り去っていった。やれやれ、無人の校舎に一人残された俺は、しばらく黙ってこめかみを押さえていたのだった。
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「ねえ、覚えているでしょう」


　と、水谷さんが言ったのは、翌日俺が登校して教室に入ったまさしくその瞬しゆん間かんだった。


「何の事だ」


「とは言わせないわ。昨日の事に決まっているじゃない」


　と、彼女は言葉を被かぶせるように言い、俺の手首を素早く摑つかむ。そのまま廊下を歩き、階段を下りて一階へ。どこまで行く気なのか、俺をひと気のない方へと牽けん引いんしていく。


　……まあいい。最初こそ面食らったものの、この展開は予期していたから俺は為なすがままにされていた。おそらく昨日自じ爆ばく気味に打ち明けた秘密の口くち封ふうじをしたいのだろう。


　やがて特別教室が並ぶひと気のないフロアに到とう着ちやく。その壁かべ際ぎわに俺を追い詰め、逃にがさないわよ、とでもいうように水谷さんは両手を広げて壁かべにばんと手の平をついた。距きよ離りが近いから、ツンと制服を押し返す彼女の豊かな胸が当たる寸前である。


（……落ち着け、俺。こいつだって今焦あせってるんだ）


　勿もち論ろん、俺は誰にも話すつもりはない。そんな卑ひ怯きような事は頼まれたって御ご免めんだ。だが向こうにしてみれば気になって仕方ない筈はず。それが人の心理というものだからだ。


　もしも自分が水谷詩緒里だったらと仮定し、俺は幾つかの効果的な作戦を考えた。場合によってはそれを教えてやろうと思っていたのだが──。


　やはり彼女は只ただ者ものじゃない。俺の予想を遥かに超こえる提案をしてきたのだ。


「ねえ。わたしと勝負しましょう、柊一君」


「は？　勝負？」思わずぽかん。「勝負って、また何で？」


「決まっているじゃない。あなたが知ってしまったからよ。涼風さんが何も知らないのであれば、この学園でわたしの恥はずかしい秘密を知っているのはあなただけだわ。あなたさえどうにかしちゃえば、わたしは安心して今まで通りの学校生活を送る事ができるの」


「おい、だから言ってるだろ、俺は」


「喋らないでくれるのよね？　凄く嬉しいわ。だけどわたし、ちょっぴり気が弱いところがあるから、言葉だけだと安心できないのよ。あなたは信用できる人だと思うわ。でも冷静に考えて？　わたし達、出会ってからまだ一ヶ月も経たっていないのよ？」


「む。まあ、言われてみればそうか」俺はぽりっと頰ほおを搔かいて、「まだ四月だしな。お前の心配は解るよ」


「ええ。だから柊一君。お願いだから、わたしと勝負してちょうだい。そして負けた方が勝った方の言う事を何でもきくの」


「……いいけどよ」


　大方勝負をして俺が負けたら、何か秘密を打ち明けろと要求するのだろう。お互たがいの切り札を握にぎってしまえば、牽制効果でカードを出せなくなるからだ。


「で、勝負ってのは何をするんだ？」


「男と女が勝負するのよ柊一君？　やる事はアレしかないわ」


「アレ？」


「ＬＯＶＥよ」


　恋れん愛あいっ、と水谷さんは言った。


「れ、恋愛……。だああぁ？」


　凄すごい変な事を言われました。


　冗じよう談だんなのかボケなのか判断がつかずにいたが、意外にもこちらを見つめる彼女の瞳ひとみは熱っぽくて真しん剣けんだ。突っ込みを入れるところじゃないらしい。


「一体何をどうすればいいのか、わたし昨日、一晩中ベッドの中で考えていたの。フェアで、正々堂々としていて、良い事で、それでいて自分の身がきちんと守れる方法よ。そしてとうとう思いついた訳。柊一君、わたしと恋愛勝負をしましょう！」


「恋愛勝負っ？」


　……と言われても、正直俺は目が点である。本当に突とつ拍ぴよう子しもない事を言う人だ。まあそれだけ余裕がないって事なんだろうが、そもそも恋愛って争うような物だったのか？


　激しく混乱する俺に、彼女は決然とした表情でこんな風に語る。


「勉強でも運動でも、それまでの蓄ちく積せきがあるから楽々わたしが勝っちゃうわ。だけどそれってフェアとは言えないでしょう？　だからあえて初体験の恋愛で勝負する事にしたの。ねえ、柊一君。わたしの考え方、何か間ま違ちがっているかしら？」


「いや、間違ってはいないが……」偏かたよってはいるよな、と俺は思う。


　とは言え、何だかんだでこの人、志こころざしは高いのだ。他はさておき、その高潔なスタンスは素す直なおに尊敬できる。欠点のない完かん璧ぺき系より遥はるかに面白い女の子だと思えてきた。


「だが仮にその……何だ。恋愛勝負ってのをするとしてさ、勝利条件は何なんだ？　恋愛ってどうすれば勝ちで、どうすれば負けなんだよ？」


「あら、柊一君。あなたって意外に奥手なのね。そんなの決まってるじゃない。恋愛っていうのは相手を好きになった方が負けなのよ」


「えっ……？」意外な一言だった。「そ、そう、なのか？」


　遺い憾かんながら俺はこの手の事に疎うとい。……恋愛は相手を好きになった方が負けだと？


「そうよ。逆に言うと相手を好きにさせた方が勝ち。これはオトナの世界の鉄則よ。男女の仲はいつだって真剣勝負なの。いつか好きな人ができた時は主導権を握って、詩緒里の魅み力りよくに首くびっ丈たけにさせてあげなさいって、お母さんに口を酸すっぱくして言われてるから」


「ふ、ふーん」


　凄いお母さんだな。それとも俺が知らないだけで、母娘おやこってのは意外とこういうものなのか……？　眉を顰ひそめて考え込んでいると、何を誤解したのか彼女は急にカアアアッと顔を赤くしていく。両手を壁から離はなし、小鳥の如くパタパタと激しく振ふりまくって、


「ちょっと！　何言わせるのよ！」


「何も言わせてねーよっ」


「勘かん違ちがいしないでくれる？　別にあなたの事が好きな訳じゃないわ。これは只の勝負なんですからね！　恋愛勝負よ。好きになった方が負けなんだから！」


「解ってるよ。解ってるからそう羽ばたくな！」


「は、羽ばたいてなんかいないでしょうっ！」パタパタッ。


　そして顔を背そむける完璧系美少女。花の香かおりがする長い髪かみが跳はねて制服の前に流れる。


　まあ何はともあれ、やるしかないか。彼女のフェアなところは好ましいし、最初は目が点だった恋愛勝負という発想もよくよく考えれば理に適かなっている。


　そう、もし本当に秘密を守りたいなら、単純に勝負で相手を負かしても駄だ目めなのだ。負かす事に意味が必要。だからこその恋愛勝負だ。喋らせないようにするには、喋る事で相手が最も不利益を被こうむるようにしなければ。どうすればそれが可能か？　答えはこうだ。


　──自分を好きにさせてしまえばいい。


　秘密を知った者が、秘密を知られた者を好きになる──それが最良の方法だ。何な故ぜなら好きな相手を意味もなく傷つける人間はいないから。好きな相手が苦しめば自分はそれ以上に苦しむ筈だから、頼まれなくても秘密を守り、むしろ積極的に助けてくれるだろう。かくして強固に秘密は守られる。最初は突とつ飛ぴに思えたが、実は割と冴さえたアイデアだ。


「柊一君がわたしを好きで好きで堪たまらなくなって、虜とりこになってしまえば、名目的にも実質的にもあらゆる意味でわたしの勝ちよ。身も守れるし、嬉うれしいし……ううんっ、今のは何でもないわ！　それだけじゃない。生徒会としての目的も果たせるのよ」


「どういう事だ？」


「ハーレム団を解体したいの」彼女は不敵に唇くちびるの端はしを吊つり上げ、「あなたは見たところ、あの集団のナンバー２なのよね？　あなたがわたしの事を好きになって、骨ほね抜ぬきのヘロヘロの言いなりになっちゃえば、あの涼風さんだって絶対手を焼くわ。その機会に乗じてハーレム団を取り潰つぶせる……！　どうかしら。オールマイティな作戦じゃなくて？」


　うーむ、そこまで視野に入れていたとは流石に俺も予想しなかった。だとすれば、勝つために彼女はあらゆる手練手管を使って俺を好きにさせようとするだろう。


（まあ、それはそれで面おも白しろいんだが）


　どうするかな、と俺は顎あご先を摘つまんで考える。──面白いが、やはり勝負をするとなれば負けたくないのが男の本能だ。勝ちたい。それはもう理り屈くつどうこうじゃなく、勝負なら絶対に勝ちたいのだ。だから俺は俺で、水谷さんがこちらを好きになるように挑ちよう戦せんしよう。それが彼女の真剣な気持ちに真しん摯しに応こたえる事にも繫つながる筈だ。……多分。


「良い？　正々堂々とやるわよ、恋愛勝負っ！」


「ああ、何だかよく解わからんが、とりあえずやってやるさ」


　こうして始まった俺と彼女の風変わりな恋愛勝負。それが名状しがたい未み曾ぞ有うのトラブルの引き金になるとはこの時の俺達は夢にも思わなかったのだ……。
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　そんなこんなで高校生活の二週目もばたばたと過ぎていった。十八日、金曜の帰りのＨＲが終わり、教室を出たところで、廊ろう下かで待っていたせしる先せん輩ぱいに声をかけられた。


「やあ、柊しゆう一いち君。ご機き嫌げんは如何いかがかな！」


「え？　普ふ通つうですけど」


「けっこう」


　先輩はそう言って絹糸のような長い黒くろ髪かみにサラサラと細い指を絡からめる。


　が、よくよく見ると先輩の様子はあまりけっこうとは言い難がたい。普ふ段だんより若じやつ干かんご機き嫌げん斜ななめに見えるのだ。他人には解らないだろうが俺はムードで感知できる。


「先輩、どうかしたんです？　いつもと少し様子が違ちがいますが」


「ほほう。解るかね？」


「そりゃ解りますよ。長い付き合いだし」


「コホン。柊一君、わたしは理解のある女だよ。自分で言うのも何だが愛に溢あふれている」


「……は？」


　いきなりの素すっ頓とん狂きような台詞せりふに思わず啞あ然ぜん。意味不明だった。


　すると先輩は一いつ瞬しゆんチラッと切なげな上うわ目め遣づかいで俺を見て、偉えらそうに腕うで組ぐみする。


「大きな愛は些さ事じを物ともしない。人類の歴史を破は綻たんから救ってきたのはいつだって愛の力だよ。そう、わたしは一いち途ずに信じる女だ。一日なら別に構わないし、二日ならば大目に見よう。だが、これが今後も続くとなれば話は些いささか違ってくるのだ」


「と言うと？」何を仰おつしやりたいのかよく解らない。


「きみは昨日と一昨日おととい、ハーレム団に顔を出してくれなかったよね？」


「ああ、その事ですか」


　先輩は顎を引き、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた翠すい玉ぎよくの瞳で俺を見上げ、「放課後ずっと待っていたんだよ？　しかも、きみ。ふわふわのファーと、猫ねこ耳みみを付けてだ」


「ネコミミ……？」


「猫の耳だ！」


　そしてせしる先輩は例の詩的な長ちよう広こう舌ぜつを得意げにふるい始めるのだった。


「ああ、何故人はこうも猫に惹ひかれるのだろう？　それは勿もち論ろん、猫が可愛かわいいからだ。では猫の魅力とは何か？　わたしが思うに猫の可愛げの本質は思うようにならない点だろう。自由奔ほん放ぽう、好きな時に好きな事をし、かと思うと不意ににゅあにゅあと甘えてきたりする。予測できないようで予測できるようで、追えば逃にげて逃げれば追う。まるできみのようなのだよ、柊一君。手を伸のばし、摑つかんだ途と端たんに儚はかなく消え失うせる都会のミラージュさ。まあそれはさて置くとして、件くだんの猫耳カチューシャだね。我々ハーレム団のメンバーは可愛い可愛い猫耳を付け、放課後きみの到とう来らいを楽しみに待ち続けていたんだ！」


「要はコスプレして待ってたって事ですね」


「そうだ」


　偉そうな表情でこくんと素直に頷うなずく先輩。……最初からそう言えばいいのに。


「なのになのに、何だい柊一君！　きみは昨日も一昨日も、部室に来てくれなかったじゃないか。いやはや、焦じらしプレイも程ほど々ほどにしてくれないとね。わたしだって、これでも十六歳の女の子なんだから、若い衝しよう動どうを持て余してだね、ぷんぷん！」


　何だかよく解らないが、二日連続で部室に顔を出さなかった事を責めているらしい。


「や、すみません。実は昨日と一昨日は急用が……」


　と、事情を説明しようとする俺だが、ところがそこは先輩だ。サッと片手を上げて、


「いや、もう解っている。言わなくてよろしい！」


　したり顔でそんな事を言うのだ。


「どういう事です？」解っているとは？


「自明の事は逐ちく一いち説明しなくても良いという事さ。まず一昨日の放課後だが、柊一君。きみは例の水みず谷たにしおりん君と教室に残って勉強していたね？　どちらから誘さそったかは知らないが……まあ十中八九彼女の方に決まっているが……随ずい分ぶんと遅おそくまでやっていたらしい。だからハーレム団に顔を出せなかったんだ」


「はあ。確かにそうです」


　俺は当とう惑わくしつつ頷く。


　──確かに一昨日は水谷さんに誘われて勉強を教えてもらっていた。放課後、教室に残ってゲームをしたり宿題を見せ合ったりしている幾いくつかのグループがあるのだが、そんな集団の一つを装よそおい、彼女は例の恋れん愛あい勝負を仕し掛かけてきたのだ。第一ラウンドは勉強編。


　正直、恋愛勝負で何をするのか全く把は握あくしていなかった俺だが、ここで遅おくればせながら基本概がい念ねんを理解する。人を好きにさせるには幾つかの方法があり、彼女が今仕掛けてきたこれは、要するに能力のアピールだ。自分の得意な事を相手にひけらかし、魅み了りようしようという……何故なら力ある者はそうでない者を惹き付けるからだ。正直、俺は教科書を開いた瞬しゆん間かんに眠ねむくなる方だが、それが勝負なら逃げる訳にいかない。


「わたしは全教科得意なのよね。柊一君はどの科目が苦手なのかしら？」


「あー、やっぱ英語かな……」


「定番ね。いいわ。それじゃ教科書を開いてちょうだい」


　彼女は自信たっぷりにノリノリで俺に英語を教える。実質的には教える体てい裁さいをとっての賢かしこさアピールな訳だが、言うだけあってその授業はとても解りやすかった。


「あなたの一番の問題は単語をちっとも覚えてない事ね。これは流石さすがにダメダメだわ！」


「ダメダメか！」


　解りやすくダメ出しされた。


「多分、暗記に意味を見み出いだしてないんでしょうけれど、最低限の単語は覚えてないとやっぱり苦労するわよ。あなたなら本気出せば絶対できるわ。しっかり覚えなさい」


「だよなあ」覚えなきゃいけないのは解っているんだが。「なあ、何かオススメの覚え方ってないか？」


「オススメ？　えっと、そうね……」


　彼女は素すの表情で上向き加減に首を傾かしげると、「わたしは体で覚えるタイプだから、やっぱり紙に書きながら声に出すわ。へとへとになるまで反復して、疲つかれたらそのまま寝ねちゃう。記き憶おくは眠っている間に定着するそうだから、効率が良いのよ」


　何事にも根こん性じようで突とつ進しんしていく彼女の一途な勉強姿が頭に浮うかんだ。見えないところで地道に努力する、そういうところは素直に見習いたいよな、と俺が感心していると、


「わたしって要領良いでしょう？」彼女は得意げに微笑ほほえんでくるのだ。


　……何だろう。少し可愛いと思ってしまった。が、


（いかんいかん！）


　慌あわてて首を左右に振ふる俺。早くも魅み力りよくをアピールされてどうするのだ。油断大敵過ぎるぞ、と己おのれを戒いましめる俺を不思議そうな目をして彼女が見ている。


　とりあえず、寝る前にゲームばかりやっている俺が攻こう略りやく情報を妙みように正確に記憶しているのは、眠っている間に記憶が定着するせいだとその日初めて知った──。





「コホン！」


「……おっと」


　せしる先輩の咳せき払ばらいに、俺ははっと回想から現実に帰き還かんした。


「とまあ、一昨日はそんな風だが、昨日もだろう柊一君？　またしてもきみはしおりん君と一いつ緒しよだった。先生からプリントのコピーを頼たのまれた彼女を親切にも手伝っていたんだ」


「そうですね。や、何か枚数が多過ぎて困ってたみたいなんで」


　正確にはやられたままでいるのが嫌いやだったからだ。前日のお返しとばかりに彼女を助けて、こちらもきっちりアピール返しをしておいた。これで現状は五分と五分である。


「それにしても先輩、相変わらず凄すごい洞どう察さつ力ですね。探たん偵てい事務所でも開けば大盛せい況きようなんじゃないですか？　名探偵せしるみたいな」


「ふんふん、探偵か」先輩は生き真ま面じ目めに首を横に振りつつ、「わたしはノックスの十じつ戒かいに思い切り反しているからアンフェアのそしりを免まぬかれない。何はともあれ、これでも女としてはしおりん君以上にフェアでありたいと思っているんだよ。わたしは確かに変態だが、女の品格には拘こだわりたいタイプでね。今のところ探偵に興味はない。興味があるのはハーレム団と柊一君の事だけだよ。わたしにとっては愛が全すべてさ」


　All You Need Is Love.


　……良い台詞の筈はずなのに先輩が口にすると別な意味に聞こえてくるから不思議だ。


「愛が全て、と口にする事で、自分が愛情深い女なのだと改めて認にん識しきする。それがベムの自己知覚理論だ。さておき柊一君。きみも愛の城の一員として、部室には顔を出してくれないと困るんだよね。別に毎日でなくても良いさ。ただ、この組織を作ったのはもともときみの……いや、何でもない。とにかく今日は来てくれるんだろうね？」


「行きますよ」俺はボリボリ頭を搔かいて言う。「行けばいいんでしょう、行けば」


　今日は特に用事はないし、先せん輩ぱいが暴走していないか、実は昨日も気が気じゃなかった。


　……パアアッ！


　せしる先輩の美び麗れいに引き締しまった顔が、砂糖菓が子しでも頰ほお張ばったように華はなやぐ。


「け、けっこう！」


　直後に取り繕つくろったような澄すました顔になり、「では行くとしようか」


　ウフフッ、実は今日も些か楽しい趣しゆ向こうを凝こらしてあるのだよ、と偉そうに俺を先導し、黒髪の美少女は揉もみ手をしつつ、スキップせんばかりの足取りで歩き始める。


　そして十分後──。





　　　　◆　◇　◆





「一体何だってこんな事に」俺は低い声で言う。「せしる先輩、これで良いんですか？」


「ハア、ハア……。良い……」


　先輩が火ほ照てった声で切なげな呻うめき声をあげる。


「良いよ、柊一君……ふゃう！　もう少し、力を入れて揉んでくれるとありがたい……」


「こうですか」


「ヒャアァン！　う、うぅ……そうだ。それで良い、きみ……できれば、もっと激しく」


「こうでございますか」


「ンアアーッ？　な、なんで執しつ事じみたいな言い方するんだ、柊一きゅん……。その調子で冷たく囁ささやきながら……あぁ、うぅ、激しく、揉みしだいてくれ……キュウウンッ！」


　俺が何をしているかは先輩の声で解わかってもらえると思う。揉みまくっているのだ。


「先輩、気持ち良いですか？」


「す……凄く」


　気持ち良さのあまり従順になっている先輩。ピンク色に紅潮し、とろんと蕩とろけただらしない顔で媚こびるように俺を見上げる。瞼まぶたが半分閉じかかった今にも涎よだれが垂れそうなその様子は普ふ段だんとは完全に別人で、凜り々りしさも清純さも見る影かげもなく、彼女のクラスの連中に見せてやったら仰ぎよう天てんするに違いない。それをしてやりたい気持ちも少しある。


　ここはハーレム団の部室──。部でもないのに部室というのは変だが、正式名めい称しよう『愛の城』とは呼びたくないから部室と呼ばせてもらおう。まあ部屋の雰ふん囲い気きは良い。中央に広くスペースを取り、窓まど際ぎわに机を向かい合わせに並べて置き、その上には綺き麗れいなティーカップやお菓子。ホワイトボードは壁かべにぴたりと寄せてある。さっぱりと小こ洒じや落れたレイアウトで、例えるなら学園祭の喫きつ茶さ店てんみたいな感じだ。


　そしてせしる先輩はその椅い子すの一つに腰こし掛かけている。俺は彼女の丁度真後ろにいた。


　ぐいっぐいっ。


　肩かた揉み──。


　首から肩にかけて制服の上から少しずつ揉む。親指の腹で、ツボとその周辺の筋肉を押すようにしながら、こりをほぐしていくのがコツだ。


　そう、俺は二日連続でハーレム団に顔を出さなかった罰ばつとして、先輩の肩揉みをさせられていたのである。なで肩で胸が重いから肩が凝るらしい。まあ、男の俺には正直よく解らない話ではあるのだが。


「とは言え」俺は先輩の肩をむにむに揉みながら、「こんな事をしてていいものか……って、勿論俺はいいんですけどね」


　てっきり今日もハーレムのメンバー集めに奔ほん走そうさせられるものと思っていたのだ。確か百人集めるのが目標と言っていたから、勧かん誘ゆう活動はまだまだやらなきゃならない筈だ。


「今日は予備日という事ですから……」


　そう言い、淑しとやかに微笑むのは、横から俺と先輩をうちわで扇あおいでいる浅あさ笠かさみつけちゃんである。和なごむなあ……。浴衣ゆかたに身を包んだ可か憐れんな大和やまと撫なで子しこ。今日の和服コスプレは凄くよく似合っている。清せい冽れつな青地に咲さいた朝顔の柄がらが優やさしげで、将来はこういう嫁よめをもらい心穏おだやかに暮らしたい。かんざしを頭に挿さした江え戸どの町まち娘むすめみつけ──。


「じゃねーよっ！」


「はいっ？」ビクッとするみつけちゃん。


「や、すまない……。今のは自分に突つっ込こんだだけなんだ」みつけちゃんは男である。


　と、そこに横から口出ししてくる者がいて、


「何かねー。二、三日おとなしくしといた方がいいって、せしるんが言うんだよー」


「せしるん」俺は思わず苦笑いする。


「生徒会の方で、ちょっと話題になってるみたいなのれしゅ……って、痛っ！」


　相変わらず滑かつ舌ぜつの悪い素すっ頓とん狂きよう娘かへらへ。彼女もまた和風コスプレ姿でうちわをぶいぶい振っていた。赤い浴衣にミスマッチな眼帯を付けている。そういえば彼女の右目を今まで一度も見た事がないが、まあ、ものもらいが少々長引いているという事で了りよう解かいだ。


　右からみつけちゃんの微び風ふう、左からかへらへの強風。……そう、つまり俺は先輩の肩を揉みながら、みつけちゃんとかへらへに左右から扇いでもらっているのだった。別に暑くはないが、先輩曰いわく、これぞハーレムの醍だい醐ご味みという事だから好きにさせておこう。


「ところで、生徒会で話題になってるって、どういう事なんだ？」


　俺が訊きくと、みつけちゃんが答える。


「会長の剛ごう田ださんは、涼すず風かぜさんとうまくやりたいらしいんです。同じ中学出身ですし、何だかんだで仲も悪くないみたいですから。ただ、その、実は副会長さんが……」


「副会長なんていたのか」


「ちゃんといますよ。まともな人で、しかも……結構やり手みたいです」


　みつけちゃんの話によれば、先輩の件で生徒会の意見は二分しているらしい。裏取引をして放ほうっておこう！　と、堂々と主張する保身の鬼おにこと絶対保守派の剛田会長と、それって生徒会としてどーなん？　という常識的な意見を掲かかげる穏おん健けん派がいて、まあどう考えてもそちらの方がまともだ。勿もち論ろん、水谷詩し緒お里りも穏健派に与くみしている。


　穏健派の中心人物は副会長の藤ふじ枝えだ潤じゆん平ぺいという二年生らしい。性格は温おん厚こうだが、物事の処理能力はずば抜ぬけて高いそうだ。腰こしは低いが、先輩を除けばＩＱは学園で最高値らしい。


「ふーん……。気をつけないとな」


「何かご存知なんですか？」みつけちゃんがおっとりと首を傾げて言う。


「いや、何も。ただ経験則からすると、事を構えたくないなと思って。温厚で腰が低いのに能力がずば抜けて高い副会長なんだろ？」


　学園最高レベルのＩＱという事だが、基本的に知能指数が高い＝他者のために何かする人という訳ではない。それなのに生徒会に属しているのは、多分精神的に成熟しているからだろう。しかも一歩引いて副会長という辺りにＥＱの高さを窺うかがわせる。それがＩＱと兼かね備そなえられているのは割と珍めずらしい事なのだ。どういう人かは知らないが敵対は避さけたい。


　まあ近いうちに調べておくか、と俺は思考を巡めぐらす。先輩に咎とがする事のないようにさりげなく釘くぎを刺さしておいても良いし。


「とりあえず先輩。当面はおとなしくしてるって事ですね？」細い肩を揉みながら訊く。


　そう、俺の目的はハーレム団のけったいな活動が周辺住民の迷めい惑わくにならないように土ど壇たん場ばでストップをかける事だ。これはある意味、理想的な展開なのかもしれない。


　だが先輩から返事はなかった。


「あの、せしる先輩？」


　おいおい、まさかまた悪わる巧だくみしているのか……？　そう思って肩を揉む手を止め、そっと正面方向に回り込んで表情を見てみると、


「くー……」


　せしる先輩は寝ねていました。


「くー……。くー……。くー……」


　物もの凄すごく安らかな寝息を立てている。


　どうやら気持ち良さのあまり意識を失ってしまったらしい。普段は日本人形のように清らかに整った顔が、幸せオーラにふんわり包まれた愛され系の寝顔になっている。長い睫まつ毛げを伏ふせ、ぷるぷるの唇くちびるから蜜みつを思わせる透とう明めいな涎をたらりと一筋垂らし、今にも落ちてしまいそうだ。いや、別に落ちても良いんだが、とりあえずハンカチで拭ふいてあげた。


「ったく、せしる先輩ってば赤ちゃんかよ」


「……いが……」


「ん？」


　今何か言ったぞ？　どうやら寝言らしい。何だか楽しくなって俺はそっと耳を先輩の口元に近づける。すると、


「……えいが……しおりん……あした……」


　ブツブツと、そんな単語が聞き取れた。


　俺は慄りつ然ぜんとした。


（映画？　詩緒里……？）


　今そう言ったよな？　と、俺は眉まゆを顰ひそめて自問する。


　確かに俺は明日、水谷詩緒里と一いつ緒しよに映画に行く約束をしていたのだ。


　まあ映画デートなら心躍おどるところだが、これは純然たる勝負だから甘ったるい物では全くない。話によれば水谷さんは映画が好きでいつも色々見ている。だからそれに詳くわしいところを見せつけ、蘊うん蓄ちく等をアピールしたいのだそうだ。受けて立たない訳にはいかない。


（にしても……。何な故ぜその事が解ったんだ？）


　まあ解った事自体は今は問題ではない。せしる先輩の洞察力なら造作もない事なのだろう。肝かん心じんなのはこちらだ──解っているのにどうして口に出さないのかという点。何故それを起きているうちに俺に問わなかったのか？


　だって寝言に出てきたのは、それだけ心に引ひっ掛かかっているからだ。だからこそ無意識の世界からまろび出てきた訳で。


　先輩は昔から俺にだけは遠えん慮りよしない性格の筈なのだが──。


「……くー……くー……」


　先輩の寝顔は依い然ぜんとして安らかで、そこから明確な感情は読み取れない。


　しばらくして先輩は目を覚ましたが、結局それについて何か言う事はなかった。あまりにも普段通りの態度なので、俺もつい訊きそびれ、毎度の如ごとく金曜も終わってしまう。


　そう、あの寝言が何を意味していたのか、この時の俺には全く解らなかったのだ。





　　　　２




　早起きは苦手なタイプだが、何故か土曜は朝早く目が覚めた。


　いつもより顔を丁てい寧ねいに洗い、頰ほおを張って気合を入れる。マイペースな俺にしては珍しく体に高こう揚よう感があり、今日の映画勝負は負ける気がしない。時間的にはまだ少し早いが戦いは余よ裕ゆうのある者が常に優位に立つ……という事で待ち合わせの場所に向かう。


　ところが二十分も前だというのに、既すでにそこには水谷さんの姿があって、


（あいつ……。早く来過ぎだろ！）


　公園中央の銀色のモニュメントのそばに彼女は立っていた。


　胸むな元もとに乙おと女めなリボンをあしらった爽さわやかな色合いのワンピースに、涼すずしげな白いボレロを羽織っている。肩から小さなバッグをかけて、まるでデートにでも行くような可愛かわいらしい格好だ。……正直輝かがやいていた。行き交かう人々の大半が彼女にチラチラ目をやり、露ろ骨こつに振ふり返って見る者もいる程ほどだ。水谷さんは彼らの視線など全然気にしていないという風にツンと澄すました表情を装よそおっていたが、時折俯うつむき、自分の服装をじっと見たりしている。


　と、そこから少し離はなれた場所に不ふ穏おんな光景を発見。いかにもチャラチャラした柄の悪い男達が互たがいを肘ひじでつつき、彼女を見ながら何か話していた。品のない笑えみを浮うかべて耳打ちし、やがてニヤニヤしながら全員で近づいていく。


（……ふん）


　茶にでも誘さそうつもりなんだろうが、そうはいくか。彼女は今から俺と出かけるのだ。


　植え込みから飛び出し、水谷さんに向かって走った。


「キャアアアア！」


　思い切り驚おどろかれてしまった。


「な、何よぅっ！　何なのよぅっ？　柊一君ったら……」


　手で胸を押さえ、はあはあと息を落ち着けながら、「もぉ、意地悪っ！　突とつ然ぜんびっくりさせないでちょうだいっ」


「や、そんなに驚くなよ……」


　普ふ段だんは制服で隠かくれている彼女の二にの腕うでは間近で見るとドキッとするくらい白くて眩まぶしい。思わず目を逸そらすと、チャラチャラした男達がいかにも詰つまらなそうに舌打ちし、公園の奥へ去っていくところだった。


「まったくもう……。別にそんなに全速力で走って来なくても良かったのに。まだ待ち合わせの時間にはなっていないわ。あなた、十五分も早いわよ」


「うーむ、まあ、そりゃそうだ」確かに十五分は早過ぎる。


　すると彼女はしてやったりという風に、弾はじけんばかりの笑顔を浮かべるのだ。


「な、何だよ？」


「ははーん……？」イタズラっぽく下から俺の顔を覗のぞき込んで、「柊一君、そんなに初めてのデートが……。あっ、ううん、えっと……。そんなにわたしとのデート勝負が楽しみだったのね？　戦意に胸を膨ふくらませて、朝からギンギンになっちゃっていたんでしょう？」


「む」


「やーね。初めてだからって張り切っちゃって。男の子ってこれだから」


　リップで光る唇を嬉うれしげに綻ほころばせ、僅わずかに上気した挑ちよう発はつ的な顔で俺を見上げる。健康的な頰のすべすべ感に思わず見入りそうになるが、ふと気づく事があった。


「でも、よくよく考えたら……お前の方が早く来てたんじゃね？」


　ハッと両手で口を押さえる水谷さん。その顔がじわじわと次し第だいに朱しゆ色いろに染まっていく。


「……い、今来たばかりよ！」物凄く切実な顔になっていた。


「そうなのか？」


「そうよ！　あなた、何か文句があるのかしらっ？」


「別に文句はねーけどよ……」て言うか、そんなに怒おこらなくてもいいだろう。


「もぉ！　柊一君ったら！　もうっ！」


　何だか知らないが、ぷりぷりし始めた。ったく、俺が何をしたと言うんだ。仕方ないので気を逸らすための話題を探す。何か花の香かおりが嗅かぎ取れたので、それについて訊いた。


「なあ水谷さん。この辺、何か良い匂においがするけど、何の花だろうな？　ライラックじゃねーし、沈じん丁ちよう花げじゃねーし」


　せしる先せん輩ぱいが花好きなので、その薀蓄を聞くうちに俺も自然と詳しくなったのだ。あまり男らしい趣しゆ味みではないが、俺は他人に何を言われても気にしないタイプだから大だい丈じよう夫ぶ。


「お花？」


「ああ。何かこう、甘いようなさ……爽やかな香りするだろ。嗅ぎ取れるか？」


　すると彼女はぷりぷりから一転、突然ぷるんっと嬉しそうに唇の両りよう端はしを上げた。


「……解わかる？」


「何が」


「あなたって、やっぱりセンス良いわ」


　水谷さんはほんのり顔を赤らめて微笑ほほえみ、白い歯が僅かに唇から覗き輝く。


「それはわたしの匂いよ」


「……あ？」何だって？


　わたしって、お花の香りがする女の子よ、とでも言いたいのか？　舐なめているのかお嬢じようさん。思わず眉み間けんに皺しわを寄せてしまう俺だが、別にそういう訳ではなかったらしく、


「わたし、今日は新しいボディソープを使ってみたの」


「ん？　ボディソープ？」


「そうよ。自然のエッセンス、取っておきのやつなのよ、これ！」


　彼女はキラキラした笑顔で、自じ慢まんの乳白色の肌はだに手で触ふれながら嬉しげに言う。


「さりげなく香るでしょう？　アプリコットとスイートピーなんですって。綺き麗れいに躰からだを洗って、朝からとってもフローラルなお肌よ。わたし、お風ふ呂ろが大好きなの。今日は入浴後、思わずご機き嫌げんになってしまったわ。風に吹ふかれて、街を歩いているだけで良い気分」


　嬉き々きとして語り続ける完かん璧ぺき系美少女、水谷詩緒里。つまり今日は朝からわざわざ風呂に入ってきたという事か。やれやれ、映画勝負に何もそこまでしなくても良いだろう、と頭では理解しているが、何故か悪い気がしないのが自分でも不思議だ。


「……まあ、アレだな」俺はわざと気のない素そ振ぶりで、「さっさと行こうぜ、映画」


「ええ、良いわ。行きましょう」





　　　　◆　◇　◆





　休日だけあって流石さすがに映画館の入り口は混こんでいた。


「何を見る？」


「うーん、そうねえ……」


　水谷さんは爪つま先さき立だちで顔を上げ、建物上部に並ぶ幾いくつもの看板を見上げる。この界かい隈わいで一番大きなシネコンだから、色んな映画をやっているのだ。


「ねえ柊一君。あなたって、ああいうのが好きでしょう？」


　見ればそれは壮そう年ねん男性の顔アップが渋しぶい、小難しい題名の映画だった。作戦を立てて、騙だましたり騙されたりという所いわ謂ゆるコンゲーム物だ。嫌きらいではないが好きという程でもない。


「いや、俺は別に……」


「あなた、いかにもあの手のオトナっぽい映画が好きそう。柊一君って何かそういう感じだもんね。尤もつとも、そういうあなただからこそ、相手にとって不足ないのだけれど」


　得意げな顔でそんな事を言う。……うーむ、俺は本当はアニメが見たかったんだが。


「まあいいや。それはそうと、水谷さんは何を見たいんだ？」


「えっと、わたしはねえ……。あっ！　あれなんてどうかしら？」


　彼女が指差しているのはＳＦ映画だった。宇宙人とアメリカ軍が対決をするらしい。クリーチャーのデザインがいかにも低予算風で、言っちゃ悪いがＢ級臭しゆうが漂ただよっている。


「マジで？　お前、この手の映画が好きなのか？」


「わたし、この映画に出ている女優さんが好きなの。割と有名なのよ？　絶対可愛いんだから、ホラ、行きましょうよ」


　彼女は俺の手首を摑つかみ、チケット売り場へずんずん歩を進めながら言う。


「ふふん。言っておくけれど、これは勝負なんですからね？」


　意味ありげに不敵な目配せをしてくる。


「薀蓄をひけらかして、自分の映画知識をアピールするのが今日の目的なんだから、肝きもに銘めいじておいてよ？　これでもわたし、あの女優さんの事には凄すごく詳くわしいんだから。今日はいつも飄ひよう々ひようとしているあなたの余裕を失わせて、圧あつ倒とうしてあげるわ！」


　好戦的な台詞せりふをこれでもかと浴びつつ、俺と彼女はホールに向かった訳だが──。





「……ヒイイッ？」


　ビクッ！


「……フアアッ？」


　ビクビクッ！


　始まって三十分経過。水谷さんは今、俺の隣となりの席で殆ほとんど泣き出さんばかりに椅い子すの手すりをギュウッと握にぎり締しめている。スクリーンに展開されるぶっ飛びの衝しよう撃げき映像に圧倒され、怯おびえさせられているのだ。思った以上に刺し激げきの強い映画だったのである。


　……最初のうちはまだ良かったのだ。


　ヒロインはＮＹのクイーンズ区に住む十五歳の美少女。少し東洋系のさっぱりした容よう貌ぼうで、ハイスクールでは一番の優等生だ。近辺に住む男達は誰だれもが彼女に憧あこがれている。


「知ってる柊一君。あの女優さんって、若いけれど色んな映画に出ているのよ？」


　彼女は幾つかの映画の名前を挙げ、それらに出演していると教えてくれた。どの作品のどの演技が良かったとか、そういった詳しよう細さい情報だ。言うだけあって流石に水谷さんは映画に詳しく、その解説を聞いていると、件くだんの女優までが何だか魅み力りよく的に思えてくる。


「うーむ」


「うーむ、って何よ」


「いや、あの女優ってさ。何かちょっとお前に似てね？」


「や、やだ……もぉ！　何言ってるのよ。あなたったら、上手ね！」


「いやマジで、目元のあたりとかさ」


「そ、そんな事……。で、でもどうなのかしら？　実はそれ、友達にも言われた事あるのよね。どうしましょう。何だかヒロインに感情移入してきちゃったかもしれないわ」


　などと、呑のん気きに囁ささやきを交かわしていられたのである。


　ところがだ。しばらくするとムードが一変。路地裏に潜ひそんでいた謎なぞの地球外生命体に嚙かみ付かれたヒロインは何か宇宙的なウイルスに感染し、徐じよ々じよに宇宙人に変貌していく。


「その女を捕つかまえろぉ！」


「こ、来ないでぇ」


　ズバシャアアアアッ！　バシュッ！　ドバッ！　ボシュッ！


「……イヤーッ！」


　そう、ピンチになるとヒロインの口からは自動的に宇宙人の体液が迸ほとばしる。高圧力で放射されるその液により、迫せまり来る政府からの刺し客かくをなぎ倒たおしていくのだ。


　そして今、スクリーンではとうとうヒロインが最終進化し、完全な異形の生命体に変貌を遂とげてしまっている。おいおい、これどうやって風ふ呂ろ敷しき畳たたむつもりなんだ……。


「な、なあ。大丈夫か水谷さん？　何か気分良くなさそうだが」


　スクリーンでは米軍の集中砲ほう火かの中で、ヒロインが緑色の体液を撒まき散らしていた。


「へ、平気！　わたし、これくらい全然平気よ……ヒイイイッ？　やだもぉ、怖こわいぃ」


　彼女が弱音を吐はいたのも当然で、とうとう異形のヒロインが長い触しよく手しゆを口から伸のばし、特とく殊しゆ部隊の屈くつ強きような男達を片っ端から喰くらい始めたからだ。序じよ盤ばんで感情移入していた自分似の女優がこんな事をし始めたら、水谷さんでなくたって鬱うつになるだろう。


「もぉイヤ……。これ怖い、柊一君……」


　彼女は瞳ひとみをキュッと閉じ、細い肩かたをカタカタ震ふるわせている。やれやれ。


「そんなに怖がるなよ」


　俺は隣に座っている水谷さんの手の甲こうに自分の手を添そえた。瞬しゆん間かん、ピクンと彼女の手が跳はねたが、気にしないふりをして強ごう引いんに押さえ込む。──安心させてあげたい。


「只ただの映画だろ。心配するなよ」


「柊一君……」


　彼女の手の甲は陶とう器きより滑なめらかでひんやりしている。ずっと触さわっていたくなる手だ。だが勘かん違ちがいしないでもらいたい。俺は彼女の怯えを和やわらげてあげたかっただけだ。その証しよう拠こにスクリーンで展開される戦せん闘とうシーンに一息がつくと同時に俺はさりげなく手を放し──。


「って、水谷さん？」


「い……いいでしょっ。も、もう少しこのままで……」


　彼女がもう一方の手を素す早ばやく俺の手の甲に載のせている。柔やわらかくも強引な手に挟はさみ込まれて俺の右手はもう動けない。


「……こ、怖いんだもの。仕方ないでしょうっ？」


「俺は別に何も言ってないだろ」


「ふ、ふんだ。あなたの手、意外とゴツゴツしてる。気持ち良いわ……」


　怖いのが苦手な人を放置しておくのは性しように合わない。そのまま二人、顔を赤くしながらしばらく手を握っていた。





　　　　◆　◇　◆





「ンーッ……」


　映画館を出ると、水谷さんは細い腰こしを弓なりに反らして思い切り伸びをした。


「一時はどうなる事かと思ったけれど、映画、良かったわね！」


　良かった……か？　まあ確かに最後はハッピーエンドだったが。映画はご都合主義的にヒロインが元の人間に戻もどって終わったのである。


「ウン、とっても素敵だったわ」


　彼女は深い栗くり色いろの長ちよう髪はつをなびかせて振ふり返り、屈くつ託たくなく俺に笑えむ。その表情は弾はじけんばかりにキラキラだ。普ふ段だんは少し高圧的な──まあそれが魅力的なのだが──態度はすっかり影かげを潜め、今は子供のように素直な雰ふん囲い気き。さっきの映画の衝撃がいつも纏まとっている見み栄えの衣を脱ぬがせたのか。或あるいは完璧系のメイクの下に隠かくされた努力家のメイクの下には、案外こういう無む邪じや気きで明るい素顔があったりするのかもしれない。


　そのまま近くの公園まで、何と言う事もなしに歩く。クリーム色のモクレンの花が青空にフロートするように咲さき乱れ、色しき彩さいのコントラストが爽さわやかだ。


「ねえ、柊一君」


　不意に水谷さんがドキッとするくらい顔を近づけてくる。


「アイスクリーム食べない？」


「お、いーね」周囲を見回すと屋台を見つけた。「あそこで売ってる」


「ウン！　それじゃわたし、買ってきてあげるわ」


　野の兎うさぎみたいに嬉々として駆かけていってしまう。やれやれ、今きっと彼女の中では今日の目的が勝負だという前提がすっかり忘れ去られてしまっているに違いない。映画の内容があらゆる物を吹っ飛ばすインパクトだったから、気持ちは解わからなくもないが……と思いつつ、俺の頰ほおも何故か緩ゆるんでしまうのが自分でも謎だ。多分春のせいだな。


「って、あれ……？」


　俺が目を丸くしたのは、走っていった水谷さんがアイスクリームの屋台をそのまま通り過ぎたからだ。おいおい、一体どこに行く気だ？　と呆あつ気けに取られていると、近くの石段を俊しゆん敏びんに駆け上り、杖つえをついてヨタヨタと階段を上るお婆ばあさんに優やさしく手を貸している。


（あいつ……）


　目ざとい。そして気配り上手と言うか、こういう親切は小さな事のようでいて、実際行動に移すとなると案外難しかったりするものだ。そこを一いつ瞬しゆんも躊躇ためらわずにやってのける勇気と柔じゆう軟なん性せいは素直に凄い。流石は完かん璧ぺき系──ちょっと良いな、と思ってしまった。


　やがてアイスクリームを両手に彼女が戻ってきた。元気に一つを差し出してくる。


「はいどうぞ、柊一君」


　バニラに赤と緑のキャンデーみたいな粒つぶ々つぶがちりばめられたポップな代しろ物ものである。
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「何か……見た目がアメリカンな感じだな」これも映画の影えい響きようか。


「わたしこれ、もともと好きなのよね」


　歩きながら食べてみると所いわ謂ゆるパチパチ系だ。キャンデーが音を立てて口内で弾ける。彼女は育ちの良い猫ねこみたいに目を細めて笑い、悪戯いたずら少女よろしくウインクして、


「お口の中でシャワーが弾けて刺激的でしょう。でも、味はミントで美お味いしいのよ」


「そうだな。旨うまいよ」体にはあまり良くなさそうだが。


「良かったわ」


　楽しげに俺の目を見ながら、ぺろっとアイススクリームを一ひと舐なめ。鮮せん烈れつなピンク色の舌が真っ白な歯の間から蠱こ惑わく的に覗のぞき、思わず見入ってしまったが、そんな俺に気づいたのか彼女はキョトンと目を瞬しばたたき、意味ありげに鼻を鳴らした。そしてこれ見よがしに俺を上うわ目め遣づかいしつつ、ぺろぺろぺろぺろ、美お味いしそうにアイスクリームを舐めるのだ。


「何を見ているの柊一君？　あなた、おなかが空すいているのかしら？」


　もしかしてわたしの分も食べたいの、とからかうように言う水谷さん。……クソッ、見み惚とれるんじゃなかった。


「柊一君って、意外に食いしんぼさんなのかしら。いいわよ、わたしのも食べて？」


「いらねーよ」


　とは言え、これからどうしたものか？　と歩きながら考える。水谷さんはこれが勝負だという事を失念しているようだが、まだ日は高いし、帰りたくない。昼下がりの公園をこのまま散歩勝負と洒しや落れ込こむか。だが散歩ってどう勝負を仕し掛かけたらいいんだ？　って、俺も随ずい分ぶんと彼女の考えに染まりつつある。とりあえず流れに任せて二人並んで歩き続ける。


　やがて噴ふん水すいが見えてきた。


「ねえ、柊一君」


「何だ？」


「あなたの事、聞きたいわ」


　唐とう突とつな発言の意図が解らず、俺は思わず水谷さんの顔を見直した。


「ご、ごめんなさい？」


　彼女は恥はずかしげに頰を染め、ぱたぱたと忙せわしなく手の平を振り、


「少し唐突だったわね。別に深い意味はないのよ？　ただ前からちょっぴり気になっている事があって、学校ではずっとタイミングが摑つかめなかったものだから。このまま黙だまって歩いているのも何だし、少し質問しても良いかしら？」


「ああ、そういう事ね。遠えん慮りよしないで何でも訊きけよ」


　噴水の縁ふちに二人並んで腰を下ろした。


「ええと……」


　口元に手を当ててしばらく言い淀よどんでいたが、やがて彼女は意を決したように、


「あなたと涼風せしるさんって、どういう関係なのかしら？」


　割と意表を突つかれた。彼女の顔は真しん剣けんそのものだから、お遊びではないらしい。が、


「それ、確か前も同じ事を訊かれた気がするんだが？」


「ええ。あなた、あの時は幼おさな馴な染じみだって答えていたわ。別に付き合っている訳じゃない、自分と先せん輩ぱいは只の腐くされ縁えんの幼馴染なんだって」


「それで合ってる」


「わたし、もう少し詳くわしく知りたいのよ」


　どこかひたむきな表情で彼女は言う。


「あの……勘違いしないでね、柊一君？　わたし、別にあなたから涼風さんの弱みを訊き出したいとか、そういう悪い事を企たくらんでいる訳じゃないわ。これはその、何て言うのかしら……。言葉では表現しにくいんだけれど、一種の人間関係として興味があって」


「人間関係？」


「ええ、そう。あなたと涼風さんの間の人間関係。だって、その、何だかとっても……特別な感じでしょう？　あなた達って凄すごく独特な関係だと思うから、もう少し深い部分を聞いてみたいのよ」


　言われてみれば独特ではあるよな、と俺は思う。


　せしる先輩が幼馴染で腐れ縁なのは紛がう事なき事実で、それは噓うそでも何でもないが、水谷さんが知りたいのは更さらに奥にある部分なんだろう。俺自身、そこにある感情を実は整理し切れていない。今まで一度も言葉にした事はないし、まあ言葉にする義理もないのだが、何故かこの時はしてみたいように思って、気が付けばシンプルに言っていた。


「憧あこがれてるかも」


「憧れ！」彼女はびっくりしたように目を丸くする。


「うわ、悪い……。な、何言ってんだ俺。言葉の選せん択たくを間ま違ちがえた。何だろうな？　イラッとする人であり、たまに殴なぐりたくなる人であり、いつか乗り越こえたい壁かべであり、うざい姉みたいな人であり、それでいて守ってあげたい妹的存在であり……って、何だそりゃ」


　自分で言ってて意味不明だった。


　ともあれ、俺の中で巨きよ大だいな存在である事は確かだろう。好きとか嫌きらいとか、そういった感情を超こえた、彼女は常に輝かがやき続ける恒こう星せいみたいな人……。


　なんて言ったら、ウヒヒと揉もみ手をしながら調子に乗りそうだから、慌あわててその想念を追い払はらうが、何だかんだで眩まぶしい程ほどの才能を持っているのは事実。そういう力は理り屈くつを超えて働くのだ。植物が光の差す方に首を向けるように、気が付けば先輩の事を気にしてる俺がいたりして、それが単なる興味なのか、好こう奇き心しんなのか、対たい抗こう意識なのか、何なのか。


「駄だ目めだ。よく解んねーよ」


　俺は首を横に振る。


「昔から色々あり過ぎたし、一言じゃ言えないな。何だかんだで気になる存在としか今は表現できない。……これ、先輩には言わないでくれ。恥ずかしいからさ」


「解ったわ」彼女は生き真ま面じ目めに頷うなずいた。


「何かこう、すっきりした答えじゃなくて悪いな」


「ううん。いいのよ」細い顎あごを引き、はにかんだように俺を見る。「あなた、ちゃんと答えてくれたわ」


「は……？」


　ど、どこが、と俺は若干ぽかんとしながら思う。


「わたし、あなたは凄く誠実に答えてくれたと思うわ。自分にとって恥ずかしい事を変に誤ご魔ま化かしたりしないで、解らない事を解らないと正直に答えてくれた。これって凄く嬉うれしい事だわ。わたしを信しん頼らいしてくれたっていう事だもの。柊一君って勇気があるのね。わたし、感動しちゃったわ」


「おいおい、感動って……」


　おべんちゃらが上う手まいやつだな。そんなにヨイショするなよ、と俺は苦笑いしたが、水谷さんは意外にも本気だったらしい。白いワンピースを春風にふわりと揺ゆらし、両りよう腕うでを後ろで組んで凜りんと胸を反らすと、ふうっと大きく深呼吸して、


「お返しに、わたしの恥ずかしい事も今から全部教えてあげるわね！」


　そんなぎょっとするような事を言うのだ。


　俺は激しく戸と惑まどい、眉み間けんに皺しわを寄せる。「お、おい……。何だよそれ？」


「ふふふっ、わたしにもね、知ってほしい恥ずかしい情報がまだ色々あるのよ」


「い、いいよ別に……。いらねーよ」


　俺はぶんぶん片手を振って、


「恥ずかしいならわざわざ言うなよ！」


「な、何よそれぇーっ？」


　水谷さんは心外だという風にポケッと口を開けた。


「せっかく人が打ち明け話をしようとしてるんじゃない？　あなたもわたしの恥ずかしい話を聞いてちょうだいよ。それがフェアな男女関係というものでしょう」


「はあ？　いや、お前がフェアなのは知ってるよ。でも恥ずかしいネタなら別に披ひ露ろうしなくてもいいだろ。て言うか、聞かされる俺の方がアンフェアに感じちまうよ」


「い、いいじゃない。そうやってお互たがいに自己開示する事で、男女は仲を深めていくものなのよ。お母さんがそんな風に教えてくれたんだもの」


「……お前、お母さんと仲良いな！」


「ええ。うちのお母さん、良い人よっ。色んな事を知ってるわ。お父さんをどうやってオトしたかとか、どうやってぞっこんにさせたかとか、手練手管を詳しく教えてくれて」


「お前のお母さん、教育熱心過ぎ！」


　て言うか、お父さん可哀かわい想そうだな。


　そして彼女の母親がどんな人なのか、物もの凄すごく興味が出てきた。


「と・に・か・く！　わたしが恥ずかしい事を言いたい気分なの。もう止まらないわ。言うから。絶対言うからっ！」


「やめろ。それを聞いたら俺がフェアな気分でいられないんだよ、水谷さんっ」


「んもぉ、何なのっ？　あなたこそいい加減にやめてくれる？　その他人行ぎよう儀ぎな水谷さんって呼び方。わたしはずっと柊一君って名前で呼んでるじゃない。わたしの事もそろそろ名前で呼んでほしいわ！」


「それは別に構わねーよ。詩緒里さん！　これでいいのかっ？」


「良くないわ！　まだ他人行儀な感じがする。呼び捨てにしなさい！」


「ああ？　お前、前はあんなに……」


「いいから詩緒里って呼びなさいよ！　お願い、これはあなただけの特権なんだから！」


「解わかったよ。……詩緒里っ！」と勢いで言った途と端たん、胸の奥が蠢うごめくようにモヤッとした。


「え、ええ。それで良いんじゃない？」彼女もカアーッと顔を赤らめて、「思った以上ね。グッと親密な気分になるわ……。今後はずっとそう呼んでちょうだいね柊一君。ン、それじゃ今から本番いくわよ。わたしの恥ずかしい秘密を洗いざらい全部ぶちまけちゃう！」


「よせって！」


　て言うか、何でこんな展開になっているのだ。こいつ実はドＭなんじゃないのか、と思いつつ、俺は両手でバッと素す早ばやく耳を塞ふさいだ。


「わたしねえ、実は二つ年下の妹がいるんだけど」


「よし、俺には何も聞こえていない」


　固く閉じた貝の如ごとく両耳を手で塞いで抵てい抗こうする俺に、詩緒里がイラッと細い眉まゆをぴくつかせる。──やれやれ、その先は予想通りだ。


　俺の耳を剝むき出しにしようと、詩緒里が白いワンピースをひらめかせて猛もう然ぜんと飛びかかってくる。俺は歯を食い縛しばって腕うでに力をこめるが、詩緒里は俺の腕を摑んだり、捻ひねったり、手ての甲こうを抓つねったり、脇わきをくすぐったりと、イマジネーション豊富なあの手この手で引き剝はがそうと試み、そんな俺達二人を見ながら周囲を行き交かう人々が、


「元気なカップルねー。盛り上がりまくっちゃって」「若いわあ」「青春してるぅ」


　まるで見当外れな感想を述べている。……いや、やってる俺達は必死なのだが。


「……キャッ！」


　と、不意に詩緒里がグラッと後ろにバランスを崩くずした。


　あ、まずい──。度を越して詩緒里の攻こう撃げきが激しいから、些いささか強めに押しのけてしまったのだ。このままじゃ後頭部を噴水の縁に強打する。角度的には丁度そんなだ。


「危ねえっ！」


　獣けものの如く飛びついてどうにか間に合った。躰からだは大きく傾かたむいているが、転てん倒とうは免まぬかれる。


（ふうっ……）


　キャッチしてみて気づいたが、彼女の腰こしは柳やなぎのようで折れそうなくらい細い。この華きや奢しやな肢し体たいが怪け我がをしなくて本当に良かったと思う。


　が、まだ安心はできない。何故かって、詩緒里が俺の首に両腕を回しているからだ。いや、それは単に転ぶのを免れるため、夢中でしがみついてしまっただけなのだが、今の俺達は傍はた目めには正面から抱だき合っているようにしか見えない筈はず。そして俺の腹部に当たっている彼女の胸はひどく柔やわらかい。それが嫋たおやかに潰つぶれているのは、彼女自身が腰を反らせ、強く押し付けてきているからだ。つまりそれだけ今のが怖こわかったんだろう。胸から心臓の鼓こ動どうが伝わり、悪い事したなと思う反面、甘い果実と花のボディソープの香かおりが相まり、白昼堂々俺の理性を行方ゆくえ不明にしようとしている。悔くやしいが抱き心ごこ地ちは最高に良い。


　って、俺は何を考えているんだ、クソッ。──でも仕方ない。確かに俺はマイペースな性格だが、別に聖人君子という訳じゃないのだから。


「素敵……」


「何っ？」


　今の思考が声に出ていたのかと、一いつ瞬しゆん俺の心臓が跳はねる。でも違ちがったらしい。


「な、何でもないっ。わたし、うっとりしてなんかないわ！　ありがとうっ！」


　そう言ってから、ぽうっとした顔の詩緒里は僅わずかに口を噤つぐんで沈ちん黙もく──。


　直後に狼ろう狽ばいしてあたふたと、またもや忙せわしなく俺の耳元でまくし立てる。


「あ、あのっ、勘かん違ちがいしないでちょうだい！　今のは助けてもらった事に対するお礼よ。別に抱きしめてもらったのが嬉しくてお礼を言った訳じゃないわ。こ、これは本当よ。これは本当に、本当の事だから！　わたしはお行儀の良い女の子なのっ！」


　そんなのわざわざ説明しなくたって自明の事だろ、と思うのだが、詩緒里にとってはそうではないのか。花の香りを全身から醸かもし出し、柔らかな胸を潰すように押し付けて強きよう硬こうに言い立てる。何故か俺の首に絡からめた腕をほどく気配は全くない。


　そして。


　冷ややかな声が聞こえたのは、俺の理性が機能不全になる寸前のタイミングだった。


「きみ達、もうその辺にしておきたまえ」


　──せしる先せん輩ぱいが俺のすぐ横に立っていた。





「わああああーっ？」


　詩緒里と俺は弾はじかれたようにバッと物凄い勢いで飛びのいた。──びっくりした。


「……けっこう。公衆の面前でいちゃつくのにも限度というものがある。かく言うわたしの忍にん耐たい力も、あと少しで底をつきそうだったよ！」


　そんな風に言うせしる先輩の口調は穏おだやかだが、明らかにむすっとした顔だ。ブラウスの上にチェック柄がらのショートケープを羽織り、深めにかぶった鹿しか打うち帽ぼうじみたキャップのつばを不ふ機き嫌げんそうに摘つまんで弄いじくり回している。不機嫌な美少女探たん偵ていという雰ふん囲い気きだ。


「涼風さん！」不意に詩緒里が肩かたを持ちあげ、甲かん高だかい声を張り上げる。


「何だね、しおりん君」


「誤解しているようだけれど、わたし達は別にいちゃついてなんかないわっ。わたしと柊一君は今日ずっと勝負をしていたのよ……。そうよっ！　映画を見て、薀蓄を披露する知識比べをしていただけ。それが途と中ちゆうでうやむやになってしまったものだから、気分転てん換かんに公園をぶらついていたのよ。別にデートしていた訳じゃないわっ」


　わたしは完かん璧ぺきで難しい女よ、柊一君なんか相手にデレる訳ないでしょうっ、と顔を赤くして喚わめき立てる詩緒里。……そんな風に表現されると胸がチクッと痛むが、事実は事実だから仕方ない。失念していた本来の目的を、詩緒里もようやく思い出したようだ。


「彼女の言う通りですよ、せしる先輩。俺達は勝負の一いつ環かんとして一いつ緒しよにいただけで、今のは単なるアクシデントだ。転ぶのを事前に防いだだけです」


　すると、せしる先輩は肩を竦すくめ、ふうっと大おお仰ぎように息を吐はき、したり顔で言うのだ。


「知っているかね、柊一君。わたしは愛を沢たく山さん持った女だ」


「……はい？」


「いつも心がけているんだよ。海よりも深く、大空よりも広い愛を持つ女でいたいとね。ふんふん、だって愛は理論上、無限に増ぞう幅ふくさせられる筈なんだから！」


「えーと」俺は啞あ然ぜんとしながら言う。「……何が言いたいんですか、先輩？」


「不ふ貞てい等いくら働いても構わないという事だよ、柊一君。いや、きみくらい魅み力りよく的な男なら、あらゆる女が骨ほね抜ぬきになるのはむしろ当然の事だろう。彼女達の気持ちがわたしには大いに理解できる。楽しみたいなら楽しめばいい。女は女らしく咲さき誇ほこればいい。それでわたしの中の愛が増減する事はないからね。わたしの愛は無限の泉さ。砂さ漠ばくを訪おとずれる旅人を潤うるおす魔ま法ほうのオアシス。そう、現にわたしは今日の逢あい引びき、邪じや魔まなんてしなかっただろう？　柊一君としおりん君がお楽しみの最中……それを知った上で、じっと指を咥くわえ、時々地面を蹴けりつけはしたものの、柊一君が悦えつ楽らくに浸ひたっているならそれで良いじゃないか、人の幸せを喜べる大きな人間になろうじゃないか、と自分にずっと言い聞かせていたんだ」


　きみ達のすぐそばでそれを見ながらね──。


　と、長なが台詞ぜりふを清らかな声で一息に言い放ち、そこで先輩はフウハアと息いき継つぎをした。


　俺は正直ぽかんだ。流石さすがはせしる先輩、一いつ般ぱん人の思考回路とはかけ離はなれている。とにかく今日の事は全て知っていたらしい。探偵じみた洞どう察さつ力で察知し、尾び行こうし、その上であえて黙もく認にんしていたという事か。理由は──愛を沢山持っている？　から？


　……理解は全くできないが、微び妙みように胸の奥がギュッとなった。


「だが、このしおりん君だけは……どうもその、あれだね」


　不意にせしる先輩は桜色の口こう端たんを不敵に吊つり上げる。


「なまじわたしに匹ひつ敵てきする美少女だからなのか、どうも駄だ目めだよ……。流石のわたしも落ち着きを保てない。ひょっとしたら？　もしかしたら？　そんな疑念がどうしても拭ぬぐえないんだ。わたしは分ぶん析せき力には自信がある。女としてここまで本能的な危機を感じるのは、正直生まれて初めてなのだよ。いくらわたしの愛が無限の泉でも、旅人が来なくなっては元も子もない。浮うわ気きしたり、他の女をつまみ食いするのは構わない。むしろ推すい奨しようしよう。だが最後にはわたしという女の港に戻もどってきてくれないと困るんだ！」


「……あー」


　意味不明。迂う闊かつな突つっ込こみを入れられないくらいぶっ飛んだ事を言う人だった。


　そして、せしる先輩はひどく唐とう突とつにこう言った。


「しおりん君、きみに勝負を申し込みたい！」


「勝負……？」詩緒里が大きく目を見開く。「な、何なのよ、突然？」


「突然も何も、きみは勝負が大好きなんだろう？　以前自分でそう言っていたじゃないか。いつ何時誰だれの挑ちよう戦せんでも受けるんじゃないのかい？」


「そ、それは……確かに勝負は好きだけれど」少し自信なさそうに、「内容次し第だいかしら」


（やれやれ。また何を突然頓とん狂きような事を言い出すんだよ）


　俺は正直呆あきれていた。いつもながらまるで思考が読めない人だが、先輩は全身に気合を漲みなぎらせており、妙みように威い勢せいがいい。


「内容は以前と同じで良いよ。ふんふん、また女の子らしさを競きそうとしようじゃないか」


　天を仰あおぐように大きく両手を広げ、にやりと笑んでこんな風に言うのだ。


「お料理勝負だ！」


「何ですって？」


　詩緒里も俺も完全に意表を突かれた。


「料理、即すなわち手作り弁当の味で勝負しよう。柊一君に試食してもらい、どちらが上か判定してもらうんだ。どうだね、文句あるかね？　なかなか楽しい趣しゆ向こうだと思わないか？」


「……ムーッ」


　と、詩緒里はワンピースの裾すそをキュッと握にぎり締しめ、眼光鋭するどくせしる先輩を睨にらんでいる。


「わたしは必ず勝利する。そしてしおりん君、きみには負けたらペナルティを受けてもらいたい。ふんふん、それはだね……。今後しばらくの間、付け髭ひげをして学校生活を送ってほしいのだ！」


「付け、髭……っ？」詩緒里が仰ぎよう天てんして目を見開く。


「些か試ためしてみたい臨りん床しよう実験があるのだよ。要はきみにその被ひ検けん体になってほしい訳だ。付け髭の種類は勿もち論ろん、カイゼル髭だね。まあ百年の恋こいも一瞬で冷めてしまいそうな面おも白しろおかしいやつなのだが、それを付けて生活するきみと、周囲の人々の感情曲線がどのように変動していくのか統計的なデータを取りたい。どうだね？」


（……おいおいおいおい、どうだねって）


　何がカイゼル髭だ。アホなのか？　大体その意図の汲くめなさ過ぎるペナルティ以前に、どうして勝負なんかしなきゃならないのだ。せっかくの心地好よい小春日和びより、詩緒里と俺を訳の解わからない事に巻き込まないでくれ、と突っ込みを入れようとしたが、


「いいわっ。望むところよ！」


　詩緒里は勇ゆう猛もう果か敢かんに人差し指をビシッと先輩に突きつけるのだった。


「わたし、そのお弁当勝負を受けて立つわ！　カイゼル髭なんかちっとも怖くないんだから。覚かく悟ごなさいよ。涼風さん、今度こそあなたをぎゃふんと言わせてあげるわ！」


　……な、何な故ぜだ？　


　何だってそんな風になってしまうのだ、水谷詩緒里よ。好戦的にも程ほどがあると言うか、どれだけ勝負が好きなのか。俺の周りの女達は揃そろいも揃って気が強過ぎる。


　ともあれ、せしる先輩と詩緒里は弁当勝負の詳しよう細さいについて喧けん々けん諤がく々がく、半ば言い争うようにルールの打ち合わせを始め、横からヤメロと言ってもまるで聞く耳を持たない。


　こうしてせしる先輩ＶＳ詩緒里のリベンジマッチが幕を開ける事になるのだった。
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　詩緒里にとっては、その勝負を受ける以外に選せん択たく肢しはなかったという。


「だって涼風さんには一つ借りがあるんだもの」


「何の事だ？」


　休日明けての月曜日。詩緒里は朝のＨＲが終わった途と端たん、机から本を取り出して読み始めた。初心者向けの料理本らしい。彼女の中で既すでに熾し烈れつな料理合戦は始まっているのだ。


「前にわたし、折おり鶴づる勝負で負けてしまっているから、本当なら涼風さんの命令を何でも一つきかなきゃいけないところだったのよ」


　ああ、言われてみれば確かに以前そんな事を言っていたような……。だがすっかり失念していた。俺だけでなく当のせしる先輩も忘れていたんじゃないか？　既に詩緒里に命令する権利があるのだから、先輩にはわざわざ二度目の勝負を挑いどむ理由がない。


　が、それは違うと詩緒里は首を横に振ふる。


「物忘れするような人じゃないわ……。あの人、絶対に覚えてる！　その上でお料理勝負を持ちかけたのよ。涼風さんは変態だし、変人だし、わたしにとっては認めたくない価値観の持ち主だけれど、やり方は正々堂々としてるわ。そこは公平に認めないとね」


「……まあ、それはそうだな」


　先輩は卑ひ怯きような事を嫌きらう。温おん厚こうだがプライドは高い。あの時言い出さなかった事を今いま頃ごろになって持ち出すのは格好悪くて嫌いやだよ──と、そういう風に感じる人でもあるのだ。


「ええ、あなたの言う通りよ。あとは、わたしに対するチャンスの提供という意味もあるんじゃないかしら？」


「チャンス？」


「ええ。最初の勝負の敗北を帳消しにするチャンス」そこで詩緒里は不敵に笑えんだ。「わたしが大の負けず嫌いだって事をあの人は知っているし、だからこそ勝負を持ちかけてきた訳でしょう？　あの人は勝つ気まんまんだけれど、わたしは勝つわよ。そして勝った暁あかつきには最初の負けを帳消しにしてもらって、プラスマイナスゼロの状態にリセットするつもり。そうすればまたお互たがい、貸し借り無しの対等な好敵手同士になるというものだから」


　成なる程ほど、そういう捉とらえ方もあるのか。こういう思考法は相手に対する敬意と、自分への高い評価がないとできない、非常に詩緒里らしい洞察だと言える。


「本当は命令を一つきかないといけないのに、涼風さんが何も言い出さないから助かっていたけれど、本当はずっと心に引ひっ掛かかっていたのよ。それを解消するチャンスをくれた涼風さんは敵ながら立派な人だと思うし、素す直なおに感謝しているわ。だからわたし……」


「うん」


「全力で叩たたき潰つぶす！」


「叩き潰すのかよ」


「足元に跪ひざまずかせてやるわ！」


「お前、どんな料理作る気だ！」


　と、思わず突っ込んでしまったが、そもそも今彼女が読んでいるのは『ド素人しろうとでも料理ができる！』というコピーが付いたいかにも初心者向けの本で、読んでいる項こう目もくも『１・包丁の握り方』だし、これで勝つと言い切るのだから突っ込みどころ満まん載さいなのだ。


　しかし詩緒里はページに落ちた髪かみを優美に搔かき上げ、泰たい然ぜん自じ若じやくとしたものである。


「平気よ。流石にＩＱ面では敵かないそうにないけれど、女の子らしさの勝負ですからね。わたしは絶対負けないわ。これでも女としての潜せん在ざい能力には結構自信あるのよ？　料理については初心者だけれど、対決の日までには最高のお弁当を作れるようになってみせるわ」


　言っておくけれど、お母さんには頼たよらないから、と念を押す詩緒里。解っているって。


　せしる先せん輩ぱいが正真正しよう銘めいの天才なら、詩緒里は差し詰ずめ努力の才さい媛えんだ。──不断の努力が天才に勝つところを俺はこの目で見たい気がする。


「だから柊一君には申し訳ないけれど、勝負の日まではあまり話しかけないでちょうだい。覚えなきゃいけない事が沢山あるし。何より……今は集中したいから」


「だろうな。解ったよ」そして包丁の峰みねに人差し指をかけたら柄えは他の指で包み込むように強く握るといい、と俺は言った。


「なあ、詩緒里」


「何？」ページに目を落としたまま彼女は言う。


「頑がん張ばれ」


「ええ、頑張るわっ！」


　ぱっと嬉うれしそうに顔を上げると唇くちびるを綻ほころばせ、詩緒里は声を弾はずませて言う。


　と、不意に表情を改めた。細い眉まゆを寄せ、思い出したようにボソボソと付け加える。


「だ、だけど誤解しないでね、柊一君……？　わたし、別にあなたのために頑張る訳じゃないんだから……」


「あ？　そりゃそうだろ。自分が勝つためだ」


「そ、そうよっ！　わたしは人に勝つのが大好きな、凄すごく難しい女なんですからね！」


　ふんだっ、と早口でぷりぷり言う詩緒里。その顔は妙に赤く染まっていた。





　　　　◆　◇　◆





　件くだんの弁当勝負の期日は週末の金曜という事である。四時間目が終わったら即そつ刻こく屋上に集結し、両者の弁当のどちらが美味か食べ比べるのだ。勿論ジャッジをするのは俺。せしる先輩と詩緒里がトラブルを起こした際、俺でなくては止められないだろう。


　月曜が終わり、火曜が過ぎて、水曜日が暮れた。


「大だい丈じよう夫ぶか詩緒里？　何だか顔色が優すぐれない気がするが」


「何よ、柊一君。わたし、これくらい余よ裕ゆうだわ。心配なんかご無用よ」


　詩緒里のほっそりした白い指には、日に日に絆ばん創そう膏こうが増えていった。


「なあ、ほんとに平気なのか？」


「ち、ちょっと寝ねていないだけよ。わたしは凄くタフな女なんだから……はぁ、はぁ」


　目の下に隈くまができ、授業中たまにカクンといき、睡すい眠みん不足が丸解りであった。


「あんまり無理すんなよ、詩緒里？」


「む、無理してなんかいないわ。はぁ、はぁ、瞼まぶたが、重いだけ……」


（……やれやれ。こいつ、本当は思い切り料理苦手だったんじゃねーか）


　実は不器用な完かん璧ぺき系美少女、水谷詩緒里。彼女の努力と比例して、疲つかれは見るだに蓄ちく積せきしていく。料理の腕うでがどれだけアップしているかは解らないが、疲ひ労ろうの度合いは濃こく、木曜日には傍はた目めにもくたくただ。いつも凜りんと伸のびている背中が曲がり、料理本から目を上げては眉み間けんをグリグリ指で揉もみ解ほぐし、授業中は高校生にしては育ち過ぎた胸を机にタプンと載のせて休んでいたが、クラスメイトに話しかけられた途端、


「何かしら？」しゃきんと目を見開いて、「わたしはいつも通り元げん気き潑はつ剌らつよ！」


　と、完璧な笑顔を浮うかべてみせる辺り、流石さすがに年季の入った見み栄えっ張ぱりぶりだった。


　一方、せしる先輩はと言うと相変わらず飄ひよう々ひようとしたもので、放課後ハーレム団の部室に顔を出すといつも決まって遊んでばかりいた。……アリとキリギリスの寓ぐう話わが思い出されるところだが、実は先輩は料理が得意で、よく俺に自作の色んな物を食べさせてくれる。


（何だかんだで、またせしる先輩に軍配が上がっちまうのか……）


　勝負の前だというのにあまりにも詩緒里と態度が違ちがい過ぎるが、せしる先輩は椅い子すにふんぞり返り、かへらへとみつけちゃんに団扇うちわで扇あおいでもらいつつ、


「みつけ君、きみはお弁当のおかずでは何が好きだね？」余裕綽しやく々しや涼くすずしげに言う。


「あ、はい。ボクは……サラダが好きです。ポテトサラダとかホクホクしてて好きかも」


「ふんふん、あれは良いよね。温かいうちにバターを入れると、しっとりした感じになって美お味いしいのだ。かへらへ君はお弁当のおかずでは何が好きだね？」


「パン！」


「はっはっ、きみは面おも白しろいなあ」


　本日もいつもの如ごとくファンシーな眼帯を付けた能天気少女かへらへは、ぶいぶい団扇を振りまくりつつせしる先輩とじゃれていた。まるで無む邪じや気きなペットのようだが、実際かへらへは先輩に飼い猫ねこの如く懐なついており、同じクラスの俺と詩緒里の情報を屈くつ託たくなくリークするから、正直ペットより手に負えないのだ。


　そう、後から知った事だが、先週の土曜、詩緒里と俺が映画に行った件を先輩が知ったのも、実はかへらへがポロッと喋しやべってしまったせいらしい。得意の推理で察したのかと思いきや、何と、単に情報が筒つつ抜ぬけだったというミスリードなのだ。……まあ確かにクラスメイトなら、見る聞く知るチャンスはいくらでもあっただろう。


　そう。だからある意味、今回の弁当勝負はかへらへに起因するとも言える。でも今いま更さらそれを指し摘てきしても仕方ないし、日々は風のように過ぎて、やがて約束の日がきたのだ。


　金曜のお弁当対決──。


「ウフフッ、柊一君。今日はきみに美味しい美味しい、せしる特製・超ちよう絶ぜつ倫りん弁当を食べさせてあげよう！」せしる先輩がサッと演劇的に片手を上げて歌うように言うと、


「柊一君、わたしのも凄いわよ。正直、死ぬほど頑張ったわ。詩緒里スペシャル、血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しよう！　わたしの全生命力がこもったお弁当をあなたにご馳ち走そうしてあげる！」


　重い……。


　途と轍てつもなく重々しい台詞せりふと共に彼女達は互いにビシッと指を突つきつけ、視線の火花を激げき突とつさせる。何はともあれ、どちらの弁当もかなり胃にもたれそうだ。


　──ところが、事態は思いも寄らない驚おどろくべき方向へと展開していくのである。





　　　　４




　お弁当対決が行われるここは昼休みの屋上だ。フェンスのそばに敷設された決戦場たるベンチの傍そばには、俺とせしる先輩と詩緒里の三者以外まだ誰だれの姿もないが、まあ四時間目の授業終しゆう了りよう後、速そつ攻こうで制服に着き替がえて走ってきたのだから当然だろう。


　と言うのも先程までやっていたのは体育で、Ａ組とＢ組がグラウンドに集まり、クラス対たい抗こうのリレーをした。徹てつ夜や続きで疲ひ労ろう困こん憊ぱいの詩緒里は目を白黒させつつも全力疾しつ走そうし、体力面だけは人並みな先輩は、いつも同様悠ゆう々ゆうと走っていたが、それは今からする事とは無関係。──スタミナがあろうがなかろうか、出来あがった弁当は既に両者の手中にある。


「それではお弁当対決、始めようか！」


「望むところよ！」


　コイントスをして詩緒里が先せん攻こうを勝ち取った。少しでもお腹なかが空すいているうちに食べた方が美味しく感じる筈はずだから、これは大きなアドバンテージだ。


「ふんふん、それはどうだろうね？」


　先輩は艶つややかな黒くろ髪かみに指を絡からめて泰然自若。先攻を取られても全く悔くやしそうに見えないのは己おのれの弁当に余程の自信があるからか？


　ともあれ詩緒里はベンチにどかっとブツを置き、ランチクロスをするする解いていく。


「……でかっ！」


　中から現れたのは黒光りする特大の弁当箱だった。……どこで売ってるんだこんなの。


「ふふ、おっきいでしょう？　男の子は沢たく山さん食べるってよく聞くから、わたし、色んなおかずをいっぱい作ったのよ。柊一君も意外と逞たくましいから、食欲は旺おう盛せいでしょう？」


　詩緒里は弁当箱の蓋ふたに手をかけた状態で、自信たっぷりに俺を見上げる。


「あなたきっとびっくりするわ。それじゃ開けるわね。どるるるるるる……」


　と、口でドラムロール等したりして、完璧系の異名はどこへやら、らしくもなく詩緒里はハイテンションだ。まあ自信があるのだろう。最初は包丁の握にぎり方も知らなかった彼女がこれだけの自負心を持つに到いたったのは物もの凄すごく一生懸けん命めい頑がん張ばったという事だ。こんなに指を絆創膏だらけにして寝ずに努力したのだし──それを考えると胸が熱くなる。


　そしてついに詩緒里が、えいっと勢い良く蓋を開ける。溜ために溜めての自信作披ひ露ろうだ。


「じゃーん！　これが詩緒里特製のスペシャルお弁当よっ！」


　ところが、俺は目を丸くするのだった。


「……え？」


　俺だけではない。蓋を開けた当の詩緒里もぎょっと目を見開いて凍こおりついている。


　──詩緒里の弁当は、中身がメチャクチャにされていたのだ。


「な、何、これ……？」


　ようやく掠かすれた低い声で呻うめくように言う詩緒里。だがそれはこちらが訊ききたい。どういう事だ？　詩緒里の弁当の惨さん状じようは何と言うか……只ただ事ごとではないのだ。


（どうすりゃこんな風になるんだ？）


　バーでカクテルを作るように何十回も弁当箱を強く振ふったらこうなるのか？　飯めし粒つぶや揚あげ物の衣ころもや野菜の欠片かけら、その他よく解らないグチャグチャした物がミキサーで攪かく拌はんしたように粉々にされ、入り混じっている。普ふ通つうの方法では多分こんな風にならない。常人には思いつかない突飛な行こう為い、もしくは何か特とく殊しゆなテクノロジーを使わない限り……。


（え？）


　瞬しゆん間かんドキッとして俺はせしる先輩の顔を見る。──整った顔から全すべての表情が消え、のっぺりと冷たいドーリーフェイスになっていた。こんな様子の先輩は今まで見た事がない。


「こ、これ……」詩緒里が震ふるえる声で、「これってまさかあなたがやったの、涼風さん？」


　せしる先輩は無表情で黙もくしている。


「ち、ちょっと……。噓うそでしょう？」


　詩緒里は強こわ張ばった顔でぎこちなく言い、その瞳ひとみには薄うすい水の膜まくが張っていた。先さき程ほどまでの自信たっぷりに嬉き々きとしてはしゃぎまくっていた様子との落差が激しく、痛々しい。


「あなたって、こんな事する人だったの……っ？」


　顔を苦しげに歪ゆがめて振り絞しぼるように言う詩緒里の唇は血色を失い、白くなっている。


「せっかく、一生懸命作ったのに……っ」


　正直、俺も激しくショックを受けていた。せっかくの詩緒里の努力が水の泡あわに……。


　いや、しかし冷静に考えれば──詩緒里とせしる先せん輩ぱいとの弁当勝負の件を知っている者にしかこの犯行はできない。


　誰が知っている？　何のために行う？　どうやってやったんだ？　その動機は？


　不確定な事だらけだが、結果として詩緒里の弁当がメチャクチャにされている以上、益という視座から先輩に与くみする人間がこれをした事は明白だ。犯人が俺なんてオチはない。


（待てよ……？）


　俺の心臓が再び跳はねる。四時間目の体育の時間の、とある光景を思い出したからだ。


　……クラス対抗のリレーで走り終わった後、せしる先輩は一いつ旦たん校舎内へ姿を消していなかっただろうか？


（覚えてる）


　そうだ。覚えてるぞ。校内に何かをしに行き、そして十分程で先輩は戻もどってきたのだ。俺は遠目にそれを眺ながめつつ、トイレにでも行ってきたんだろうと軽く考えていたのだが。


　十分あれば、詩緒里の弁当をおじゃんにするくらいの事は可能じゃないか？


「あの時……」訊たずねる声は自分でも思っていた以上に低かった。「せしる先輩、体育の時間に途と中ちゆうでどこかに行ってましたよね？」


　すると先輩は首をパッとこちらに向けて、「きみ、何を言ってるんだ？」


「何って、せしる先輩」


「あれはお手洗いに行っただけだ。それより少し黙だまっていてくれ、思考に集中できない。今は悠ゆう長ちようにしてる場合じゃないという事が解わからないのか？」


　非常事態なのだ、等と先輩はのたまう。珍めずらしく……というより、彼女が俺にこんな強い物言いをする事は滅めつ多たにない。何だっていうんだ？　俺はその心理に思考を巡めぐらす。尖とがった態度というのは要するに内心の疾やましさの裏返し。心の奥というのは表面上の行動と真逆になっているからだ。つまりそれだけ先輩の中で今激しく揺ゆれ動いている感情がある。


（自分のしでかした悪行に、予想以上のショックを受けて……か？）


「せしる先輩っ！」


　気が付けば叫さけんでいた。すると突とつ如じよ先輩は華きや奢しやな躰からだを大きく仰のけ反らせて、


「そうか！　そういう事だったのか！　まんまと……。ああ！　わたしともあろう者が。まさかそんな仕組みだったとは！」


　な、何なんだ？


「ええい、あいつ……！」


　と、せしる先輩は黒髪を激しく搔かき毟むしりつつ、ブツブツと意味不明な事を呟つぶやいている。


　そして突如自分の弁当をベンチに無造作に置くと、身を翻ひるがえして走り出したのだ。


「ちょっと！　逃にげるのっ、涼風さん？」詩緒里が先輩の背中に向かって絶ぜつ叫きようするが、


「黙りたまえ、今はそれどころではないっ！」


　せしる先輩は屋上出入り口へ向かい、詩緒里の事など一いつ顧こだにせず凄すごい勢いで走っていく。あっという間に逃げられてしまった……。





　なあおい、と声をかけても反応しない。詩緒里はぽけっと完全に放心状態だった。


　気持ちは解る。弁当を無茶苦茶にされ、今までの努力を全て踏ふみ躙にじられて──。打ちひしがれた彼女は両足に力が入らない。顔色は真っ青になり、塗ぬりつぶされたかの如きフラットな目に変わって、へなへなとコンクリートの床ゆかにへたり込んでしまう。


「わたし、頑張ったのに……」


　らしくもない、惨みじめな呟き声を奏でる。


「あんなに頑張って作ったのに……。わたし、涼風さんとフェアな勝負ができると思って今日を楽しみにしていたのに……」


　悔しい、と詩緒里は呻くように言う。


「あんまりよ。わたしの頑張りは……こんな風に柊一君の前で、侮ぶ辱じよくされるために積み重ねてきたんじゃないのに……」


　ぽたっ、ぽたっ──。


　悔しさが堪こらえ切れなくなったのか、コンクリートの床に涙の雫しずくが落ち、幾いくつもの丸い染しみを作る。詩緒里は目元を擦こすり、しくしく啜すすり泣いていた。凄く……可哀かわい想そうだった。


　俺は自分の気持ちを持て余す。どうしてこんな事になっちまったんだ。せしる先輩は何な故ぜこんな真ま似ねを。この胸にわだかまる変な感じはどこから──。


（……クソッ！　何だって言うんだ！）


　そして気づく。俺は内心、詩緒里の頑張りに期待していたのだ。凡ぼん人じんの努力が天才を上回るか、その結果に多大な興味があったんだろう。だからこそ、この勝負がふいになり、自分でも首を傾かしげる程に落らく胆たんしている。


（だって詩緒里は信じられないくらい、滅め茶ちや苦く茶ちや頑張っていたんだ。……そうだろ？）


　こんな形で勝負が流れていなければ勝てたかもしれない。或あるいは負けていたかもしれないが、土俵にすら上がれないというのは明らかに間ま違ちがっている。


「……立てよ、詩緒里。先輩を追いかけるぞ」


「エッ？」


　直接コンクリートに女の子座りしたまま、泣き濡ぬれた瞳で俺を見上げる詩緒里。思いがけないその色っぽさに一いつ瞬しゆんドキッ──って、おい。今はそんな場合じゃないだろう。


　俺は床にへたりこんでいる彼女の手をそっと引っ張り、優やさしく立ち上がらせた。


「謝らせようぜ。こんな結末じゃ全然納なつ得とくできない。何があったのか知らないが、まずはせしる先輩に謝らせよう。後の話はそれからだ」


「柊一君……」


「だって、こんなのまるで筋が通ってねーだろ。やって良い事と悪い事がある」


　正直、今も首を傾げずにいられないのだが──せしる先輩がここから逃げ去ってしまったのは疑いようの無い事実なのだ。逃げた者は追いかけなければ。そして、らしくない事をしでかした釈しやく明めいなり謝罪なりをしてもらい、後の事はそれから考えればいい。


「解ったわ」


　詩緒里はこくんと頷うなずく。その顔に健康的な赤みが差し、みるみる生気が漲みなぎっていく。


「確かにわたしがこの程度の事でやられっぱなしになってるっていうのも変な話よね。そうよ！　わたし、普ふ段だんならもっと強気に出ている筈……。疲つかれていたせいかしら？」


「いや……。疲れとは関係なくね？」


　ともあれ、照れ臭くさそうにぎこちなく笑う詩緒里の顔は何故か朱しゆ色いろに染まっている。


「そうかしら」


「そうだよ」


　あんなに頑張って作った弁当が水すい泡ほうと化したから力が抜ぬけてしまっただけだろう。だがその努力は無む駄だなんかじゃない。俺はグチャグチャになった詩緒里の弁当に手を伸のばすと、無造作に一ひと塊かたまりを摘つまみ──見た目かなり残飯じみた代しろ物ものだが──ぱくっと口に放ほうり込んだ。


「あっ、柊一君！　それダメッ……」


　知った事か。もぐもぐもぐもぐ、俺は轟ごう然ぜんと咀そ嚼しやくして。


「旨うまいっ！」


　なんて代物じゃないなこれは……。


　まず過ぎだった。シェイクされただけが理由ではなく、きっと詩緒里は根本的に料理が下手なんだろう。危あやうく吐と瀉しや物をぶちまけそうになったが、どうにか堪えて俺は笑んだ。


「旨いよ。て言うか、こんなに美お味いしい物は食べた事ない。流石さすがにお前、完かん璧ぺき系って呼ばれるだけあるな。詩緒里の作った、このよく解らない物、最高の味だよ。後で残さず全部食わせてもらう。凄く楽しみだ！」


　詩緒里の瞳にじわじわと涙なみだが溜まっていくが、愁しゆう嘆たん場ばを演じるのは今でなくても良い。


「行こう。まずはせしる先輩を捕つかまえて、謝らせるんだ」


「……そうね」涙と生気で瞳をキラキラ光らせて頷き、走り出した。


　俺達の脚きやく力りよくなら先輩に追いつく事は可能だろう。





　　　　◆　◇　◆





「いた！」


　意外にもせしる先輩はすぐに見つかった。屋上から階段を下りてすぐの廊ろう下かの角を曲がると、一年Ｂ組の教室から飛び出してきた先輩と鉢はち合あわせしたのだ。


（Ｂ組の教室なんかで何してたんだ──？）


　が、それについて考える間もなく詩緒里が鋭するどい声で叫んだ。


「待ちなさい、涼風さんっ！　あなたにどうしても言いたい事が」


　しかし先輩は冷然としたものだ。詩緒里に感情のこもらない無機質な一いち瞥べつを投げ、


「それどころじゃないと言っているだろう」


「せしる先輩っ！」堪たまらずに俺も叫ぶ。


「柊一君、ついて来ないでくれ。正直、わたしにも何が起こるか解らないんだ！」


　余程動転しているのか、まるで意味不明な事を言うせしる先輩。何が起こるか解らない？　解らないのはこっちの方だ。どうしても説明してもらうぞ。


　そう、こんな時だからこそ気づいた事がある。俺にとって先輩がどのような存在か。


　──変な幼おさな馴な染じみ。天才で変人で変態で、実は密ひそかに憧あこがれているかもしれない。


　だがそれだけではないのだ。


（やっと解った。俺はいざという時、どうにかして先輩に勝てる男でありたい）


　こういう事が起きてみて自分の気持ちが淀よどみなく腑ふに落ちる。あらゆる意味で自由過ぎる人物──天衣無む縫ほうのせしる先輩が暴走モードに入ったら普ふ通つうの者には止められない。こうと決めたら誰だれの言う事にも従う人じゃないからだ。もしも止められるとしたら、それは昔からいつも一いつ緒しよにいた幼馴染の俺だけだろう。俺にしかできないのだ。


（要するに、俺はいざという時、先輩を毅き然ぜんと止められる男になりたいって事だ）


　何故ならそうする事が、最終的に先輩を各種トラブルから守る事に繫つながるからだ。彼女をいつもの安全セーフテイモードに戻す。──守ってあげたいから。だから今は俺が彼女に勝ち、こっぴどくやり込めるしかない。頭を冷やさせ、反省してもらわなければ。


「待てよ、せしる先輩っ！」


　無言のまま長い黒くろ髪かみをなびかせて逃げ続けるせしる先輩の背中を、俺と詩緒里は全力で追いかける。正直すぐに追いつけると思っていた。先輩は別に足は速くないからだ。


　予想が外れたのは、逃とう走そう経路が意外な冗じよう長ちよう性せいを含ふくんでいたせいである。


（何をやってるんだ……？）


　どういう思考下の行動か、せしる先輩は隣となりのＣ組の教室に飛び込むと、そのまま教室内をわたわたと駆かけ抜け──弁当を食べている生徒が驚きよう愕がくで目を白黒させている──そして何をするでもなく後ろのドアから出て行くのだった。


（攪かく乱らんしてるのか？　それにしては妙みような感じだが）


「クッ……どこなのだ？」何か呟いているが、せしる先輩の意図は窺うかがい知れない。


　次は隣のＤ組の教室だ。先輩は先程と同じように前のドアから飛び込むと、室内を駆け巡り、また後ろのドアから何をするでもなく出て行く。順じゆん繰ぐりに一年生の教室全すべてを経由するつもりか……？　玖く百ゆ合り学園高等学校の校舎は三階建てで、３Ｆに一年生、２Ｆに三年生、１Ｆに二年生の教室が集まっている。だがそれを巡る事にどういう意味があるのかが解わからない。ともあれ──。


「よし、詩緒里。挟はさみ撃うちにするぞっ」


「解ったわ」


　詩緒里に指で挟きよう撃げきの合図をし、俺は速すみやかに経路を離はなれる。先輩はＥ組の教室に入ったが、俺はそのまま廊下を先行して出口のドアで待ち受けた。案の定その読みは当たって、


「先輩、もう逃げられないぞ」


　挟み撃ち成功。教室後ろのドア付近でせしる先輩と相対した。俺が前に立ち塞ふさがっているが、先輩の後ろからは詩緒里が迫せまっている。


「柊一君。わたしは今、こんな悠長な事をしている場合では……」


「だったらさ、俺達に何をしたいのかちゃんと教えてくれよっ」


「それを説明している暇ひまが……ええい」困ったように小首を傾げて、「けっこう。ならば仕方ないね。秘密兵器を使うとするか！」


「え？　秘密兵器……っ？」


「ふんふん、こんな事もあろうかと、先さき程ほどから準備しておいたのだよ」


　シークレットウェポンと書いて秘密兵器。うーむ……それはちょっと、と思わず言いたくなる。先輩が普ふ段だん解放する事なくどこかに隠かくし持っているであろう、秘蔵のエイリアンブレイン的技術。それを出されたら正直、無事でいられる自信は無いのだが。


　──言葉のマジックだった。


「あっ？」


　狼ろう狽ばいした一瞬の隙すきをつき、先せん輩ぱいが吹ふき抜ける風の如ごとく真まっ直すぐ俺に突とつ進しんしてきたのだ。


「ウフフッ、油断大敵だよ、柊一君！」エメラルドの瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせて。


　やれやれ、今のは得意のはったりだったのか。ブラフで隙を作り、ここを突破しようという。小こ賢ざかしい真似するじゃないかと思い、俺は突つっ込こんでくる先輩を受け止めようと、うおおっと勢い良く前に飛び出す──。が、


　そっちが本当の罠わなだった。


　先輩は瞬しゆん時じにバックステップ、俺をすかすように後ろに下がる。油断大敵と言われればまさしくその通りだ。クソッ！　気がはやっていたので接近を察知できなかった。──いつの間にか俺の背後から忍しのび寄っていたやつらがいて、俺が飛び出そうとしたタイミングでラグビー選手のようにタックルを仕し掛かけたのだ。そのまま肩かたやら腰こしやらに荒あら々あらしくしがみつき、俺の動きは封ふうじられてしまう。しかもそいつらは尋じん常じような連中ではなく。


「な、何なんだぁお前ら……？」


「イーッ！」


　……悪い意味で尋常じゃなかった。


　どこに待機していたのか、それは全身をピチピチの黒いラバースーツで覆おおった変態的な怪かい人じん達だ。戦せん闘とう員いん風とでも言えばいいか、いやまあこの際何でもいいのだが、でっぷり横に広いやつと、ひょろっと縦に長いやつと、ちびっこいやつの計三名。被かぶっている黒いマスクの目と鼻と口の部分がくりぬかれており、どこかで見た事があるようなないような。


「紹しよう介かいしよう。ハーレム団の新メンバーだ」先輩が得意げに両手を広げて言う。


「えええ……？　この人達、俺らのお仲間なのっ？」


「ふんふん、屋上から離り脱だつすると同時に彼らに緊きん急きゆう招集をかけていたのさ。一号君、二号君、三号君！　ここは君達に任せたよ！」


「イーッ！」


「イーッ！」


「イーッ！」


　……掛かけ声はまさしく何かの戦闘員だが、その腕わん力りよくは並みではなく、しがみつかれた俺の体はビクともしない。その隙にせしる先輩はまんまと俺の真横を通り過ぎ、廊下に出ていった。流石のお手並み、鮮あざやかなものだ。俺は微かすかな溜ため息を吐つき、


（やっぱり普通の方法じゃ、せしる先輩は止められないか）


（先輩の裏をかくような作戦が──或あるいはトリックが必要だ）


　そこでようやく詩緒里が追いついてくる。


「ち、ちょっと……。何なのよ、その人達はっ？」


　彼女の足はぴたと止まり、先輩を追えずにいる。戦闘員にしがみつかれた俺の目前で眉まゆを顰ひそめ、あんぐり口を開けていた。


「あ、あなた達、校内でそんないかがわしい格好して良いと思ってるわけ？」


　微び妙みようにずれた事を言っているのはそれだけ詩緒里も呆あつ気けに取られているからだろう。


「……て言うか、お前らあれだろ」俺はジト目で言う。「大おお久く保ぼと、ノッポと、力士だろ」


　すると彼らはビクッ！　ぶるぶると激しく首を横に振ふって、


「ち、違ちがう！」と戦闘員Ａ。


「ちげぇよっ！」と戦闘員Ｂ。


「ちちち、違いますぅーっ！」と戦闘員Ｃ。


「狼狽してる！　全員明らかに狼狽してるっ」と俺。


「「「イーッ！」」」


　……図星のようだ。やれやれ、しばらく大久保達の姿を見ないと思っていたら、まさかこんな特訓をさせられていたとは。言いたい事は色々あるが、今はやめよう。


「聞け、詩緒里。この変態三兄弟は俺が食い止めるっ。お前は先に行け！」


「エッ？」はっと目を見開く詩緒里。「な……何よ柊一君っ？　あなた自分の身を捨てるつもり？　わたしを助けるために、まさかここで死ぬつもりなのっ？」


「死なねーよ！　こいつらを足止めするだけっ」


　その隙にお前は先輩を追いかけろ、と言おうとしたら、


「ふふ、やーね。冗じよう談だんに決まってるじゃない」


　と、微笑ほほえまれる。……何なんだ、俺の周りの女は気が強くて不ふ謹きん慎しんなやつ揃ぞろいだ。


「あなたが変態さん達のお相手をしているうちに、わたしは涼風さんを追つい跡せきすればいいのね。了りよう解かいよ。任せておいて、柊一君！」


「頼たのんだ」


　変態さんのお相手……俺と戦闘員が揉もみくちゃになっている横を詩緒里は素早く通り過ぎていく。彼女が教室を出る寸前、俺は背中に声を投げた。──閃ひらめいた事があったのだ。


「なあ、詩緒里っ。確か生徒会室は二階だったよな？」


「そうよ」足を止め、不思議そうな顔で振り向き、「それがどうかして？」


　よし。


「だったら──絶対に先輩を中に入れさせるな」


　詩緒里はキョトンと目を瞬しばたたいた。細い首を訝いぶかしげに傾かしげて、


「えっと……。それ、どういう事？」


「悪いが、今は言えない。後で説明するから、とりあえず何も訊きかないで実行してくれないか。せしる先輩が生徒会室に入る前に、どうにかして追いついてくれ」


　多分この階を全て巡めぐったら先輩は階段で二階へ行くだろう。ダイレクトに一階に下りる事がないと判断する理由は、こうやって三階に立ち寄り、つぶさに教室を巡っている事と、その目的が何であるかは不明だが、未いまだ達成されたようには見えない事の二つだ。


「柊一君、何か考えがあるのね……？」


　怪け訝げんな顔をしていた詩緒里だが、決断の素早さは特筆すべきものだった。


「解ったわ！　何とか生徒会室に入れないように頑がん張ばってみる！」


　詩緒里は今度こそ教室を出ていき、先輩を追った。待ちなさぁーいという声が廊下にこだまする……。ともあれ、これで仕込みは終わりだ。後はこの変態三兄弟からどうにか離脱するだけなのだが、


「なあ、お前らさ。ちょっと手とか放してくんね？」


　ソフトに頼んでみたが、ぶんぶんぶんぶん、強きよう硬こうに首を横に振られる。……まいった。こいつらをどうにかしないとせっかく閃いた策略を実行できない。


　だが、そこで思いもよらない助け舟ぶねがあったのだ。


「どうもー」


　最も寄よりのドアから見知らぬ男子が入ってきて、こちらに片手を上げる。俺は思わず目を瞬いた。……だ、誰だこいつ？　そいつは随ずい分ぶん身長が高く、少し癖くせっ毛けで日に焼けており、顔立ち自体は整っているが、遊んでいる風と言うか、どうにもワルな雰ふん囲い気きだ。


「誰あんた？」と俺は訊く。


「あ、自己紹介が遅おくれました。僕は生徒会副会長の藤ふじ枝えだ潤じゆん平ぺいって者ですけれども」


　副会長？　それがどうした、と眉を寄せて三秒後に俺ははっとする。──こいつか。


　確か生徒会の穏おん健けん派とかいうやつだ。藤枝潤平。常識力と温おん厚こうな人ひと柄がらと優すぐれたＩＱを持ち、せしる先輩の酔すい狂きようを黙もく認にんしようとする保身の鬼おにこと剛田生徒会長に待ったをかけた人物……という認識で良いのだっけ？


　とりあえず彼の有能さの噂うわさを聞き、ハーレム団は勧かん誘ゆう活動を一時自じ粛しゆくしていたのだ。


「良かったら、お助けしましょうか」


　ワルそうな雰囲気の藤枝だが、意外にも低姿勢である。


「……何でこんな計ったようなタイミングで出てきたんだ？」俺が訊くと、


「あ、それは勿もち論ろん、涼風せしるさんの動向に気を配っていたからですよ」


　藤枝副会長はさわさわと照れ臭くさそうに己おのれの腹部をさすって言う。


「その手の事を見かけたら、すぐ携けい帯たいに連れん絡らくが来るよう、ホットラインを作ってまして」


　どうやら噂通りのやり手らしい。ハーレム団の活動を自粛していたのはやはり妥だ当とうな判断だったのか。まあ今後どうなるかは知らないが、今は助けを借りるしかないだろう。


「でも、どうやって助けてくれるってんだ？」


「いやー、情報収集してますからね」藤枝潤平は信しが楽らき焼やきの狸たぬきの如くポンとお腹なかを叩たたき、「涼風さんと同じ方法を使うまでです。さあ、浅笠君！　出番が来ましたよっ」


「はーい！」と廊ろう下かから可愛かわいらしい声。


　意外にも藤枝が合図した途と端たん、教室に入ってきたのは浅笠みつけだった。前もって待機させていたらしい。よくよく見ると廊下の遠くの方には地味に佇たたずむもう一人の姿もある。


「お、おいおい」俺の頰ほおをたらっと汗あせが伝った。


　女の子みたいに愛らしくピタッと壁かべに背中をつけ、首だけこちらに向けて遠くから俺を見ているのは、愛らしいとは言い難がたい頑がん健けんな体格の大男、剛田生徒会長だった。


　ジーッ……。


　だが俺と目が合った途端、サッと目を逸そらす剛田会長。──その相変わらずのヘタレぶりには思わず乾かん杯ぱいしたくなったが、まあ彼も生徒会長として藤枝の有能ぶりが気になっているらしい。実際ハーレム団であるところのみつけちゃんに協力を仰あおぐという掟おきて破りの方法をとってくる辺り、藤枝潤平は相当な知ち恵え者なんだろう。ともあれこの構図、校内の奇き人じん変人実力者が集結して事態を収めようとしている訳である。


　そして混迷は一声で終わりを告げた。


「大久保さんっ、今の自分の格好をご自分で見てみたらどうでしょうかっ！」


　そう言って、懐ふところから取り出した手鏡を戦闘員に向けるみつけちゃん。……効果はてきめんだった。戦闘員一号大久保、二号ノツポ、三力号士はこぞって冷れい却きやくスプレーを吹きかけられた昆こん虫ちゆうの如く固まり、押さえ付けていた俺の体を解放し、やがてその黒いラバースーツに包まれたぱつんとした淫みだらな体がプルプルと微び弱じやくに震ふるえ出す。そして──。


「「「イーッ！」」」


　お気の毒に……。三人は悲鳴をあげてどこかへ逃にげ去っていったのだった。





　　　　◆　◇　◆





　唐とう突とつだが、カリギュラ効果という言葉をご存知だろうか？


　まあ、俺も以前せしる先輩から教えてもらっただけなのだが、その意味するところはこうである。『やめろと言われたらやりたくなる』。つまり、禁止された事は必ず実行したくなるという──決して開けないでくださいと言って玉手箱を渡わたす乙おと姫ひめ様の所業が思い出されるが、俺が閃いた作戦もそれを利用したものだ。


（先輩を生徒会室に入れさせるな──）


　その意味は逆なのだ。


　勿論、詩緒里が馬ば鹿か正直にそれを口に出して言う事はないだろう。だが人間は言葉よりも視覚や聴ちよう覚かくから様々なメッセージを受け取る。


　メッセージの発信者は誰だれか？　表情はどんなか？　行動は？　仕草は？　そういった事から豊富な言外の意味を受信しつつ、俺達は日々コミュニケーションをしているのだ。


　そう、あの利発なせしる先輩の事──たとえ詩緒里が言葉に出さなくても、いや、詩緒里の性格を鑑かんがみてむしろ言葉に出さないからこそ、生徒会室に近づかせないようにしている事を敏びん感かんに察知するに違いない。これはせしる先輩と詩緒里について精通している俺ならではの作戦。そして案の定、俺の予想通りに事は運んだのだ。





　せしる先輩が息せき切って廊下を駆かけてくる。無造作に生徒会室のドアに手をかけた。


「ふんふん、ここには本来立ち寄る予定はなかったが……ムッ？」


　ガタガタッ──。


　実際、部屋の入り口から軽く見るに留とどめるつもりだったのだろう。


　が、今は興味津しん々しんだ。先輩は室内に足を踏ふみ入れ、そろそろと奥に迫せまっていく。その理由は生徒会室のロッカー内から小さな物音が聞こえたからだ。以前、生徒会長が身を潜ひそめていた狭せま苦くるしい掃そう除じ用具入れだが、あのインパクトの大きな出来事の既き視し感かんが興味を増加させている。ロッカー内で控ひかえめな揺ゆれがあり、気のせいかと思わせておいて、また少し揺れる。餌えさを躍おどらせて好こう奇き心しん旺おう盛せいな魚を誘ゆう惑わくする、俺は釣つり師になった気分だ。


「そこにいるのかっ？」


　せしる先輩が威い勢せいよくロッカーを開け放った。


　が、そこにあったのは──。


「携帯電話？」


　バイブレーション！　とせしる先輩が口にした瞬しゆん間かん、勝負は決まっていた。廊下の角から様子を窺うかがっていた俺が室内に突入し、素早く彼女に後ろから抱だきついたのだ。


「せしる先輩、捕つかまえた！」


　先さき程ほどみつけちゃんから借りた──まあ誰の物でも良かったのだが、携帯のバイブ機能だけをＯＮにしてロッカー内に仕込んでおいたのだ。この餌をうまく使い、部屋の奥まで誘導してしまえばもう逃げられない。そう、俺が生徒会室を選んだのは入り口＝出口が一つしかないからだ。また、このロッカーは剛田会長の件もあり、曰いわくありげな雰囲気を演出するのにもってこいだったという理由もある。


　作戦が物の見事に成功し、本当なら快かい哉さいを叫さけんでいてもおかしくないところだが、


（それにしてもせしる先せん輩ぱいの髪かみ……すげえ良い匂においがする）


　やれやれ、現実はこうだった。


　躰からだが熱くなり、ともすればクラッとくる頭に必死に冷静さを呼び起こす。俺はせしる先輩に後ろから抱きついているから、艶つやのあるサラサラした黒髪や真っ白な首筋が鼻に直接当たるのだ。俺の理性が意味もなく吹ふき飛びそうになっているのは、彼女から立ちのぼる花のような甘い香かおりのせいなのだろうか。俺が手に力をこめるたび、細くそれでいて柔やわらかな彼女の躰はびくんっびくんと敏感に仰のけ反るかの如ごとく震えて、


「あ、ふぁうんっ……」


「ち、ちょっと先輩、変な声出さないでくださいよ」


「ウ、ウフフッ……。さ、流石さすがだよ柊一君。きみの思考パターンを読んで予測はしていたが、まさかこれ程の気持ち良さとは思わなかった。突然現れてわたしの心をさらい、快楽を与あたえて倒たおす──発想の勝利か。気持ち良さでわたしを従わせようという作戦は、確かにゲーム理論で言うところのナッシュ均きん衡こうにのっとるものだ。やはりきみは凄すごい」


　何を言っているか全然解わからないが、彼女がくびれた腰こしを恥はずかしそうにもじもじと俺の下腹部に押し付けてくるので……ウグッ、そんな事をされると更さらに変な気分になる。俺は必死に冷静になろうとした。彼女の肩かたに自分の顎あごをめり込ませ、氷より冷たい声でピンク色に染まった可愛い耳に囁ささやく。


「とにかく、もう逃げられませんよ、せしる先輩。観念するんだ」


「…………」


　ただでさえ赤くなっていた先輩の頰が、より恥ずかしげに真っ赤に染まっていく。


「柊一君……。きみってば、本当に……にくい男だね」


「何の事です？」


「逃げるも何も、どのみちわたしは柊一君からは……。あ、いや、そんな事より今はあれだ。もっと、その」


「もっと？」俺は必死の思いで冷静に言う。「もっと何ですか？　どうすれば良いのか、きちんと声に出していってください」


「し、柊一君……きみは本当に天然の女殺しだな。もっと、こう、ギュッとだね……」


「もっと大きな声で」


「ギュッと強く抱だきしめて、気持ち良くしてください！」


「解りました。力をこめればいいんですね？」ギューッ。


「ああぁーっ！」


　感かん極きわまったような嬌きよう声せいをあげるせしる先輩。ハアハアと息を荒あらくし、清せい楚そな顔を興奮に火ほ照てらせて、これ以上ないくらい嬉うれしそうな顔をしながら啜すすり泣くように言う。


「……わ、わたしはやはりきみにだけは勝てないのだな……。逆らえないんだ」


　と、そこで後ろからボソッと冷たい声がした。


「……なーにやってんのよ」


　平へい坦たんな声で淡たん々たんとした突つっ込みを入れたのは、ようやく追いついてきた詩緒里だった。


「まったく。生徒会室に涼風さんを入れるなって、こういう事だったのね……」


「ああ、そういう事さ」流石は詩緒里だ、当意即そく妙みようとはまさにこの事。「要するに、おびき寄せて捕まえる作戦だったんだよ」


　ところが詩緒里は意味ありげにふうっと息を吐はき、そらっとぼけちゃって等と呟つぶやく。


「いいわ。だったら手伝ってあげる」


　その後の彼女の行動は心底俺の度ど肝ぎもを抜ぬいた。先輩を押さえ込んでいる俺の背中に今度は詩緒里が物もの凄すごい勢いで抱きついてきたからだ。そして俺越ごしに先輩にしがみつく。


「お、おい、詩緒里いいいっ？」


　何で？　意味不明だ。そしてわざとではないのだろうが、ふくよかな何かが俺の背中に思い切り当たって柔らかに潰つぶれている。


「か、勘かん違ちがいしないでちょうだい！　見れば解ると思うけれど、これは涼風さんを逃がさないように押さえ付けてあげているのよ。一人よりも二人の方が効果があるわ。これって冷静で合理的な判断でしょう？」


「成なる程ほど！　そういう事か！」


　って、いやいや、合理的と言えば合理的だが、だったら俺の背中越しにではなく回り込んで先輩を前から抱きしめた方が良かっただろうが。まあそこまで考える余よ裕ゆうがなかったのかもしれないが、とにかく今の俺はエロいサンドイッチみたいな状態だ。先輩を背中から抱きしめつつ、俺の背中には詩緒里が抱きついて、花の香こう気きの中で窒ちつ息そくしそうだ。


「な、なあ詩緒里っ！　せしる先輩もどういう事なんだよおっ？」


　両者共に答えない。わざとではないのだろうが、豊かな胸のふくらみを挑ちよう戦せん的に俺の背中に当ててくる詩緒里。それに加えてせしる先輩もより大だい胆たんに腰をくねらせつつ、俺の下腹部に押し付けてくる。どこもかしこも柔らかく、エロく知的でプライドの高い淑しゆく女じよ二人が前から後ろから一生懸けん命めい、俺の躰に色んな物を当てるのでパニックになりかけるが、


（落ち着け！　そもそも俺は何をやってるんだ……？）


（何をって、これは先輩を逃がさないようにしているのだ）


（そして逃がさないようにしている理由は……）


　我に返った。


「とにかくせしる先輩、詩緒里に謝ってくれっ」本題を切り出す。「一言でいいんだ。さっきの事を詩緒里に謝ってほしい。後の事はそれからだっ！」


「柊一君、わたしは何も……？」


「頼たのむ。お願いだから、せしる先輩っ！」


　叫ぶように言う。何な故ぜなら事態はそれでしか収拾できないからだ。すると先輩はエメラルドの澄すんだ目を瞬しばたたいてチラッと俺の顔を見た。幻げん惑わく的な緑の瞳ひとみがじっと俺を見つめる。綺き麗れいだった。先輩はしばらく何か考え込むように沈ちん黙もくしていたが──


「……そうか、ごめんなさい」


　やがて呟くようにそう言った。




[image: ]


　俺は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた。


「ごめんなさいっ」


　先輩はもう一度はっきりと言葉に出して言った。室内に不思議な沈黙が漂ただよった。


　謝罪のあまりの素す直なおさに詩緒里も拍ひよう子し抜ぬけしたらしい。しがみついていた手を放し、俺からぷよんと身を離はなす。必然的に俺も先輩の華きや奢しやな躰をリリースした。色んな意味で肩かた透すかし。生徒会室にぼんやりした空気が満ち、晴れて自由の身になったせしる先輩はヨタヨタと足を引きずるように歩き、一人部屋を出て行こうとする。


　ドアをくぐる寸前、彼女は振ふり返った。曰く表現しがたい目つきで俺達を一いち瞥べつし、


「全部わたしが悪かったのさ。わたしの負けだ。すまなかったな……」


　半ば放心していた俺と詩緒里に穏おだやかにそう言い残してせしる先輩は去っていく。


　そう、暴走はもう止まったのだ。





　──かくして天才ＶＳ完かん璧ぺき系の勝負は、完璧系の勝利で幕を閉じたのだった。




　エピローグ







　先輩が生徒会室からそそくさと去り、ひとまず事態に終しゆう止し符ふは打たれた。放心して身動きできずにいた俺と詩し緒お里りだが、昼休み終しゆう了りようの予よ鈴れいの音ではっと我に返る。


「うん。これで良かったのよね。全すべてはこれで」


　詩緒里は気を取り直したように制服にかかっていた深い栗くり色いろの髪に指を絡からめると、そのまま優美に搔かき上げてサラリと後ろに流した。


「あなたのおかげで気が済んだわ。今回の勝負は言うなればわたしの勝ちね」


「まあ、そんなもんだな」俺は頷うなずいてみせる。それはそれで良い事の筈はずだからだ。


「だけど……」


　そう言って詩緒里は不意に俯うつむいた。恥ずかしそうにほんのり頰ほおを朱しゆに染めながら、


「只ただの幼おさな馴な染じみだって言っていたけれど、あなたってやっぱり、その……」


　上うわ目め遣づかいでチラチラと何か意図のありそうな視線を俺に送るのだ。俺は戸と惑まどう。


「やっぱり何だってんだ？」


「あなたって……その、涼すず風かぜさんの事が」


「先輩の事が何だよ？」


　沈黙──。かなり長い間待っていたが、詩緒里がその先を言う気配はない。


「なあ。どうでもいいが、そろそろ行かないと五時間目の授業に遅おくれるぞ？」


「ば……ばかっ！」


　何故か罵ののしられた。おいおい、これくらいで目くじら立てるなよ、と言おうとすると、


「あなたなんかキライよ！」


　……何だ？　突とつ然ぜん嫌きらわれてしまった？


　詩緒里は艶つやめく唇くちびるを引き結び、素す早ばやく俺に接近してくる。意表を突く反応速度だ。俺のすぐ傍そばで背筋を真まっ直すぐ伸のばし、顎を反らしてキュッと爪つま先さき立だちした。


　驚おどろいた。


　柔らかに濡ぬれた張りのある彼女の唇が、一いつ瞬しゆんプヨンッと俺の頰に押し付けられたからだ。


　これって──キスだよな？　だが嫌きらいな相手に何故こんな事をする。頭が白くなり、ひたすら目を瞬く俺に、詩緒里は顔を赤らめて興奮気味にこんな事を言うのだ。


「しちゃった！」


「しちゃったって……」俺は戸惑いながら言う。「な、何を？」


「何をって、キスに決まってるでしょう。唇と唇じゃないけれど……。いけないっ？」


　いけないなんて言ってない。俺はそれをした理由を訊ききたいのだ。


　あ、これはもしかすると例の恋れん愛あい勝負の駆かけ引きの一つだったりするのか？　その可能性は否定できないが、普ふ通つうはここまで躰を張れないような気もする。


（或あるいは詩緒里のやつ、まさか俺の事が本気で好きだったりするんじゃあるまいな？）


　だから勝利の高こう揚ようのあまり、思わず衝しよう動どう的な口付けを──。


（いや……落ち着け。それはない。いくら何でもそれは自じ意い識しき過か剰じようってものだ）


　客観的でマイペースなのが俺のウリなのだ。真相を解明しようと思考していると詩緒里の顔が更にじわじわと赤く染まっていく。やがて焦じらされて我が慢まんできなくなったように、


「ば、ばかぁぁっ！　何かもっと、良い反応をしてちょうだいよねっ！」


　そして詩緒里は生徒会室から物凄い勢いで走り去っていったのだった。……正直、彼女の行動は読み解くのが難しい。尤もつとも、そこが甚はなはだしく魅み力りよく的である事は否定しないが。


「って、呑のん気きな考えに耽ふけってる場合じゃないな」


　俺はかぶりを振って生徒会室を出た。それがどこかは知らないが、行かなくてはならない。どうしても気になる事があるからだ。





　　　　◆　◇　◆





　突とつ然ぜんだが思い出話をしよう。


　家が隣となり同どう士しという事で、物心つく前から俺とせしる先せん輩ぱいは一いつ緒しよにいた訳だが、一番古い思い出は幼よう稚ち園えんの頃ころのものだ。


　今でこそ神秘的なエメラルド色の瞳をしたせしる先輩だが、幼稚園時代は瞳の色が赤だった。何故かは不明。突とつ然ぜん変異という事だから、とにかく生まれつきだ。ウサギみたいな目だとか、怖こわいとか、よく同じタンポポ組の園児に怯おびえ交じりの陰かげ口ぐちを叩たたかれていた。


　だが、当時の先輩の性格はそれ以上に尖とがっていたのだ。


　朝のお集まりが終わり、自由遊びの時間になると、一人園内の遊び場に出て、木の棒きれで地面に数式を書き付けつつ、孤こ独どくにブツブツ意味不明な事を呟き続けている。


　危ない、怖い、厳いかめしい、理解不能の異常な人物──。


　そう言った意味もこめて天才せしると当時から呼ばれていた。彼女の笑うところを誰だれも見た事がない。当然、他の園児達は近づこうとしないが、時折通りかかる呑のん気き者ものの首根っこを摑つかまえ、彼女は情なさけ容よう赦しやのない質問を浴びせるのだ。


「きみ、マクスウェルの方程式は知っているだろう？　電磁気学の基底を為なす方程式の一つだ。曲線、ひ歪ずみ面を幾き何か学がくで取り扱あつかう事が可能なように抽ちゆう象しよう化した座標の書き込みが可能な場を用いれば、簡単に表記する事ができる。いいかい、ここに書いてある式を見たまえ。F=dA,dH=-J,お次はこっちだ。dF=ddA=0,dJ=-ddH=0,さあ、ここまでくれば続きは言わずもがなだろう。解いてみたまえ」


「ボ、ボク……」


「どうした、早くしないか。この棒で地面に書きたまえ」


「ボク……ぽんぽんいたいよー」


「ふん！　ならばさっさとトイレにでも駆け込むがいい！」


　まあ、今は大らかなせしる先輩にも思い遣やりに欠けた時代があったのだ。


　当時の俺は幼稚園の年少組だったが、相手に理解できない分野で人を威い圧あつする横暴な黒くろ髪かみ幼女に良い感情を持ってはいなかった。隣の家の女の子、ヤなやつだなー、と幼心に思い、孤こ立りつするのも当然だと考え、家でも幼稚園でも接せつ触しよくしないようにしていた。


　その信条が変化したのは、とある夜の事だ。


　自宅。ジュースを飲み過ぎて夜中に目を覚ましたその晩、トイレから帰ってくる途と中ちゆうでふと窓の外を見た。──そこにせしる先輩の姿があったのだ。


　隣りん家かのブロック塀べいの上に腰こし掛かけ、四歳の彼女は黙だまって夜空を見上げていた。深い藍あい色いろの空に煌こう々こうと月が浮うかび、それに照らされる整った横顔が闇やみに浮かび上がるように白い。夜風に黒髪がなびいて、綺麗だな、と子供心に強く思ったのを覚えている。そして彼女の横顔が何故かとても儚はかなげに、消えてしまいそうに切なげに見えた事も。


（もしかして……）


　良い物や美しい物は時として理り屈くつを超ちよう越えつし、人に真理を悟さとらせるという。


（あの子、もしかして寂さびしいんじゃないのかな。だからいつもあんな風に……）


　気がつけば俺は庭に出て、隣の家に向かい歩き始めていた。塀の上から俺の姿を見とめたせしる先輩は、最初びっくりしたように赤い目を丸くして、


「きみは隣の……」それから皮肉っぽく目を細める。「ふん！　風か邪ぜをひくぞ。家の中に戻もどりたまえ。子供はとっくに寝ねる時間だろう」


　今なら、あんただって子供だろうが、と端たん的てきな突つっ込こみを入れるところだが、その時の俺は何も言わずにブロック塀によいしょよいしょと懸けん命めいによじ登ったのだった。


「ええい、きみは馬ば鹿かなのか？　わたしの言葉が理解できないのか？」


　口では勝てないと本能的に解わかっていたから、俺は何も言わなかった。ただむすっとした顔で彼女の隣に座っていた。塀の上で、時折足をぶらぶらさせたりなんかして。


「ええい、何なんだい、きみは……。訳が解らない。これだから子供というやつは！」


　ちぇっ、と俺は小さく舌打ちをする。


　本当は馬鹿にされるのは好きじゃないのだ。女に言い負かされるのも好きじゃない。


　でも仕方ないじゃないか。


　笑え顔がおが見たいと思ってしまったんだから──。


　誰も自分の事を解ってくれないって寂しいものだ。怖い事だ。怖がっている者は他人を怖がらせずにいられない。


　だけど。


　それがどうした。天才？　理解不能の人物？　だから何だってんだ。たとえ解ってあげられなくても、傍そばにいてあげる事はできるだろう。恐おそれるものなどあるものか。


　ひたすら無言を貫つらぬく。しばらく先輩はうだうだと何か小言をのたまっていたが、無む駄だだと悟ったのか、そのうち何も言わなくなった。そして俯いた。辺りは静かになった。


「……ねえ、きみ。日ひ野の柊しゆう一いち君だったよね」


　やがて、ぽつりと彼女は言った。


「きみは……わたしが怖くないのか？」


「ぜんぜん」と俺は言う。


「こうして一緒にいて、恐きよう怖ふを感じないのか？」


「ぜんぜん」


　本音を言えば、若じやつ干かんビビっていた。いや、それは先輩についてじゃなく、高いブロック塀の上にいる事から来るものだったかもしれないが、しかし澄すんだ夜風に吹ふかれ、二人並んで静かに月を見ていると、そんな事どうでもよくなってくるから世の中って不思議だ。絹糸みたいな黒髪が夜風にサラサラなびき、やがて彼女はあどけない顔を俺に向ける。


　そしてくすっと微笑ほほえんだ。そら見ろ、笑顔が見られたぞ、と俺は思った。


「うむ、解った！」せしる先輩は言った。


「何が？」


「つまりきみは」彼女は何だか嬉うれしそうな声で、「凄すごくマイペースなやつなんだな！」


　……はあ？


　その時は意味が解らなかったが、後に色んな人にそう言われるようになったから事実なんだろう。とにかく、先輩が笑うようになったのはそれからである。


　以来、俺達は何と言う事もなく常に一緒にいるようになった。まあ彼女が勝手に迎むかえに来て、門の前で待っているのだから仕方ない。俺はご指し摘てき通りマイペースなやつだし、せしる先輩と一緒にいる事で誰に何を言われようが、どういう目で見られようが全然気にならなかった。そうしているうちに周りも皆みな慣れた。


　そう、もともとは俺の酔すい狂きようから始まった、幼馴染の腐くされ縁えんなのである。


　俺は彼女と共に年ねん齢れいを重ねていくうち、同年代の男子より若干動じない性格になり、先輩もまた緩ゆるやかに変化していった。俺に解りやすい意思伝達を試し行こう錯さく誤ごする過程で、他人にも同様の配はい慮りよをするようになったらしく、言わばこれは怪け我がの功名だ。感情の安定がそれをもたらしたのか、或いは全く異質な原因か、俺と今のような関係が構築できた頃には、彼女の赤い瞳ひとみは何故か綺き麗れいなエメラルドの色に変わっていたのだった──。








　……と、ここまでは昔の話だが。


（どうも気にかかる）


　今、俺は玖く百ゆ合り学園構内を出て、駅とは逆方向の緩やかな坂道をきょろきょろしつつ、早足で歩いている。午後の授業は思い切りさぼったが、そんな事はどうでもいい。


「どこに行ったってんだ？」


　Ａ組の教室にせしる先輩が戻っていなかったから、俺は速そつ攻こうで捜さがしに出たのだ。


（さっきのあの雰ふん囲い気き……）


　胸むな騒さわぎと妙みような緊きん張ちようが高まってくる──詩緒里に意外なくらい素直な謝罪をして生徒会室を一人で出て行った先輩。あの物悲しい背中が昔の記き憶おくを呼び起こしたのだ。幼よう稚ち園児の頃、誰とも交わらずに孤こ高こうを貫いていた時みたいな寂しいあの雰囲気……。そう、彼女は時折あんなムードを纏まとう。そしてその後しばしば途と轍てつもない出来事が起こるのだ。


（思い返せばあの夜もこんな感じだった）


　一年前のあの日──。


　先輩が一年分の記憶を失う事になった例の事件があった日も、先さき程ほどみたいな雰囲気だった気がする。いや、絶対にそうだった。クソッ、何な故ぜもっと早く気づけなかったのか。


　あの日、朝から先輩は様子が変だった。元気がないと言うか、何か思い悩なやんでいる風と言うか……だが先輩は多かれ少なかれいつも変だし、折りしもその日は物もの凄すごい暴風雨。台風じみた強風が吹きすさび、だからそのせいで気分が優すぐれないのだと俺は考えていた。


　──そうじゃなかった。


　嵐あらしは夜になっても一向に止やむ兆候がなく、うるさくて寝られない。どれだけ激しい降りなんだよ、と何気なく窓の外を見ると、隣の家を出て行く人ひと影かげがあった。


（え……？）


　せしる先輩だった。この雨の中どこへ行くんだ？　緑のレインコートを着込み、人目を忍しのぶように、どこかへたった一人歩いていく。


　時刻は午前一時。只ただならぬ予感を覚えて俺は雨あま合羽ガツパを羽織り、先せん輩ぱいを追いかける。また変な事をするつもりか？　それにしても俺に何の相談も無しに行くなんて……。


　人なんか誰も歩いていない嵐の中を延々と歩き続けた。余程切せつ迫ぱくしているのか、どれだけ歩いても先輩は後を追う俺に気づかない。そのまま住宅地を抜ぬけて、やがて裏山へ。肌はだ寒ざむい。ザワザワと威圧的な音が頭上で響ひびく森の中、ぬかるむ真っ暗な山道をどこまでも憑つかれたように登っていく。


　途中、何度も先輩に声をかけて事態の説明を求めようと思った。だが邪じや魔まされたくないからこそ、彼女はこんな夜中に一人で出かけた訳で……だが心配だというのも確かな訳で、どうするべきか逡しゆん巡じゆんするが、まあいい。今はひたすら歩くしかないのだろう。その頃ころになると何時間も歩いた疲ひ労ろうのせいか、俺も異様な精神状態になりかけていたのだ。


　そして山頂に辿たどり着いた。


　俺は我が目を疑った。


　先輩は山頂でレインコートにバサバサと激しい風を受け、天を仰あおぐように大きく両手を広げている。そして彼女の視線の先にあるのは──。


（……ＵＦＯ？）


　解らない。理解しがたい異常な光だ。


　真っ暗な嵐の上空を覆おおう幾いく重えもの分厚い雲の隙すき間まから、黄金色に輝かがやく光の球体が顔を出している。その光は途轍もなくでかかった。俺の家より確実にでかい。何と言うか、巨きよ大だい化した光のウニのようだ。帯電しているのか全く別な事象か、糸のように細い光の帯を放射状にパリパリと連続的に噴ふき出している。こんな物を見たのは生まれて初めて。


　何が何だか解らないが、とにかく。


　本気でやべえ、と俺は思った。


「せしる先輩ーっ！」


　大声を張り上げて彼女に向かい走った。


　彼女は心底驚おどろいたという風に目を見開いて振ふり返り、


「柊一君、どうしてここにっ？」


　俺は驚きよう愕がくした。──何年ぶりに見るだろう、先輩の両目がルビーの如ごとき赤い瞳に変色していたからだ。目の色を変えるような事態、なんて考えてる場合じゃない。


「とにかく先輩、逃にげないと！　雷かみなりに打たれます！」激しい光の中で叫さけぶ。


「ん？　空電は大した障害にならない」


　先輩は妙に冷静に答えたが、その後はっとして振り絞しぼるような大声で言う。


「いや、そんな事より柊一君！　すぐにここから離はなれてくれ。まずいんだ！　今ここは危険なエリアなんだよ。今からわたしはこれを処理しなければならない。自分の発明をこれ以上やつらに悪用されるのは御ご免めんだからね。誰だれにも使えないようにしなくては……」


「何言ってるんですか」激しい雷らい雨うでよく聞こえない。「先輩、あの怪かい物ぶつみたいな光は何なんですかっ？」


「これは新しいタイプの……。いや、そんな事を言ってる場合ではない。危ないんだ！」


　──その通りだった。


　直後に光の細い棘とげが数本迸ほとばしり、俺の背後で地面が爆はぜる。体が浮いた。土砂と泥どろ水みずと石と何だかよく解らない物が周囲に飛び散り、強風が吹き荒あれる。空中に放ほうり出され、俺は強く岩に背中を打ちつけ、息ができなくなる──が、直後に自分が驚いた。俺は自分も信じられない異常な瞬しゆん発ぱつ力りよくで一秒後に起き上がり、凄すさまじい勢いで先輩へ走っていたのだ。


　守ってあげなくては！


　それ以外何も考えていなかった。


　が、俺が彼女に辿り着く寸前、事態は呆あつ気けなく終わりを告げる。


　せしる先輩が天に向かい、すっと右手の人差し指を立てた。


「《廃はい棄き》」


　光の塊かたまりに静かにそう告げた。次の瞬しゆん間かん、全ては魔ま法ほうの如く収まった。


　巨大な光はふっと電球を落としたように暗くなり、後には信じられない事に何も残っていなかった。全く何にもだ。『消失』。どういうテクノロジーなのか、それは完全に消えてしまったのだ……。空にはただ黒雲が垂れ込めているだけ。激しい嵐は何故か収まり、静かな雨が辺りにさあさあと降り続いている。


　そしてせしる先輩は力ちから尽つきたように、その場にばしゃんと前のめりに倒たおれた。


「せ、せしる先輩っ……？」


　俺は駆かけ寄り、脈がある事を確かめた。気絶した彼女を背負って下山する。麓ふもとで救急車を呼び、要領良く病院に運び、命に別状はないと言われた時は不覚にも涙なみだが……。いや、こんなの俺らしくないが、事実は事実だから仕方ない。


　せしる先輩はしばらく入院する羽目になり、部分的に記憶を失っていたが、生きていればそれだけで僥ぎよう倖こうだろう。記憶等この先いくらでも取り戻もどす機会がある。


　……と思い、何だかんだで記憶が回復する事なく今日まで来てしまったのだが、それが一年前の事件の全すべてだ。何を意味する出来事なのかは俺にも解らない。訊きこうにも当の先輩が覚えていないのだから、致いたし方ないだろう。


（それにしても、何だってこんなに昔の事ばかり思い出すんだ……）


　胸騒ぎが止まらない。俺はひたすら走り回る。て言うか、どこまで来たんだ？　流石さすがに遠くまで足を運び過ぎた感があり、眼前の川にかかる橋は渡わたらずに引き返そうと思う。


　が、そこでふと川辺に体育座りして、じっと水面を見ている後ろ姿が目に入った。


「いた……！」


　まったく、こんな所まで来ていたなんて！


　あの艶つややかな長い黒くろ髪かみ、どんなに離れていたって俺はすぐに見分けられるのだ。心配かけさせるんじゃねえよ、と大きな溜ため息を吐つき、ようやく見つけたせしる先輩に向かって俺は河か川せん敷しきを飛び越こえ、背の高い草を搔かき分わけながら斜しや面めんを滑すべり降りていく。








「せしる先輩！」


「む？　柊一君じゃないか」


　せしる先輩は顔を上げて不思議そうに俺を見る。その表情はひどくうかない。川原に体育座りして背中をまるめたまま、少し悲しげな声こわ色いろでこんな事を言うのだ。


「……何故だ？　きみは、わたしの事が嫌きらいになったんじゃないのか？」


「はい？」


「心変わりしたんじゃないのかい？」


　おいおい、らしくない事を言うなよ、と思う。


「何を卑ひ屈くつになってるんですか。ったく。俺が先輩の事を嫌う訳ないでしょう」


「エッ？」


　途と端たんにせしる先輩の沈しずんだ表情が、小さな花が咲さくようにパアアアッと綻ほころんでいく。


「何か誤解してるようですけどね。俺は先輩の事を全然嫌ってなんかいません！」


　本音だ。好きかどうかは知らないが、嫌いという事は絶対にない。


「だ、だがきみはっ……」


　先輩は清せい楚そな顔を赤らめ、きゅんとしたようにモジモジと身じろぎしながら、


「さっき、わたしの言う事を信じてくれなかったぞ……？　詩緒里君の弁当が滅め茶ちや苦く茶ちやにされた例の事件、わたしが無実なのに犯人だと決め付けて強引に謝らせたんだ。無理やりの行こう為い……。わたし、悲しかったよ。とうとう愛あい想そをつかされたのだと……。まるで要いらない女だと通告されたような気分だった。『自分は本妻に詩緒里君を選ぶ、お前は火遊びするための一夜妻にすぎなかったのだ、やはり色んな意味で若い女の方が気持ち良いからな！』と、まるでそう言われたような気持ちだった……」


「そこまで思おもい詰つめるのっ？」


　いくら何でも過か剰じようだろ……。どこまで正規分布の外側で思考するのだ。


　が、見方を変えれば、それ程ほどのショックを受けたという事になる。


「すみませんでした」


　俺は素す直なおに頭を下げた。


「先輩がやってないって今なら信じられます。俺の判断が浅はかだったんです」


　色んな回想の果てにようやく気がついたのだ。根こん拠きよはないが先輩はやってない。犯人が誰かは全く解わからないけれど、先輩だけは絶対に無実だ。理り屈くつなんざ知った事か。たとえ先輩がそれをやっていたとしても、やっていないと主張したらやっていないのだ。


「先輩があんな事する訳ないですもん。そう、あれは単なる偶ぐう然ぜんだ！　登校中、気づかないうちに誰かとぶつかったりして、たまたまあんな風になっただけ。ですよね？」


　ところが先輩はくりっと緑の瞳ひとみを丸くするのだ。キョトンとした顔でこんな事を言う。


「偶然であんな風になる訳ないだろう。きみ、まさか真犯人が解っていないのかい？」


「は？」


　今度は俺が絶句する。……真犯人がいるだって？　先輩にはそれが解っているのか？


「まあいい、柊一君、今すぐここを去りたまえ。今からここは危険な場所になる」


　矢や継つぎ早のサプライズ。またしても意外な事を言われて、今俺の頭の中はカラフルな淡あわい星型の金こん平ぺい糖とうをばら撒まかれたようだ。幻げん惑わくされ、とっ散らかっている。


「危険ってどういう事です？」


「おそらく、対決になる。これからここに真犯人が来るのだ！」


　先輩は言う。


「先さき程ほど電話で、ここに来るよう呼び出した。学校ではきみ達を心配するあまり、無む闇やみやたらと探し回るという、わたしらしくない極きわめて非理性的な行動をとってしまったが、本来は一対一で相対するのが最良だからね。幾つかの作戦がある。どこまで通用するかは不明だが、そのために振るう力も半分程度の修復を終えた。あとはもう……運次し第だいだ」


　……一体何が起こるっていうんだ？


　俺が質問する間もなく、そいつは河川敷の彼方かなたからやってきた。心底ぶったまげた。頭が白くなり呼吸するのも忘れる。それが全く思いもよらない人物だったからだ。


　音もなく斜面を下り、俺達にゆっくり歩み寄ってくる。


　信じられない事ながら──。


（こいつが真犯人か！）


　かへらへだった。








「よく解ったね」


　と、開口一番そんな風に言ったかへらへの声は、合成音声を思わせる不思議なトーンだった。雰ふん囲い気きも普ふ段だんと全く違ちがう。パンクな制服の着こなしに眼帯という外見は同じだが、表情がのっぺりしていて精せい巧こうに作られた蠟ろう人にん形ぎようのようだ。


「解るさ」先輩は答える。「冷静に考えればきみしかいない。お弁当の事を知っていたのはハーレム団のメンバーと生徒会の者しかいないんだからね。簡単な消去法だよ」


「くすくす。きみらしくもない慌あわてぶりだったよ」


「まったくさ。本当に、してやられた。もともと、あのお弁当勝負はわたしが提案したもの。詩緒里君に妬やいたわたしが閃ひらめき、自ら提案したアイデアの筈はずだった……」


　だがそれこそが大きな誤ごび謬ゆう、この時点で既すでに罠わなにかかっていたのだ、と先輩は言う。


「アイデアというのはだ……。閃いた事よりも、何な故ぜそれを閃いたか？　どういう作用でそのアイデアがもたらされたか？　実はそちらの方が重要なのだ。今回は完全に外的要因に促うながされたもの。かへらへ君の情報提供により、わたしは詩緒里君と柊一君のいちゃつきぶりを知り、週末の映画デートの事を知らされ、深く思い悩なやむ羽目になった」


「うん」かへらへは不思議な声で言う。


「まったく。そもそもきみが我々に接せつ触しよくしてきた事の意味をもっと真しん剣けんに考えるべきだったよ。最初からわたしに近づくのが目的だったのだろう？」


（え？　何？　そういう事だったのか？）


　俺は激しく動転していたが、必死に頭を回転させる。かへらへが事件の真犯人だったという今の話を敷ふ衍えんすれば、最初から先輩を陥おとしいれる事を目もく論ろんでいたと受け取れる──。


「でもそれ……意味が解らないぞ？」


　俺は頭を押さえて言う。


「確かに体育の時間にかへらへの姿は見なかった……。て言うか、全く意識すらしなかったよ。あの時教室に残って弁当箱を遮しや二に無二シェイクしまくってたのか？　ったく、そんなのは盲もう点てん過ぎるが、何だってそんな事をする必要があるんだ？」


「ふんふん。それは勿もち論ろんわたしに対する悪戯いたずら。嫌がらせだろう」


「え……？」嫌がらせ？「にしたって、こんなの回りくどいと言うか、間接的と言うか、あまりにも迂う回かい的に過ぎるでしょう」


「それだけ用心深いという事だよ」


　先せん輩ぱいは艶やかな黒髪の一束をサラリと後ろに流して言う。


「自分の正体が決して知られないよう、そしてあまり重大な事態は招かぬよう、なるべく小さな悪戯をこつこつ積み重ねるのだ。それを繰くり返し蓄ちく積せきする事で、いつか大きな破局をもたらす。わたしと柊一君の仲をいつの日か決定的に引き裂さこうという……まあ、あれだね。ある意味、プロバビリティーの犯罪に近い発想だね」


「プロバビリティー？」


「蓋がい然ぜん性せい。未必の故意と言い換かえても良いか。例えば血糖値の高い人間に、塩分たっぷりの美お味いしい物をプレゼントする。その時は何も起こらなくても、或あるいはその時食べなかったとしても、長い年月、無限の数だけ行えば、いつかは何かが起こるかもしれない。安全性を根底に置いて完全犯罪を目論めば当然こういう考え方になる。要するにだ……彼はとても用心深い人なのさ」


　一いつ瞬しゆん、聞きき間ま違ちがえたかと思った。


「彼って、誰だれ？」


「誰って目の前にいるじゃないか。用心深く、高度なテクノロジーを持った彼が」


　俺は改めてかへらへの姿を見直す。表情は変だが、どこからどう見ても少女である。


「かへらへ君は操あやつられているのだよ」


　そこで先輩は痺しびれを切らしたように大きく手を広げて言った。


「もういい。きみ。そんな風に隠かくれてないで、さっさと姿を現したまえ！」


「くすくす。確かにね」


　かへらへは眼帯に手をかけると、毟むしり取ってばしんと地面に捨てた。俺は心底ぎょっとした。クソッ！　今日は仰ぎよう天てんする事ばかりだが、今度という今度は一番驚おどろいた。


　眼帯の下から現れたのは、ルビーのような真っ赤な右目だったのだ。


「久しぶり、せしるさん──」


　と、赤い右目をしたそいつは言う。


（なっ、何なんだこれはぁっ？）


　どんでん返しにも程がある。こんな展開ありなのかよ、と思いながら俺は必死に呼吸を落ち着かせた。ちくしょう、とにかく冷静にならなければ……。にしても眼前にいるこのかへらへの姿をしたやつは一体どういうやつなのだ？


「柊一君、彼の名はＴ・ベスラム博士という。わたしの《悪友エイリアンフレンズ》だ」


　その名前、確か前に聞いた事がある。曰いわくありげだとは思っていたが、


「……つまり、お仲間なんですか？」先せん輩ぱい以外のエイリアンブレインを初めて見た。


「うむ。縁えんは切ったつもりなのだが、そう簡単に切らせてはくれないらしい。ＩＩＰＳに属する十二人の天才の一人だ。気をつけてくれ柊一君。ベスラム君は敵対する者には容よう赦しやしない。しかも、わたしの知らない未知の技術を相当数、隠し持っている」


　先輩が言い終えた瞬しゆん間かん、どこからともなく不可解な球体が音もなく飛んできた。かへらへ──いや、ベスラム？　の傍そばへ到とう達たつすると、そのまま無音でホバリングしている。


　浮ふ遊ゆうする謎なぞの物体の数は二つだ。色は白い。ハンドボール程の大きさの球体で、表面に桜の花に似た模様が描えがかれている。


（あ、あれだ……！）


　俺が学園に入学してから、何度も見かけるようになった不可解な飛行物体だった。ＵＦＯかと思っていたが、その手の物ではなかったらしい。これで攻こう撃げきしてくる手て筈はずなのか？


「いや、あれはクリペアスターと言って、一種の……まあ、解りやすく表現すれば、よくできた無人偵てい察さつ機だ。カメラを内蔵しているだけだから怖こわがる必要はない」


「くすくす。そうだね。せしるさんが理論を担当したガンガゼに比べれば、確かに玩がん具ぐみたいな代しろ物ものだよ」


　と、かへらへの姿をしたベスラム博士は不思議な声で言う。


「あれと共に、エイリアン虹彩アイリスも《廃はい棄き》したと思っていたのだけれど」


「馬ば鹿かを言う。それではいざという時、きみ達に抵てい抗こうできないだろう。自分で自分の記き憶おくを無理やり欠損させたが、あくまでも半分だけだ。片目だけは残しておいたのだ」


　あ、と俺は小さな声をあげる。──一年ぶりに見る。先輩の左目だけがルビーの如ごとき鮮せん烈れつな紅玉色に染まっていた。


「ふうん、それなら特とく殊しゆ虹こう彩さい認証で、またあれを動かすのは可能なんだね……」


「理論上はそうだが、頼たのまれたってもう嫌いやだよ。人を苦しめる活動に手は貸せない。それよりきみ、ベスラム君。その有様は一体どういう事だ？　正直まだ信じられないのだが、現状を鑑かんがみるに例のインプラントは完成したらしい。いや、そもそもこれは完成しているのか？　どの程度の安定性だ？　汎はん用よう化は可能なのか？　同調は？」


「くすくす、今そちらに情報を投射するね」


　無機的にそう言うと、ベスラムは紅くれないの光を放つ右目を瞬しばたたかせた。何かが飛んだ。せしる先輩の細い躰からだがクラッとよろめいた。


「……相変わらず子供じみた事をするんだな」


　そう言って溜ため息を吐つき、だが再びキッと凜り々りしく顔をあげるせしる先輩。


「ともあれ、偶ぐう然ぜんの産物ならば僥ぎよう倖こうだ。こんな物を手軽に作られては堪たまらない。要は、思いがけずに動いたこれの実験がてら、わたしにちょっかいを出しに来たのだね？」


「うん、そう」とやつは言った。「だけど凄すごいね、やっぱり強きよう靭じんだね、せしるさんは。今のは割と強めに列センテンスを送ったのに」


「まったく、全然変わっていないなベスラム君。きみの性せい癖へきは知っているが……。とは言え、わたしはきみを喜ばせるつもりは毛頭ないぞ。柊一君の前で醜しゆう態たいも晒さらしたくない。今のわたしに大した力はないが、だからこそ甘く見ない方がいい」


　くすっ、とベスラムは笑うと右目だけ瞬き──パリッと短い音がして強い何かが飛び交い、今度は明らかに何かが衝しよう突とつしたと解わかる──直後にせしる先輩が赤い片目を押さえて地面に片かた膝ひざをついた。低い呻うめき声をあげて顔をしかめている。


「せしる先輩っ！」


　駆かけ寄り、触ふれると、先輩の華きや奢しやな体は細かに痙けい攣れんしていた。背中をさすりつつ俺は思った。ぶちのめす。何が起こっているのか、どんな事をされたのかは理解不能だが、とにかく目の前にいるあいつをやっちまおう。とりあえず昏こん倒とうさせれば──。


「駄だ目めだ！　それだけはやめてくれ、柊一君！」


　ところが、せしる先輩が俺の腕うでをびっくりする程ほどの力で摑つかむのだった。


「彼は強い。まともに列センテンスを送り込まれたら、普ふ通つうの人間は意識が壊こわれてしまう。おそらく再起不能だ。今はわたしが防ぼう御ぎよしたのだ。つまり、わたしの傍にいる限りは安全だ」


「……クソッ！」


　例のあれか。パルスランゲージとかいう体性表象物質。敵と先輩は不可視のそれをぶつけ合い、互たがいの情報を侵しん食しよくしているらしい。それが列センテンスと呼ばれる攻撃コードなのだ。


「やつは何が目的なんです？　あいつは一体何なんですかっ？」俺は叫さけぶように訊きく。


　すると意外な事にベスラム本人が答えたのだ。


「変態だよ」と。


　どうしてやろうかと思った。


「……ふざけるな！」


　何が変態だ。こんな時に何て神経してやがるんだ。


「いや、柊一君。ふざけてはいない。彼は事実を言っている」


　俺に背中をさすられながら、せしる先輩はかぼそい声で言った。


「わたしが変態少女なのは周知の通りだが、わたしだけではないのだよ……。エイリアンブレインは十二人全員が性格破は綻たん者でね。まあ殆ほとんどが変態だ。いやはや、正直これを明かすのはとても恥はずかしいのだが、多分脳神経がそのような構造になっているのだろう」


「全員変態っ!?」


　俺は思わず青くなった。


「うむ、特にベスラム君は好きな相手に怒おこられると興奮するらしくてね。悪戯をして、わざと憤ふん慨がいさせ、その怒ど気きを浴びる事に快感を覚えるのだ……。うむ、変態だな！　かへらへ君の体を借りているのは様子見というところだろう。そう、今我々の目の前にいるのは本体ではない。自分からは決して動かない人なのさ。実じつ年ねん齢れいは十歳なのだが、大のお姉さん好きで、実は組織にいた頃ころメールで告白された。自分はこういう性癖だから交際してほしい、と。無論ぴしゃりと断ってやったが、それ以来何かと付きまとわれるようになったんだ。彼に腹を立てても悦よろこばせるだけだから、関かかわらないようにしていたのだが……」


「十歳の天才君、ほんと変態だな！」


　ろくな大人にならなそうである。


　あと、メールで告白するのだけはやめた方がいい。


「本物は今、北米のどこかにいるそうだ。とにかくここからでは手が出せないのだよ。だからこそ彼はあの偵察機で様子をモニタリングしているんだ」


　せしる先輩曰いわく、ベスラム博士は齢よわい十にしてインプラント研究の第一人者だという。


　彼によれば──思考も記憶も脳の電気信号がもたらす物であり、それらは微び小しようなコンピュータを脳の神経に結線すれば制せい御ぎよできる。ここに他者に己おのれの人格を転写するというアイデアが生まれ、博士は長らくその研究を重ねていた。


　密みつ封ぷうされたガラスアンプルの容器に銀色の細さい粒りゆうが詰つまっている。それを鼻び腔こうから吸い込めば、インプラントの群れは即そく座ざに脳へ向かい、神経と神経の間に入り込んで結線。ある種のストレージ領域を作り出し、そこに人格を移植するのだ。


　博士は何らかの方法でかへらへを捕とらえ、インプラントを吸い込ませたのだろう。彼女の脳に結線された博士のコピー人格は、本来の博士と同じ能力を持ち、それでいて自律的に行動する。そう、別にシンクロしている訳ではなく、完全に異なる存在なのだ。だからこそ本物のベスラム博士は、ベスラムかへらへの行動を偵察機で観察している。エイリアン虹彩アイリスと似た機能を持つ、コンタクトレンズ型デバイスを右目に嵌はめ込んで──。


「だったら、かへらへも被ひ害がい者しやな訳か……」


「そうだよ、柊一君。かへらへ君は利用されているに過ぎないのだ」


　その間も二人の間で不可視のパルスが縦横無む尽じんに飛び交い、連続的に衝突している。


「くううっ！」


「先輩っ？　大だい丈じよう夫ぶですか、せしる先輩！」


「心配ない……。わたしはこれでも頑がん丈じようだ。こんな事で音をあげるもんか」


　何度目になるだろう、交こう錯さくするパルスランゲージの列センテンス。二人が瞳ひとみを開閉する度たびに見えないコードが飛び交い、その度に先輩は精神にダメージを負っていく。限界は近い。


（あのヤロー……！）


　嚙かみ締しめた奥歯が欠けそうだ。俺の目前で先輩にこんな事しやがって……。しかも彼女は俺を守る列センテンスを放射するのに精せい一いつ杯ぱいらしく、攻撃する余よ裕ゆうがないのだ。


「おい、変態小こ僧ぞう！　お前ちょっと卑ひ怯きよう過ぎないかっ」俺は叫んだ。「他人の体に潜ひそんでこんな真ま似ねしやがって！　天才だか何だか知らないが、突とつ出しゆつした力があるならもっとマシな事に使えよ。て言うか、そこから出てこいクソガキ！」


　無理、とベスラムは言った。


「今の仕組みだと出てはいけないんだよ、彼氏気取りのお兄さん。それに僕は好きな相手に怒られるのが好きなだけでね。他の人に怒られたってちっとも気持ち良くならないよ」


「……誰がお前なんぞ気持ち良くするか！」


「くすくす。ああ、早くせしるさんが本気で怒らないかなあ、好きな人の強い怒気を浴びるのは僕にとって最高に気持ち良い事なんだ。背中がね、ゾクゾクってするんだよ」


　エイリアンブレインが全員性格破綻者だというのは紛まがう事なき真実らしい。


　だが俺は知っているぞ、せしる先輩は破綻しているが、それでも尚なお良い性格だという事を。彼女は天才で変態だが、こんなやつとは百八十度違ちがう綺き麗れいな精神を持っている。思い遣やりがあって優やさしくて、俺の自じ慢まんの幼おさな馴な染じみだ。この世の誰だれより魂たましいの格が上なのだ。　


　と、そこで不意にせしる先輩が、傷ついた我が身を抱だくようにして静かに言ったのだ。


「やつを……倒たおす方法が一つだけある」


　何だと？


「それには柊一君、きみの協力が必要になるのだが……」


「どんな事でもします！」瞬しゆん時じに言っていた。「攪かく乱らんですか？　威い嚇かくですか？　どんなやばい事だって喜んでやりますよ」あんなやつに先輩が負けるのは耐たえられない。


「そうか。ならば約束してくれ」せしる先輩は穏おだやかに微笑ほほえんでこう言う。


　やつを倒して、無事に家に帰れたら──。


「一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ってほしい」


　俺は思わず口をあんぐり開けた。


「ふ、風呂……？」


　緊きん張ちようのあまり聴ちよう覚かくに異常をきたしたのか？　耳をほじって訊き返すが、結果は同じだ。


「家に帰ったら一緒にお風呂に入ってほしい。きみとＬＯＶＥ入浴したいんだ！」


　何だろう。こういう時、常識人たる自分の脳が恨うらめしい。こんな状じよう況きようで何という世よ迷まい言ごとを……と普通は思うだろう。だが俺は知っている。天才せしる先輩はどんな時でも自じ暴ぼう自じ棄きにならない。もしかしたら何か怖ろしく高度な思考活動を経てもたらされた結論なのかもしれず、だとしたらそれを一いつ蹴しゆうするのは愚ぐの骨こつ頂ちようであるかもしれず──。


「と、とりあえず一緒に入りましょうか。ＬＯＶＥ……入浴？　だから今はとにかく」


「その言葉を──待っていた！」


　と、地面に片膝をついていたせしる先せん輩ぱいが、バッと元気良く立ち上がった。


「わたしはね、ずっと柊一君と一緒にお風呂に入るのが夢だったのだよ！」


　おいおいおい、何だそりゃあ。今のは自分に気合を入れるためのご褒ほう美びだったのか。


　そして先輩は無言で俺の目を見つめ、すっと右手を差し出した。


「さあ柊一君、握にぎってくれ」


　何を？　と訊き返す場面じゃないようだ。俺は彼女の右手をそっと握る。意外なくらいポカポカしていて温かい。優しい気持ちが太陽の如く溢あふれているせしる先輩らしい手だ。


「……ああ、柊一君。やはりきみの手は最高だ。これで勇気は百倍になる。きみが信じてさえくれれば、わたしはこの世の全すべてを凌りよう駕がする無限の力を発揮できるのだ」


「無限？　一体どういう原理の……」


「きみ、そんな事は常識だろう。愛だよ、愛っ！　その力には果てがないのだよ」


　俺は目を瞬しばたたいた。


「信じられないかもしれないが、信じれば信じるだけ、愛の力は増ぞう幅ふくするのだ。限りない愛の力……わたしはそれを与あたえたい。それを必要としている全ての清らかな人達にね。何な故ぜなら無限の愛は、この世のどんな窮きゆう地ちをも乗り越こえさせるからさ」


　先輩は言う。


「いいかい、柊一君。ハーレム団の目的は美しいものをわたしの周りに侍はべらす事だ。そして美しいものは清い魂から生じる。弱い者や困っている魂を助けてあげるのだ。それが即すなわち愛だよ。見たまえ──」


　細い顎あごをしゃくってみせる。その方向に不敵に立っているのはベスラムかへらへ。


「目の前に助けを求めている少女がいるだろう？　ベスラム君を攻こう撃げきするのではない。憑ひよう依いされて苦しんでいる、かへらへ君を救うのだ。その発想がわたしに勝利をもたらす」


　そして彼女は静かに左の人差し指を上げたのだ──。


　ベスラムが言う。「仕し掛かけてくるんだね、せしるさん」


　せしる先輩が言う。「最強の効果を引き出す」


　俺は握った彼女の手に更さらなる力を込こめる。この手を繫つないでいると、揺ゆるぎない確信が湧わいてくるのだ。ああ、もう解っている。必ず勝つだろう。


　そして言葉が放たれた。


「《自助》」


　パリィンと音が響ひびき、真っ赤に煌きらめく鋭えい利りな粒りゆう子しが夕ゆう陽ひの中をキラキラ降り注ぐ。かへらへの右目に嵌まっていた赤いレンズが粉々に砕くだけ散ったのだった。


「ぼ、僕は……せしるさんの事が好きで好きで、たまらな」


　最後まで言い終えられずにベスラムのコピー人格は消失し、浮うかんでいた二機の偵てい察さつ機は落ちて動かなくなった。意識を失い倒れ込むかへらへを、俺が駆かけ寄り抱だきとめる。


　先輩の片目も穏やかなエメラルドの色に戻もどっていた。やれやれ、戦いは終わったのだ。





　　　　◆　◇　◆





　近くの病院にかへらへを運んだところ、その体には何の異常も見られなかった。が、


「あーっ！」突とつ如じよベッドから飛び降りて叫ぶかへらへ。


「ど、どうした！」俺は思わずぎょっとして、「どこか痛いのかっ？」


「今日、アンプ買いに行くんだった！」


　ズルッ……。


　意識を取り戻したかへらへの性格はやはり若じやつ干かんぶっ飛んでおり、これから大急ぎで楽器屋に行くんだといって、即そつ刻こくどこかへ行ってしまった。何だよ、もともとこういう性格の人だったのか……。だがまあ元気ならそれはそれで。


　俺と先輩は病院を出て、徒歩でのんびり家路を辿たどる。オレンジ色の夕陽が眩まぶしい。


「かへらへ君の脳内インプラントは全て無効化したからね。もう何も心配いらない」


　全ては最初から計算ずくだったという。


「倒すだけなら力押しでも可能だが、かへらへ君に後こう遺い症しようが残っては可哀かわい想そうだものな」


　そう、せしる先輩は苦戦していたように見せかけ、実は水面下で狙ねらっていたのだ。


　──ベスラム博士のコピー人格をかへらへの神経系から除去するには、本人の力を引き出す他ほかない。だからこその『自助』。自分を助けるのは自分しかいないからだ。先輩は攻撃の裏側に小規模な列センテンスを仕込んで送信し、密ひそかに包ほう囲い網もうを作っていた。一見意味を持たないそのチャンクは、最後の瞬しゆん間かんに結合して最強の効果を顕けん在ざい化させる。


　それは、かへらへ本人の潜せん在ざい能力。


　先輩がハッキングした二機の無人偵察機が奏でる特とく殊しゆなプログラムと、かへらへに潜せん行こうさせた列センテンスの相乗効果で、彼女の免めん疫えき系を究極レベルにまで活性化させたのだ。


　即ち──『免疫系であるところのワクチンよ、脳に巣くう毒物を排はい除じよせよ！』


　かへらへの潜在意識から作られた最強のワクチンは、外部から入り込んだ異物であるベスラム製インプラントに、問答無用の停止命令を出したのだった。


（……まあ、言ってみりゃ完全な作戦勝ちだな）


　コンセプトと言うか、人を思い遣ったが故ゆえの勝利だ。せしる先輩の言葉を使うなら愛という事になるが、改めて全ぜん貌ぼうを聞くとやはり凄すごい。マイペースな俺でもそう思うのだからやはり彼女は天才ジーニアスの中の天才ジーニアス。真のエイリアンブレインなのだろう。


　と、畏い怖ふと驚きよう愕がくの入り混じった感かん慨がい深ぶかい思いで、隣となりを歩くせしる先輩に目をやると、


「ふんふん、ふんふんふーん！」


　何故か揉もみ手せんばかりにハミングしていた。


　喜びに紅潮するその顔を見ていると、俺も気持ちがほのぼのしてくる。


「何だか嬉うれしそうですね、せしる先輩」


「ウフフッ。それはきみ、当然じゃないか。帰ったら一緒にお風呂に入れるんだもの」


「それかよ！」


　ほのぼのどころか変態の極きわみだった。


　とは言え、実際せしる先輩の中ではそれが最重要事じ項こうなんだろう。つまり俺と一緒に入浴する事の方が──って、世界中の天才エイリアンブレイン達に白い目で見られそうだが、真の強者とは常に我が道を行くものなのだ。


　と、不意に携けい帯たいに着信があった。


「お？　詩緒里からだ」


　きっと午後から学校をサボった俺を心配してくれたのだろうが、そういえば詩緒里は弁当事件の真犯人の事を知らなかった筈はずだ。丁度良い、せしる先輩は悪くなかった事を伝えようと俺が電話に出ると、


「もしもし柊一君っ？　大変よ！　わたし、大変な事を思い出してしまったわ！」


　物もの凄すごい剣けん幕まくでそう言われる。……おいおい、まだ何か起こるのか。これ以上の転調、変調、どんでん返しには流石さすがの俺でも適応できるか解わからないが、ともあれ冷静な声を出す。


「どうした。何を思いだした？」


「あのね？　今朝学校に来る時、電車がとても混こんでいたのよ。おかげで降車した時、電車のドアに鞄かばんを思い切りぶつけちゃったんだけれど、もしかしたらそのせいかもしれないわ。お弁当の中身がグチャグチャになっていた理由！」


　気持ちが昂たかぶっていたせいでその事をすっかり忘れていたのだと詩緒里は言う。


「涼風さんにごめんなさいって伝えておいて。それじゃっ！」


　早口でまくし立てて詩緒里は一方的に電話を切ってしまった。


　俺は目を瞬き、今の電話が意味するところを考える。……普ふ通つうに考えれば電車にぶつけたぐらいでああはならない。それくらいは詩緒里だって解っている筈だ。ああ成なる程ほど。だからこそ詩緒里は言い返す暇ひまを与えず電話を切ったのだろう。要は彼女なりに先せん輩ぱいの事を気き遣づかい、譲じよう歩ほしたのだ。何だかんだでこの辺の気配りは紛まがう事なき詩緒里の美点である。


　電話の内容をせしる先輩に伝えると、少し照れたようにぽりぽりと頰ほおを搔かいていた。


「まったく、しおりん君のやつ。……良い子だな」


　真相を知ったら度ど肝ぎもを抜ぬかれるだろうから、週明け学校で直接説明する事にした。


　やがて家が見えてきた。


「さあ、もうすぐだね、柊一君。ちゃぷちゃぷお風呂っ。本当に楽しみだな！」


　まずい、と俺は青ざめて思う。どうするよ？


「ふんふん、二人泡あわだらけで洗いっこをしながら、明日からのハーレム団の活動について打ち合わせするんだ。懸けん案あん事じ項こうも色々と片付いて気分もすっきりしたからね。また思う存分暴れまくろうじゃないか。ウフフッ！　あの手この手でメンバーを百人集めよう！」


　清純な笑え顔がおで悪わる巧だくみをしている。


　状況は非常に芳かんばしくなかった。


（やべえ。本当にどうしたらいいんだ……）


　どうすればこれを切り抜けられるのか？　最大の問題は、肝かん心じんの俺が何となく一いつ緒しよに入浴してもいいように思ってしまっている事だ。先輩に何かしてあげたい、たまには喜ばせてあげてもいいと、そんな気分になってしまっている。何だかおかしくなってしまっている俺──。早く元に戻らなければならないが、情じよう緒ちよが混乱している要因は明らかだろう。隣で嬉しげにスキップしているのが特別な人物である事。それを再さい確かく認にんしたせいだ。


　そう。時々とても危あやうくて、この上なく常じよう軌きを逸いつした事もする変態先輩。


　だけど彼女は誰だれより頭が良くて、


　限りなく優やさしくて、


　可愛かわいくて、


　大切な俺の幼おさな馴な染じみなのだから──。
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　あとがき







　こんにちは、『変態先輩と俺と彼女』の一巻をお届けします。


　内容は変態系青春ラブコメ？　という感じで、天才で変態のヒロインに俺と彼女が振ふり回される話です。振り回されるというか振り回すといいますか、どちらにせよ回転している事に変わりはないといいますか、基本そういうテイストの賑にぎやかで爽さわやかな変態ラブストーリーです。って、何ですかそれは。


　……多分、読めばお解わかりになってもらえると思います。


　他にも様々な要素を入れてありますので、楽しんで頂ければ幸いです。





　さて、今回はタイトルに変態という単語が入っているので、それについて綴つづってみます。


　変態──。


　凄すごいものだと思っています、個人的には。


　というのも、歴史上の偉い大だいな何かを成し遂とげた人物というのは広義の意味における変態の割合が結構多かったりするからです。


　うーむ、意外やこれが本当なのです。詳くわしく書いていくと色々問題が起きたり、ページが足りなくなったりしそうなので、お手て隙すきの時に調べてみて下さい。初代内閣総理大臣など如何いかがでしょう。ピカソ、モーツァルトなどの芸術家系もお勧すすめです。英えい雄ゆう色いろを好むという言葉がありますが、やはり溢あふれんばかりの生命力が人をそういう方向に動かしてしまうのだろうか、なんて漠ばく然ぜんと考えたりします。


　例えばこんな逸いつ話わ──。


　進化論で有名なＣ・ダーウィンは若いころ昆虫採集にハマっていたそうです。ある日珍しいカブトムシを二匹見つけ、右手と左手それぞれに持って歩いていたところ、もっと珍しい三匹目を発見！　捕つかまえようにも手が空いていないので、仕方なく彼はカブトムシを口にぱくっと咥くわえたらしい。


　変態だー。


　……というより、どちらかと言えば奇き人じん変人的行為でしょうか。カブトの味は苦く、それに驚いたダーウィンは摑んでいたカブトを逃がしてしまったそうで、これはもう色んな意味で苦い体験です。ビターな味わいとはまさにこの事です。


　とはいえ、そういう人だったからこそ生物学の分野に多大な貢こう献けんができたのでしょう。


『原因を探求し続ける力が、人を発見者にする』──Ｃ・ダーウィン。


　言葉に深みと重みが感じられます。


　凄い人だと心から思います。


　とまあ、そんなこんなですので、何とかと天才と変態と変人と偉人は実は案外紙一ひと重えではなかろうか？　と個人的には考えていたりもして、これは中あたらずといえども遠からずかもしれません。結果として大勢の幸せに貢献できたら偉人、貢献できなかったら変人、才能が理解されれば天才、誰にも理解されなければお馬ば鹿か。性的な意味でクローズアップされたら変態みたいな……。でも本当は似た者同士だという。


　何にせよ、物事を色んな角度から見るのは大切な事だと思います。歴史上の偉大な英雄も見方を変えればおかしな人です。


　だからして、


（もしかしたら自分にもそういうところがあるかも……？）


　と、内心密ひそかに思っている紳しん士しし淑ゆく女じよの方がおられましたら、実はその方は将来偉大な何かを成し遂げるかもしれません。その可能性は大いにあります。常に世の中を動かしてきたのは一ひと握にぎりの変態だ、と偉えらい誰かも言ってますし。


　それに世の中を動かさなくても楽しく生きていけるのは間違いないところです。しからば自信を持って自分の好きな事を追求し、邁まい進しんして頂ければと思います。きっと良い事があるのではないでしょうか。勿もち論ろん、私も頑がん張ばります。


　ご両親を心配させないように気を配りつつ、我が道を進んで下さいませ。





　と、何だか段々話が壮そう大だいになってきたので（変態の話題からこんな内容になるとは私も予想しませんでした……）、今度は身近なレベルでの変態小話をしてバランスを取りたいと思います。


　私の知人にＷ君という人がいます。


　男らしくて温おん厚こうで仕事もよくできるという、それだけ聞くと非の打ち所のない人物なのですが、微び妙みように予想外なところがあります。どう予想外なのか？　突然私に面と向かい、こんな事を言ったりします。


「山やま田ださんが僕の犬になったら、楽しいだろうなあ！」


　……どう反応したらいいのか困ります。変態なのか冗談なのか、あるいは単に天然か。とりあえず顔と口調は紳士的です。あ、ここでいう山田は便べん宜ぎ上じようのもので、実際は本名の方で呼ばれています。


　ともあれ、一体何な故ぜなのか理由を訊たずねてみると、


「だって、山田って良い苗みよう字じじゃないですか。俺、犬を飼いたいんですよ。その時は山田って名前をつけようと思ってます」


　なんて言うのです。そう、Ｗ君は大の犬好きなのでした。


　苗字を褒ほめられて嬉うれしい反面、そのネーミングセンスは正直どうなのか？　一応Ｗ君はゲームのテキストライターです。私の苗字より自分の苗字をつければいいじゃないかと思いつつ、いや、それをするとＷ君ちのＷ君になる訳で、言うなれば田中田中とか鈴木鈴木みたいなもの。いや、そもそも最初から苗字以外の名前にすれば良いだろう。ラッシーとかパトラッシュとか……と、どうにも首を傾かしげずにいられなかった私ですが、色々と始まってしまったのは、それからしばらく経たったある日の事でした。


「俺、遂ついに犬を買いましたよ。柴犬です。名前は山田にしました」


「……えー？」


　Ｗ君は本当にその名前をつけたのでした。


「山田のヤツ、すぐお漏もらしするんですよ。これからしっかり躾しつけていかないと」


　礼儀作法を仕込み、身を美しくすると書いて、躾しつけ──。


　嬉しそうな笑顔のＷ君を見ながら、相当微妙な気持ちになったのを覚えています。


　何はともあれ、その柴犬『山田』。まだかなりの子犬だったらしく、以来、私は彼が成長していく様を事あるごとに聞かされました。


「山田さん、聞いてくださいよ。今日もうちの『山田』ってば、お漏らししちゃって」


　とか、


「アイツ喜ぶと、嬉しさあまって漏らすんですよ」


　とか、


「『山田』のやつ、今日は自分のウンチ食べてました。山田さん、どう思います？」


　とか。


　……こうして文字にすると結構なアブノーマル感が漂ただよっていますが、あくまでも犬の話なので誤解しないで頂ければと思います。いずれも犬を飼っている人にとっては常識的な話らしく、私もいつか犬を飼いたいので、その際は検証してみたいと思っています。犬は飼い主に似るというので、なるべく普段から正しい立ち居振る舞いを心がけたいものですね。『身を美しくすると書いて、躾』と心の中で唱えつつ……。





　さて。


　バランスを取るつもりで書いた小話ですが、今このあとがきを最初から読み返してみたところ、割とカオスな内容になっている事に気づきました。


　バランスどころか書きたい放題書いておりますね。


　正直、変態についてこんなに長々と語ったのは生まれて初めてです。


　小説を書いている時は自じ我がを消しているといいますか、キャラが動くのを記録しているような感覚なので基本的にどんな事でも躊ちゆう躇ちよなく書けるのですが、自分の思考（文章）で変態について語るのは、やはり少々気き恥はずかしいものがあります。


　でもそれが意外と気持ち良かったりします。


　覚かく醒せい？


　恥じらいながらも大だい胆たんに──。


　そんな言葉に惹ひき付けられてしまう私もまたやはり変態であるのかもしれません。いえ、多分変態だったりするんだと思います。


　それはさておき。


　程ほど良くページも残り少なくなって参りました。以下より謝辞になります。


　担当の山田さん、ありがとうございました。いつも鋭するどく有益な指し摘てきをしてくださり、おかげで正常と変態のバランスが取れたと思います。取れてます取れてます。自分でも書いていて凄く楽しい話になったのは山田さんのおかげです。今後も宜よろしくお願いします。


　素晴らしいイラストを描いてくださった犬いぬ洞がほらあんさん、感謝しております。せしる先輩を始め、どのキャラも滅め茶ちや苦く茶ちや可愛いです。二人のヒロインに負けず劣おとらず浅あさ笠かさみつけもラブリーです。柊しゆう一いちが羨うらやましくて堪たまらない今日この頃ごろ、本当にありがとうございました。


　そして心優やさしい読者の皆様、ここまで読んでくださって大変感謝です。変態ＳＰ、楽しんで頂けたなら幸いです。今後も全力で頑張りますので何なに卒とぞ宜しくお願いします。


　それではまたお会いしましょう。







山やま田だ　有ゆう
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